
1

は
じ
め
に

　

江
戸
時
代
は
、
天
下
泰
平
の
時
代
と
は
よ
く
言
う
も
の
の
、
本
当
に
そ
の
よ

う
な
穏
や
か
な
時
代
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
確
か
に
元
和
年
間
以
降
、
徳
川
政

権
に
よ
る
安
定
し
た
秩
序
の
下
に
政
権
運
営
が
な
さ
れ
た
の
は
周
知
の
事
実
で

あ
る
。「
世
の
中
が
治
ま
り
、
見
た
目
穏
や
か
な
様
」
と
い
う
意
味
で
は
、
江
戸

時
代
は
「
天
下
泰
平
」
の
時
代
と
い
え
よ
う
。

　

し
か
し
な
が
ら
、「
天
下
泰
平
」
に
は
「
何
の
心
配
事
も
な
く
、
の
ん
び
り
し

て
い
る
さ
ま
」
と
い
う
意
味
も
あ
り
、
必
ず
し
も
江
戸
時
代
は
そ
の
よ
う
な
悠

長
な
こ
と
を
言
っ
て
い
る
場
合
で
は
な
い
状
況
が
続
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

寛
永
十
四
年
（
一
六
三
七
）
に
勃
発
し
た
島
原
・
天
草
一
揆
を
何
と
か
鎮
圧

し
た
幕
府
は
、
こ
れ
以
上
キ
リ
シ
タ
ン
が
増
え
る
こ
と
を
恐
れ
、
さ
ら
な
る
禁

教
を
行
う
た
め
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
の
来
航
を
禁
じ
、
日
葡
関
係
は
最
悪
と
な
っ

た
。
幕
府
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
来
航
に
備
え
、
各
藩
に
遠
見
番
所
と
定
番
の
設
置
、

さ
ら
に
は
番
船
に
よ
る
巡
視
を
義
務
付
け
た
。
そ
の
後
、
中
国
・
オ
ラ
ン
ダ
の

密
貿
易
船
を
取
り
締
ま
る
意
味
合
い
も
加
わ
り
、
幕
末
に
至
る
と
ロ
シ
ア
・
ア

メ
リ
カ
な
ど
の
異
国
船
を
監
視
す
る
と
い
う
役
割
も
出
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、

江
戸
時
代
を
通
じ
、
遠
見
番
に
よ
る
沿
岸
警
備
が
続
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
福

岡
藩
に
お
い
て
も
『
黒
田
続
家
譜
』
に
よ
る
と
、
寛
永
十
七
年
に
領
内
沿
岸
部

に
遠
見
番
所
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
少
な
く
と
も
幕
末
の
嘉
永
年
間
ま
で
は
存

続
し
て
い
た
。

　

福
岡
県
教
育
委
員
会
に
お
い
て
実
施
し
た
福
岡
県
中
近
世
城
館
遺
跡
等
詳
細

分
布
調
査
で
は
、
遠
見
番
所
を
は
じ
め
と
し
て
、
烽
火
台
、
台
場
な
ど
の
近
世

の
海
防
施
設
も
そ
の
対
象
と
し
、
現
地
調
査
や
文
献
調
査
の
成
果
を
踏
ま
え
、

福
岡
県
内
に
お
け
る
概
要
を
報
告
し
た
（
福
岡
県
教
育
委
員
会 

二
〇
一
七
）
。

ま
た
、
そ
の
成
果
を
公
表
し
た
展
覧
会
「
幕
末
の
城―

近
世
の
沿
岸
警
備
と
幕

末
期
城
郭―

」
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
分
布
調
査
に
お
い
て
調
査
し
き
れ
な

か
っ
た
玄
界
遠
見
番
所
な
ど
、
新
た
な
成
果
を
盛
り
込
ん
だ
（
九
州
歴
史
資
料

館 

二
〇
一
八
）
。

こ
れ
ま
で
文
献
上
で
し
か
認
識
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
遠
見

番
所
が
、
考
古
学
的
な
遺
跡
と
し
て
よ
う
や
く
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

宗
像
市
に
お
い
て
も
、
大
島
と
地
島
に
福
岡
藩
の
遠
見
番
所
が
置
か
れ
て
い

た
た
め
、
宗
像
市
の
歴
史
を
考
え
る
上
で
も
非
常
に
重
要
な
要
素
と
と
ら
え
、

本
稿
で
は
宗
像
市
内
に
所
在
す
る
遠
見
番
所
を
は
じ
め
、
福
岡
藩
の
遠
見
番
所

に
つ
い
て
概
要
を
報
告
し
、
福
岡
藩
に
お
け
る
沿
岸
警
備
に
つ
い
て
若
干
の
考

察
を
加
え
る
こ
と
と
し
た
い
。

一
、
福
岡
藩
の
遠
見
番
所

　

先
述
し
た
と
お
り
、
福
岡
藩
に
遠
見
番
所
が
設
置
さ
れ
た
の
は
、
寛
永
十
七

年
で
あ
る
。
『
黒
田
続
家
譜
』
に
は
、

　

此
時
よ
り
九
州
海
嶋
々
に
番
所
を
立
て
、
異
船
が
来
る
を
う
か
が
ひ
望
ま
し

め
ら
れ
る
。
こ
れ
に
依
て
筑
前
の
内
に
も
姫
島
・
西
浦
・
相
島
・
大
嶋
・
岩

屋
右
五
ヶ
所
、
両
使
の
見
立
に
て
番
所
を
構
へ
ら
れ
、
定
番
の
士
を
遣
し
、

足
軽
を
差
添
を
か
る
。
右
之
外
地
嶋
に
も
定
番
を
か
る
。
於
呂
島
・
白
嶋
・

沖
嶋
に
も
番
船
を
つ
か
ハ
し
て
、
毎
日
巡
見
せ
し
め
ら
れ
る
。
又
嶋
々
定
番

の
外
に
も
家
老
・
中
老
の
家
人
馬
乗
分
の
者
を
加
番
と
し
て
差
遣
し
、
其
上

に
四
月
よ
り
九
月
ま
て
の
間
ハ
、
大
身
の
士
を
毎
月
三
度
宛
差
出
さ
れ
、
海

上
を
乗
廻
り
嶋
々
を
見
せ
し
め
ら
れ
る
。

と
記
す
。
す
な
わ
ち
、
寛
永
年
間
に
姫
島
（
糸
島
市
）
、
西
ノ
浦
（
福
岡
市
西
区
）
、

相
島
（
新
宮
町
）
、
大
島
（
宗
像
市
）
、
岩
屋
（
北
九
州
市
若
松
区
）
の
五
ヶ
所

が
設
置
、
後
、
正
保
二
年
（
一
六
四
五
）
に
西
ノ
浦
の
番
所
を
玄
界
島
（
福
岡

市
西
区
）
に
移
し
、
さ
ら
に
芥
屋
（
糸
島
市
）
、
脇
ノ
浦
（
北
九
州
市
若
松
区
）
、

沖
ノ
島
（
宗
像
市
）
に
も
設
置
、
大
島
に
も
立
て
添
え
た
（
増
設
し
た
）
こ
と

が
わ
か
る
。

 

ま
た
、
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
に
書
か
れ
た
『
浦
嶋
遠
見
番
所
灯
篭
堂
急

用
丸
囲
上
屋
共
図
』（
林
（
美
）
文
書
・
九
州
歴
史
資
料
館
所
蔵
）
に
は
、
改
修

さ
れ
た
遠
見
番
所
に
用
い
ら
れ
た
資
材
が
、
建
物
図
面
と
共
に
書
か
れ
て
お
り
、

そ
こ
に
は
こ
れ
ま
で
に
登
場
し
た
相
島
（
藍
嶋
）
、
大
島
（
大
嶋
）
、
岩
屋
、
玄

界
、
姫
島
（
姫
嶋
）
、
芥
屋
、
脇
浦
に
加
え
、
地
島
（
宗
像
市
）
、
小
田
崎
（
北

九
州
市
若
松
区
）
、
名
古
屋
崎
（
北
九
州
市
戸
畑
区
）
の
合
計
十
ヶ
所
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
（
写
真
１
）
。

　

よ
っ
て
、
福
岡
藩
の
遠
見
番
所
は
、
『
浦
嶋
遠
見
番
所
灯
篭
堂
急
用
丸
囲
上

屋
共
図
』
に
掲
載
さ
れ
た
十
ヶ
所
に
加
え
、
西
ノ
浦
、
沖
ノ
島
の
二
ヶ
所
、
さ

ら
に
は
正
保
の
筑
前
国
絵
図
等
に
は
小
呂
島
に
も
遠
見
番
所
が
描
か
れ
て
お

り
、
こ
れ
ら
を
合
わ
せ
る
と
、
合
計
十
三
ヶ
所
で
あ
る
（
図
１
）
。

二
、
遠
見
番
所
の
現
況

　

福
岡
藩
が
設
置
し
た
遠
見
番
所
の
う
ち
、
分
布
調
査
や
そ
の
後
の
調
査
に
お

い
て
、
筆
者
は
沖
ノ
島
、
小
呂
島
、
西
ノ
浦
と
、
港
湾
開
発
に
よ
り
消
滅
し
た

も
の
以
外
に
つ
い
て
は
、
現
地
を
全
て
確
認
し
た
。

　

現
地
に
て
遺
構
・
遺
物
が
確
認
で
き
な
か
っ
た
、
あ
る
い
は
も
う
で
き
な
い

で
あ
ろ
う
も
の
に
つ
い
て
、
以
下
に
列
挙
す
る
。

　

名
古
屋
崎
遠
見
番
所
は
、
名
古
屋
崎
の
岬
自
体
が
新
日
鉄
の
工
業
地
帯
と
な

っ
て
お
り
、
全
く
消
滅
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
小
田
崎
遠
見
番
所

は
、
小
田
崎
の
旧
地
形
は
残
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
近
代
以
降
の
高
射
砲
台
跡

な
ど
が
築
か
れ
た
た
め
か
、
遠
見
番
所
に
関
わ
る
遺
構
や
遺
物
を
確
認
す
る
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
。
脇
ノ
浦
遠
見
番
所
に
つ
い
て
も
、
同
様
に
、
現
地
に
遠

見
番
所
に
関
わ
る
地
物
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

　

た
だ
、
こ
れ
ら
以
外
の
遠
見
番
所
に
つ
い
て
は
現
地
に
は
何
ら
か
の
遺
構
あ

る
い
は
遺
物
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
ら
の
状
況
に
つ
い
て
、
以
下

に
述
べ
て
い
き
た
い
。

（
一
）
岩
屋
遠
見
番
所

　

岩
屋
遠
見
番
所
は
、
若
松
半
島
の
西
、
北
九
州
市
若
松
区
有
毛
の
響
灘
に
突

き
出
た
遠
見
ノ
鼻
（
妙
見
崎
）
に
あ

っ
た
番
所
で
、
現
在
は
妙
見
崎
灯
台

や
宿
泊
施
設
な
ど
が
建
っ
て
い
る
。

筑
前
国
絵
図
な
ど
に
は
、
遠
見
ノ
鼻

の
突
端
に
「
番
所
」
と
記
さ
れ
、
建
物

が
描
か
れ
て
い
る
（
写
真
２
）
。
ま
た
、

『
筑
前
国
続
風
土
記
拾
遺
』
（
以
下
、

「
拾
遺
」
と
い
う
）
の
「
岩
屋
浦
」
の
項

に
は
、「
境
内
に
遠
見
番
所　

灯
籠
堂

定
番
の
士
宅
二
区
有
」と
あ
る
。

　

岬
周
辺
を
踏
査
し
た
と
こ
ろ
、
妙
見
崎
灯
台
の
背
後
に
あ
る
四
阿
近
辺
の
地

表
に
近
世
の
も
の
と
思
わ
れ
る
瓦
片
が
い
く
つ
か
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た

（
写
真
３
）
。
海
岸
線
か
ら
二
十
ｍ
以
内
で
、
標
高
も
数
ｍ
で
あ
り
、
恒
久
施
設

を
置
く
に
は
や
や
条
件
が
厳
し
く
、
絵
図
で
は
さ
ら
に
陸
地
側
の
高
地
に
描
か

れ
て
い
る
よ
う
な
印
象
も
受
け
る
が
、
現
状
で
は
こ
こ
を
遠
見
番
所
の
跡
地
と

す
る
の
が
妥
当
と
考
え
て
い
る
。

（
二
）
地
島
遠
見
番
所

　

宗
像
市
の
地
島
の
遠
見
番
所
に
つ
い
て
は
、

 

「
拾
遺
」
に
「
泊
（
島
の
南
側
に

あ
る
集
落
）
の
艮
（
北
東
）
の
高
峰
頂
に
遠
見
番
所
有
。
常
に
異
国
舩
の
斥
候

に
備
ら
る
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
島
の
最
高
所
で
あ
る
遠
見
山
山
頂
（
標
高
一

八
六
ｍ
）
は
、
泊
集
落
の
北
北
西
に
あ
た
り
、
文
書
記
載
と
や
や
齟
齬
を
き
た

し
て
い
る
が
、「
遠
見
」
が
つ
い
た
山
の
名
称
や
地
元
の
伝
承
、
さ
ら
に
は
筑
前

国
絵
図
に
も
「
番
所
」
の
記
載
は
な
い
も
の
の
、
建
物
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
（
写
真
４
）
、
そ
こ
が
遠
見
番
所
が
置
か
れ
て
い
た
場
所
と
認
識
で
き
る
。

現
地
は
世
界
遺
産
・
沖
ノ
島
が
見
え
る
展
望
所
と
し
て
散
策
コ
ー
ス
の
一
角
と

も
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
展
望
所
の
周
囲
に
は
、
近
世
の
巴
文
軒
丸
瓦
を
含
む

多
く
の
瓦
片
が
散

布
し
て
い
る
（
写

真
５
）。
そ
の
瓦
が

分
布
す
る
展
望
所

と
な
っ
て
い
る
山

頂
は
、
一
辺
約
十

ｍ
弱
の
方
形
の
平

坦
面
と
な
っ
て
お

り
、
周
囲
に
も
人

工
的
に
造
成
さ
れ

た
テ
ラ
ス
面
も
確
認
で
き
る
（
図
２
）
。
さ
ら
に
は
そ
の
西
側
に
も
尾
根
地
形
に

沿
う
形
で
一
辺
十
～
二
十
ｍ
の
平
坦
面
二
面
が
造
成
さ
れ
て
い
て
、
石
垣
な
ど

も
所
々
に
築
か
れ
て
い
る
（
写
真
６
）
。
山
頂
の
南
東
側
に
も
細
い
造
成
面
が
斜

面
下
方
に
向
け
て
何
段
か
築
か
れ
て
い
る
が
、
畑
耕
作
地
な
ど
の
後
世
の
改
変

地
形
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
散
布
す
る
丸
瓦
は
コ
ビ
キ
Ｂ
技
法
（
鉄
線
挽

き
）
の
も
の
も
見
ら
れ
、
確
認
で
き
た
軒
丸
瓦
は
、
中
心
か
ら
外
へ
右
向
き
に

広
が
る
三
巴
文
に
十
二
個
の
珠
文
を
持
つ
近
世
通
有
の
瓦
当
文
様
の
も
の
で
あ

る
。
瓦
は
山
頂
部
の
方
形
平
坦
面
周
辺
以
外
に
は
ほ
と
ん
ど
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
ず
、
お
そ
ら
く
山
頂
部
の
方
形
平
坦
面
に
瓦
葺
の
番
所
小
屋
が
立
て
ら
れ

て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
三
）
大
島
遠
見
番
所

　

福
岡
県
最
大
の
島
で
あ
る
宗
像
市
の
大
島
に
所
在
す
る
遠
見
番
所
で
、
「
拾

遺
」
の
大
島
の
御
岳
神
社
の
項
に
、「
御
社
の
前
に
遠
見
番
所
有
。
國
君
よ
り
常

に
斥
候
を
置
て
、
異
国
舩
の
漂
流
に
備
へ
ら
る
」
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
島
内
最

高
所
の
御
岳
山
頂
（
標
高
二
一
四
ｍ
）
に
あ
る
御
嶽
神
社
の
前
に
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
現
在
、
神
社
の
前
は
道
路
や
展
望
台
に
よ
っ
て
大
き
く
改
変

さ
れ
て
お
り
、
詳
細
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
現
地
を
踏
査
し
た

と
こ
ろ
、
近
年
改
修
さ
れ
た
展
望
台
周
辺
の
地
表
に
時
期
不
明
な
が
ら
近
世
に

遡
る
可
能
性
の
あ
る
瓦
片
が
い
く
つ
か
確
認
さ
れ
た
（
写
真
７
）
。
御
嶽
神
社
の

背
後
に
も
、
現
在
の
社
殿
の
前
に
建
て
ら
れ
た
社
殿
に
葺
か
れ
て
い
た
瓦
が
大

量
に
散
布
し
て
い
る
が
、
こ
れ
と
は
明
ら
か
に
離
れ
て
お
り
、
ま
た
瓦
も
異
な

る
種
類
の
よ
う
で
あ
る
た
め
、
念
の
た
め
、
遠
見
番
所
に
関
連
す
る
遺
物
の
可

能
性
と
し
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　

ま
た
、
筑
前
国
絵
図
に
は
、
島
内
に
三
ヶ
所
も
の
番
所
の
建
物
が
描
か
れ
て

い
る
（
写
真
８
）
。
う
ち
最
も
南
側
に
位
置
す
る
一
ヶ
所
は
御
岳
山
頂
の
も
の
で

あ
る
。
そ
の
北
側
と
北
西
側
に
も
そ
れ
ぞ
れ
一
ヶ
所
ず
つ
番
所
が
描
か
れ
て
い

る
。
「
拾
遺
」
に
は
、「
嶋
の
北
壹
里
に
岩
瀬
と
い
ふ
所
有
。
卒
徒
の
番
宅
あ
り
。

又
嶋
の
西
壹
里
に
津
和
瀬
と
い
ふ
所
に
も
、
卒
徒
を
お
か
る
。
共
に
異
舩
の
漂

流
を
察
せ
し
め
ら
れ
る
」
と
あ
り
、
こ
れ
ら
の
番
所
を
指
し
て
い
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
も
現
地
踏
査
を
試
み
た
。
津
和
瀬
の
番
所
は
、

大
島
灯
台
か
ら
上
る
尾
根
筋
の
標
高
約
九
〇
ｍ
の
頂
部
と
想
定
さ
れ
る
が
、
そ

こ
は
厳
重
に
管
理
さ
れ
た
私
有
地
で
あ
り
、
現
地
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
ま
た
、
岩
瀬
の
番
所
は
、
近
代
以
降
の
大
島
砲
台
の
南
側
、
標
高
一

六
三
ｍ
の
三
角
点
の
あ
る
頂
部
と
想
定
さ
れ
る
が
、
そ
こ
は
大
島
砲
台
に
関
連

す
る
構
築
物
が
認
め
ら
れ
、
残
念
な
が
ら
遠
見
番
所
に
関
連
す
る
遺
構
、
遺
物

を
見
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
高
台
に
あ
る
と
も
限
ら
な
い
た
め
、
今
後
さ

ら
な
る
資
料
を
期
待
し
た
い
。

　

な
お
、
先
述
し
た
よ
う
に
『
黒
田
続
家
譜
』
に
は
正
保
二
年
（
あ
る
い
は
そ

れ
以
降
）
に
「
大
嶋
に
番
所
を
立
そ
へ
」
と
あ
り
、
こ
の
時
に
一
ヶ
所
で
あ
っ

た
も
の
が
複
数
箇
所
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、『
浦
嶋
遠
見
番
所

灯
篭
堂
急
用
丸
囲
上
屋
共
図
』
が
描
か
れ
た
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
に
は
大

島
番
所
は
一
ヶ
所
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
幕
末
期
に
は
一
ヶ
所
に
減
ら
さ

れ
て
い
る
か
、
い
わ
ゆ
る
番
士
宅
の
扱
い
に
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ

る
。

（
四
）
沖
ノ
島
遠
見
番
所

　

沖
ノ
島
の
遠
見
番
所
に
つ
い
て
は
、
筑
前
国
絵
図
に
島
の
南
西
麓
に
描
か
れ

て
お
り
（
写
真
９
）
、「
拾
遺
」
に
は
「
嶋
の
南
の
礒
に
嶋
番
の
宅
有
。
卒
徒
数

人
を
差
て
島
中
を
監
守
せ
し
め
ら
る
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
沖
ノ
島

の
港
付
近
に
あ
っ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
が
、
お
そ
ら
く
番
士

宅
の
こ
と
を
記
し
て
い
て
、
物

見
の
遠
見
番
所
の
記
載
で
は
な

く
、
い
わ
ゆ
る
遠
見
番
所
の
建

物
が
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
は

不
明
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

港
の
西
、
標
高
二
〇
ｍ
の
高
台

に
は
、
か
つ
て
正
三
位
社
が
あ

っ
て
、
見
晴
ら
し
の
良
い
平
坦

地
は
こ
こ
く
ら
い
し
か
見
当
た

ら
な
い
と
い
う
。
し
か
し
、
戦
後
に
崩
落
を
起
こ
し
た
た
め
、
現
在
は
旧
状
を

知
る
こ
と
は
難
し
い
。
近
世
の
採
集
遺
物
も
精
査
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
不
明

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
一
度
現
地
を
確
認
し
た
い
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
い

ま
だ
機
会
を
得
な
い
ま
ま
で
あ
る
。

（
五
）
相
島
遠
見
番
所
（
図
３
）

　

相
島
遠
見
番
所
は
、
相
島
の
最
高
所
で
西
端
に
位
置
す
る
高
山
山
頂
（
標
高

七
七
ｍ
）
に
位
置
す
る
。
現
在
、
相
島
灯
台
と
三
角
点
と
の
す
ぐ
横
に
「
物
見

櫓
」
と
呼
ば
れ
る
一
〇
ｍ
弱×

二
～
三
ｍ
、
高
さ
三
ｍ
ほ
ど
の
石
垣
で
築
か
れ

た
高
台
遺
構
が
残
さ
れ
て
い
る
（
写
真
10
）
。
天
端
の
石
垣
が
北
か
ら
南
へ
（
写

真
の
左
か
ら
右
へ
）
ス
ロ
ー
プ
状
に
上
っ
て
お
り
、
伝
承
の
と
お
り
「
物
見
台
」

だ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
近
辺
に
も
石
垣
が
確
認
で
き
る
。
た
だ
、
周
辺
一
帯

は
現
在
も
果
樹
園
や
畑
と
な
っ
て
お
り
、
後
世
の
改
変
が
な
さ
れ
て
い
る
可
能

性
が
高
く
、
す
べ
て
遠
見
番
所
に
関
連
す
る
遺
構
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
、
そ

の
識
別
は
非
常
に
難
し
い
。
し
か
し
、
「
物
見
櫓
」
の
北
側
に
は
一
辺
約
十
五

ｍ
の
石
垣
で
囲
ま
れ
た
方
形
区
画
が
あ
っ
て
、
江
戸
時
代
の
巴
文
軒
丸
瓦
や
近

世
陶
磁
が
散
布
し
て
お
り
（
写
真
11
）
、
こ
の
区
画
内
に
番
所
小
屋
が
置
か
れ

て
い
た
可
能
性
は
高
い
。
ま
た
さ
ら
に
北
側
に
も
不
自
然
な
盛
土
状
の
高
ま
り

な
ど
も
あ
り
、
番
所
と
の
関
連
を
窺
わ
せ
る
。

　

こ
の
相
島
遠
見
番
所
は
、
現
状
に
お
い
て
、
福
岡
藩
の
遠
見
番
所
の
中
で
も

か
な
り
遺
構
が
認
識
で
き
る
番
所
で
あ
ろ
う
。

（
六
）
玄
界
遠
見
番
所

　

博
多
湾
の
入
口
の
北
、
玄
界
島
（
福
岡
市
西
区
）
の
最
高
所
で
あ
る
遠
見
山

山
頂
（
標
高
二
一
八
ｍ
）
に
位
置
す
る
（
図
４
）
。
山
頂
部
に
は
、
一
辺
十
ｍ
弱

の
石
垣
で
囲
ま
れ
た
檀
状
の
方
形
区
画
（
図
中
Ａ
・
写
真
12
）
が
あ
り
、
そ
の

南
側
に
も
石
垣
で
囲
ま
れ
た
長
方
形
区
画
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
周
辺
に
も
石

垣
遺
構
が
多
数
確
認
で
き
る
が
、
近
年
ま
で
耕
作
し
て
い
た
痕
跡
も
あ
っ
て
、

ど
こ
ま
で
が
遠
見
番
所
に
関
わ
る
遺
構
か
を
確
認
す
る
の
は
難
し
い
。
し
か
し
、

山
頂
を
中
心
と
す
る
一
帯
に
は
、
近
世
の
瓦
が
大
量
に
集
積
し
て
お
り
（
写
真

13
）
、
中
に
は
福
岡
藩
黒
田
家
の
家
紋
で
あ
る
藤
巴
文
の
軒
丸
瓦
（
写
真
14―

１
）
や
そ
れ
と
セ
ッ
ト
に
な
る
と
思
わ
れ
る
「
今
宿
」
姓
の
ス
タ
ン
プ
が
押
さ

れ
た
藤
花
文
の
軒
平
瓦
（
写
真
14―

５
）
な
ど
も
確
認
で
き
る
。
こ
れ
ら
は
福

岡
城
な
ど
、
福
岡
藩
の
公
的
施
設
や
藩
が
寄
進
・
奉
納
し
た
寺
社
に
し
か
確
認

で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
福
岡
藩
の
公
的
施
設
で
あ
る
遠
見
番
所
に
用
い
ら
れ

た
瓦
と
考
え
て
差
し
支
え
な
い
。
さ
ら
に
は
、
慶
長
期
頃
ま
で
遡
る
可
能
性
の

あ
る
桐
文
軒
平
瓦
も
あ
り
（
写
真
14―

６
）
、
玄
界
遠
見
番
所
が
最
初
に
設
置

福
岡
藩
の
玄
界
灘
沿
岸
警
備
と
遠
見
番
所

岡　

寺　
　

良

《
論
文
》
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は
じ
め
に

　

江
戸
時
代
は
、
天
下
泰
平
の
時
代
と
は
よ
く
言
う
も
の
の
、
本
当
に
そ
の
よ

う
な
穏
や
か
な
時
代
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
確
か
に
元
和
年
間
以
降
、
徳
川
政

権
に
よ
る
安
定
し
た
秩
序
の
下
に
政
権
運
営
が
な
さ
れ
た
の
は
周
知
の
事
実
で

あ
る
。「
世
の
中
が
治
ま
り
、
見
た
目
穏
や
か
な
様
」
と
い
う
意
味
で
は
、
江
戸

時
代
は
「
天
下
泰
平
」
の
時
代
と
い
え
よ
う
。

　

し
か
し
な
が
ら
、「
天
下
泰
平
」
に
は
「
何
の
心
配
事
も
な
く
、
の
ん
び
り
し

て
い
る
さ
ま
」
と
い
う
意
味
も
あ
り
、
必
ず
し
も
江
戸
時
代
は
そ
の
よ
う
な
悠

長
な
こ
と
を
言
っ
て
い
る
場
合
で
は
な
い
状
況
が
続
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

寛
永
十
四
年
（
一
六
三
七
）
に
勃
発
し
た
島
原
・
天
草
一
揆
を
何
と
か
鎮
圧

し
た
幕
府
は
、
こ
れ
以
上
キ
リ
シ
タ
ン
が
増
え
る
こ
と
を
恐
れ
、
さ
ら
な
る
禁

教
を
行
う
た
め
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
の
来
航
を
禁
じ
、
日
葡
関
係
は
最
悪
と
な
っ

た
。
幕
府
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
来
航
に
備
え
、
各
藩
に
遠
見
番
所
と
定
番
の
設
置
、

さ
ら
に
は
番
船
に
よ
る
巡
視
を
義
務
付
け
た
。
そ
の
後
、
中
国
・
オ
ラ
ン
ダ
の

密
貿
易
船
を
取
り
締
ま
る
意
味
合
い
も
加
わ
り
、
幕
末
に
至
る
と
ロ
シ
ア
・
ア

メ
リ
カ
な
ど
の
異
国
船
を
監
視
す
る
と
い
う
役
割
も
出
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、

江
戸
時
代
を
通
じ
、
遠
見
番
に
よ
る
沿
岸
警
備
が
続
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
福

岡
藩
に
お
い
て
も
『
黒
田
続
家
譜
』
に
よ
る
と
、
寛
永
十
七
年
に
領
内
沿
岸
部

に
遠
見
番
所
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
少
な
く
と
も
幕
末
の
嘉
永
年
間
ま
で
は
存

続
し
て
い
た
。

　

福
岡
県
教
育
委
員
会
に
お
い
て
実
施
し
た
福
岡
県
中
近
世
城
館
遺
跡
等
詳
細

分
布
調
査
で
は
、
遠
見
番
所
を
は
じ
め
と
し
て
、
烽
火
台
、
台
場
な
ど
の
近
世

の
海
防
施
設
も
そ
の
対
象
と
し
、
現
地
調
査
や
文
献
調
査
の
成
果
を
踏
ま
え
、

福
岡
県
内
に
お
け
る
概
要
を
報
告
し
た
（
福
岡
県
教
育
委
員
会 

二
〇
一
七
）
。

ま
た
、
そ
の
成
果
を
公
表
し
た
展
覧
会
「
幕
末
の
城―

近
世
の
沿
岸
警
備
と
幕

末
期
城
郭―

」
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
分
布
調
査
に
お
い
て
調
査
し
き
れ
な

か
っ
た
玄
界
遠
見
番
所
な
ど
、
新
た
な
成
果
を
盛
り
込
ん
だ
（
九
州
歴
史
資
料

館 

二
〇
一
八
）
。

こ
れ
ま
で
文
献
上
で
し
か
認
識
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
遠
見

番
所
が
、
考
古
学
的
な
遺
跡
と
し
て
よ
う
や
く
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

宗
像
市
に
お
い
て
も
、
大
島
と
地
島
に
福
岡
藩
の
遠
見
番
所
が
置
か
れ
て
い

た
た
め
、
宗
像
市
の
歴
史
を
考
え
る
上
で
も
非
常
に
重
要
な
要
素
と
と
ら
え
、

本
稿
で
は
宗
像
市
内
に
所
在
す
る
遠
見
番
所
を
は
じ
め
、
福
岡
藩
の
遠
見
番
所

に
つ
い
て
概
要
を
報
告
し
、
福
岡
藩
に
お
け
る
沿
岸
警
備
に
つ
い
て
若
干
の
考

察
を
加
え
る
こ
と
と
し
た
い
。

一
、
福
岡
藩
の
遠
見
番
所

　

先
述
し
た
と
お
り
、
福
岡
藩
に
遠
見
番
所
が
設
置
さ
れ
た
の
は
、
寛
永
十
七

年
で
あ
る
。
『
黒
田
続
家
譜
』
に
は
、

　

此
時
よ
り
九
州
海
嶋
々
に
番
所
を
立
て
、
異
船
が
来
る
を
う
か
が
ひ
望
ま
し

め
ら
れ
る
。
こ
れ
に
依
て
筑
前
の
内
に
も
姫
島
・
西
浦
・
相
島
・
大
嶋
・
岩

屋
右
五
ヶ
所
、
両
使
の
見
立
に
て
番
所
を
構
へ
ら
れ
、
定
番
の
士
を
遣
し
、

足
軽
を
差
添
を
か
る
。
右
之
外
地
嶋
に
も
定
番
を
か
る
。
於
呂
島
・
白
嶋
・

沖
嶋
に
も
番
船
を
つ
か
ハ
し
て
、
毎
日
巡
見
せ
し
め
ら
れ
る
。
又
嶋
々
定
番

の
外
に
も
家
老
・
中
老
の
家
人
馬
乗
分
の
者
を
加
番
と
し
て
差
遣
し
、
其
上

に
四
月
よ
り
九
月
ま
て
の
間
ハ
、
大
身
の
士
を
毎
月
三
度
宛
差
出
さ
れ
、
海

上
を
乗
廻
り
嶋
々
を
見
せ
し
め
ら
れ
る
。

と
記
す
。
す
な
わ
ち
、
寛
永
年
間
に
姫
島
（
糸
島
市
）
、
西
ノ
浦
（
福
岡
市
西
区
）
、

相
島
（
新
宮
町
）
、
大
島
（
宗
像
市
）
、
岩
屋
（
北
九
州
市
若
松
区
）
の
五
ヶ
所

が
設
置
、
後
、
正
保
二
年
（
一
六
四
五
）
に
西
ノ
浦
の
番
所
を
玄
界
島
（
福
岡

市
西
区
）
に
移
し
、
さ
ら
に
芥
屋
（
糸
島
市
）
、
脇
ノ
浦
（
北
九
州
市
若
松
区
）
、

沖
ノ
島
（
宗
像
市
）
に
も
設
置
、
大
島
に
も
立
て
添
え
た
（
増
設
し
た
）
こ
と

が
わ
か
る
。

 

ま
た
、
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
に
書
か
れ
た
『
浦
嶋
遠
見
番
所
灯
篭
堂
急

用
丸
囲
上
屋
共
図
』（
林
（
美
）
文
書
・
九
州
歴
史
資
料
館
所
蔵
）
に
は
、
改
修

さ
れ
た
遠
見
番
所
に
用
い
ら
れ
た
資
材
が
、
建
物
図
面
と
共
に
書
か
れ
て
お
り
、

そ
こ
に
は
こ
れ
ま
で
に
登
場
し
た
相
島
（
藍
嶋
）
、
大
島
（
大
嶋
）
、
岩
屋
、
玄

界
、
姫
島
（
姫
嶋
）
、
芥
屋
、
脇
浦
に
加
え
、
地
島
（
宗
像
市
）
、
小
田
崎
（
北

九
州
市
若
松
区
）
、
名
古
屋
崎
（
北
九
州
市
戸
畑
区
）
の
合
計
十
ヶ
所
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
（
写
真
１
）
。

　

よ
っ
て
、
福
岡
藩
の
遠
見
番
所
は
、
『
浦
嶋
遠
見
番
所
灯
篭
堂
急
用
丸
囲
上

屋
共
図
』
に
掲
載
さ
れ
た
十
ヶ
所
に
加
え
、
西
ノ
浦
、
沖
ノ
島
の
二
ヶ
所
、
さ

ら
に
は
正
保
の
筑
前
国
絵
図
等
に
は
小
呂
島
に
も
遠
見
番
所
が
描
か
れ
て
お

り
、
こ
れ
ら
を
合
わ
せ
る
と
、
合
計
十
三
ヶ
所
で
あ
る
（
図
１
）
。

二
、
遠
見
番
所
の
現
況

　

福
岡
藩
が
設
置
し
た
遠
見
番
所
の
う
ち
、
分
布
調
査
や
そ
の
後
の
調
査
に
お

い
て
、
筆
者
は
沖
ノ
島
、
小
呂
島
、
西
ノ
浦
と
、
港
湾
開
発
に
よ
り
消
滅
し
た

も
の
以
外
に
つ
い
て
は
、
現
地
を
全
て
確
認
し
た
。

　

現
地
に
て
遺
構
・
遺
物
が
確
認
で
き
な
か
っ
た
、
あ
る
い
は
も
う
で
き
な
い

で
あ
ろ
う
も
の
に
つ
い
て
、
以
下
に
列
挙
す
る
。

　

名
古
屋
崎
遠
見
番
所
は
、
名
古
屋
崎
の
岬
自
体
が
新
日
鉄
の
工
業
地
帯
と
な

っ
て
お
り
、
全
く
消
滅
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
小
田
崎
遠
見
番
所

は
、
小
田
崎
の
旧
地
形
は
残
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
近
代
以
降
の
高
射
砲
台
跡

な
ど
が
築
か
れ
た
た
め
か
、
遠
見
番
所
に
関
わ
る
遺
構
や
遺
物
を
確
認
す
る
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
。
脇
ノ
浦
遠
見
番
所
に
つ
い
て
も
、
同
様
に
、
現
地
に
遠

見
番
所
に
関
わ
る
地
物
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

　

た
だ
、
こ
れ
ら
以
外
の
遠
見
番
所
に
つ
い
て
は
現
地
に
は
何
ら
か
の
遺
構
あ

る
い
は
遺
物
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
ら
の
状
況
に
つ
い
て
、
以
下

に
述
べ
て
い
き
た
い
。

（
一
）
岩
屋
遠
見
番
所

　

岩
屋
遠
見
番
所
は
、
若
松
半
島
の
西
、
北
九
州
市
若
松
区
有
毛
の
響
灘
に
突

き
出
た
遠
見
ノ
鼻
（
妙
見
崎
）
に
あ

っ
た
番
所
で
、
現
在
は
妙
見
崎
灯
台

や
宿
泊
施
設
な
ど
が
建
っ
て
い
る
。

筑
前
国
絵
図
な
ど
に
は
、
遠
見
ノ
鼻

の
突
端
に
「
番
所
」
と
記
さ
れ
、
建
物

が
描
か
れ
て
い
る
（
写
真
２
）
。
ま
た
、

『
筑
前
国
続
風
土
記
拾
遺
』
（
以
下
、

「
拾
遺
」
と
い
う
）
の
「
岩
屋
浦
」
の
項

に
は
、「
境
内
に
遠
見
番
所　

灯
籠
堂

定
番
の
士
宅
二
区
有
」と
あ
る
。

　

岬
周
辺
を
踏
査
し
た
と
こ
ろ
、
妙
見
崎
灯
台
の
背
後
に
あ
る
四
阿
近
辺
の
地

表
に
近
世
の
も
の
と
思
わ
れ
る
瓦
片
が
い
く
つ
か
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た

（
写
真
３
）
。
海
岸
線
か
ら
二
十
ｍ
以
内
で
、
標
高
も
数
ｍ
で
あ
り
、
恒
久
施
設

を
置
く
に
は
や
や
条
件
が
厳
し
く
、
絵
図
で
は
さ
ら
に
陸
地
側
の
高
地
に
描
か

れ
て
い
る
よ
う
な
印
象
も
受
け
る
が
、
現
状
で
は
こ
こ
を
遠
見
番
所
の
跡
地
と

す
る
の
が
妥
当
と
考
え
て
い
る
。

（
二
）
地
島
遠
見
番
所

　

宗
像
市
の
地
島
の
遠
見
番
所
に
つ
い
て
は
、

 

「
拾
遺
」
に
「
泊
（
島
の
南
側
に

あ
る
集
落
）
の
艮
（
北
東
）
の
高
峰
頂
に
遠
見
番
所
有
。
常
に
異
国
舩
の
斥
候

に
備
ら
る
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
島
の
最
高
所
で
あ
る
遠
見
山
山
頂
（
標
高
一

八
六
ｍ
）
は
、
泊
集
落
の
北
北
西
に
あ
た
り
、
文
書
記
載
と
や
や
齟
齬
を
き
た

し
て
い
る
が
、「
遠
見
」
が
つ
い
た
山
の
名
称
や
地
元
の
伝
承
、
さ
ら
に
は
筑
前

国
絵
図
に
も
「
番
所
」
の
記
載
は
な
い
も
の
の
、
建
物
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
（
写
真
４
）
、
そ
こ
が
遠
見
番
所
が
置
か
れ
て
い
た
場
所
と
認
識
で
き
る
。

現
地
は
世
界
遺
産
・
沖
ノ
島
が
見
え
る
展
望
所
と
し
て
散
策
コ
ー
ス
の
一
角
と

も
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
展
望
所
の
周
囲
に
は
、
近
世
の
巴
文
軒
丸
瓦
を
含
む

多
く
の
瓦
片
が
散

布
し
て
い
る
（
写

真
５
）。
そ
の
瓦
が

分
布
す
る
展
望
所

と
な
っ
て
い
る
山

頂
は
、
一
辺
約
十

ｍ
弱
の
方
形
の
平

坦
面
と
な
っ
て
お

り
、
周
囲
に
も
人

工
的
に
造
成
さ
れ

た
テ
ラ
ス
面
も
確
認
で
き
る
（
図
２
）
。
さ
ら
に
は
そ
の
西
側
に
も
尾
根
地
形
に

沿
う
形
で
一
辺
十
～
二
十
ｍ
の
平
坦
面
二
面
が
造
成
さ
れ
て
い
て
、
石
垣
な
ど

も
所
々
に
築
か
れ
て
い
る
（
写
真
６
）
。
山
頂
の
南
東
側
に
も
細
い
造
成
面
が
斜

面
下
方
に
向
け
て
何
段
か
築
か
れ
て
い
る
が
、
畑
耕
作
地
な
ど
の
後
世
の
改
変

地
形
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
散
布
す
る
丸
瓦
は
コ
ビ
キ
Ｂ
技
法
（
鉄
線
挽

き
）
の
も
の
も
見
ら
れ
、
確
認
で
き
た
軒
丸
瓦
は
、
中
心
か
ら
外
へ
右
向
き
に

広
が
る
三
巴
文
に
十
二
個
の
珠
文
を
持
つ
近
世
通
有
の
瓦
当
文
様
の
も
の
で
あ

る
。
瓦
は
山
頂
部
の
方
形
平
坦
面
周
辺
以
外
に
は
ほ
と
ん
ど
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
ず
、
お
そ
ら
く
山
頂
部
の
方
形
平
坦
面
に
瓦
葺
の
番
所
小
屋
が
立
て
ら
れ

て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
三
）
大
島
遠
見
番
所

　

福
岡
県
最
大
の
島
で
あ
る
宗
像
市
の
大
島
に
所
在
す
る
遠
見
番
所
で
、
「
拾

遺
」
の
大
島
の
御
岳
神
社
の
項
に
、「
御
社
の
前
に
遠
見
番
所
有
。
國
君
よ
り
常

に
斥
候
を
置
て
、
異
国
舩
の
漂
流
に
備
へ
ら
る
」
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
島
内
最

高
所
の
御
岳
山
頂
（
標
高
二
一
四
ｍ
）
に
あ
る
御
嶽
神
社
の
前
に
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
現
在
、
神
社
の
前
は
道
路
や
展
望
台
に
よ
っ
て
大
き
く
改
変

さ
れ
て
お
り
、
詳
細
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
現
地
を
踏
査
し
た

と
こ
ろ
、
近
年
改
修
さ
れ
た
展
望
台
周
辺
の
地
表
に
時
期
不
明
な
が
ら
近
世
に

遡
る
可
能
性
の
あ
る
瓦
片
が
い
く
つ
か
確
認
さ
れ
た
（
写
真
７
）
。
御
嶽
神
社
の

背
後
に
も
、
現
在
の
社
殿
の
前
に
建
て
ら
れ
た
社
殿
に
葺
か
れ
て
い
た
瓦
が
大

量
に
散
布
し
て
い
る
が
、
こ
れ
と
は
明
ら
か
に
離
れ
て
お
り
、
ま
た
瓦
も
異
な

る
種
類
の
よ
う
で
あ
る
た
め
、
念
の
た
め
、
遠
見
番
所
に
関
連
す
る
遺
物
の
可

能
性
と
し
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　

ま
た
、
筑
前
国
絵
図
に
は
、
島
内
に
三
ヶ
所
も
の
番
所
の
建
物
が
描
か
れ
て

い
る
（
写
真
８
）
。
う
ち
最
も
南
側
に
位
置
す
る
一
ヶ
所
は
御
岳
山
頂
の
も
の
で

あ
る
。
そ
の
北
側
と
北
西
側
に
も
そ
れ
ぞ
れ
一
ヶ
所
ず
つ
番
所
が
描
か
れ
て
い

る
。
「
拾
遺
」
に
は
、「
嶋
の
北
壹
里
に
岩
瀬
と
い
ふ
所
有
。
卒
徒
の
番
宅
あ
り
。

又
嶋
の
西
壹
里
に
津
和
瀬
と
い
ふ
所
に
も
、
卒
徒
を
お
か
る
。
共
に
異
舩
の
漂

流
を
察
せ
し
め
ら
れ
る
」
と
あ
り
、
こ
れ
ら
の
番
所
を
指
し
て
い
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
も
現
地
踏
査
を
試
み
た
。
津
和
瀬
の
番
所
は
、

大
島
灯
台
か
ら
上
る
尾
根
筋
の
標
高
約
九
〇
ｍ
の
頂
部
と
想
定
さ
れ
る
が
、
そ

こ
は
厳
重
に
管
理
さ
れ
た
私
有
地
で
あ
り
、
現
地
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
ま
た
、
岩
瀬
の
番
所
は
、
近
代
以
降
の
大
島
砲
台
の
南
側
、
標
高
一

六
三
ｍ
の
三
角
点
の
あ
る
頂
部
と
想
定
さ
れ
る
が
、
そ
こ
は
大
島
砲
台
に
関
連

す
る
構
築
物
が
認
め
ら
れ
、
残
念
な
が
ら
遠
見
番
所
に
関
連
す
る
遺
構
、
遺
物

を
見
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
高
台
に
あ
る
と
も
限
ら
な
い
た
め
、
今
後
さ

ら
な
る
資
料
を
期
待
し
た
い
。

　

な
お
、
先
述
し
た
よ
う
に
『
黒
田
続
家
譜
』
に
は
正
保
二
年
（
あ
る
い
は
そ

れ
以
降
）
に
「
大
嶋
に
番
所
を
立
そ
へ
」
と
あ
り
、
こ
の
時
に
一
ヶ
所
で
あ
っ

た
も
の
が
複
数
箇
所
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、『
浦
嶋
遠
見
番
所

灯
篭
堂
急
用
丸
囲
上
屋
共
図
』
が
描
か
れ
た
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
に
は
大

島
番
所
は
一
ヶ
所
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
幕
末
期
に
は
一
ヶ
所
に
減
ら
さ

れ
て
い
る
か
、
い
わ
ゆ
る
番
士
宅
の
扱
い
に
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ

る
。

（
四
）
沖
ノ
島
遠
見
番
所

　

沖
ノ
島
の
遠
見
番
所
に
つ
い
て
は
、
筑
前
国
絵
図
に
島
の
南
西
麓
に
描
か
れ

て
お
り
（
写
真
９
）
、「
拾
遺
」
に
は
「
嶋
の
南
の
礒
に
嶋
番
の
宅
有
。
卒
徒
数

人
を
差
て
島
中
を
監
守
せ
し
め
ら
る
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
沖
ノ
島

の
港
付
近
に
あ
っ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
が
、
お
そ
ら
く
番
士

宅
の
こ
と
を
記
し
て
い
て
、
物

見
の
遠
見
番
所
の
記
載
で
は
な

く
、
い
わ
ゆ
る
遠
見
番
所
の
建

物
が
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
は

不
明
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

港
の
西
、
標
高
二
〇
ｍ
の
高
台

に
は
、
か
つ
て
正
三
位
社
が
あ

っ
て
、
見
晴
ら
し
の
良
い
平
坦

地
は
こ
こ
く
ら
い
し
か
見
当
た

ら
な
い
と
い
う
。
し
か
し
、
戦
後
に
崩
落
を
起
こ
し
た
た
め
、
現
在
は
旧
状
を

知
る
こ
と
は
難
し
い
。
近
世
の
採
集
遺
物
も
精
査
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
不
明

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
一
度
現
地
を
確
認
し
た
い
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
い

ま
だ
機
会
を
得
な
い
ま
ま
で
あ
る
。

（
五
）
相
島
遠
見
番
所
（
図
３
）

　

相
島
遠
見
番
所
は
、
相
島
の
最
高
所
で
西
端
に
位
置
す
る
高
山
山
頂
（
標
高

七
七
ｍ
）
に
位
置
す
る
。
現
在
、
相
島
灯
台
と
三
角
点
と
の
す
ぐ
横
に
「
物
見

櫓
」
と
呼
ば
れ
る
一
〇
ｍ
弱×

二
～
三
ｍ
、
高
さ
三
ｍ
ほ
ど
の
石
垣
で
築
か
れ

た
高
台
遺
構
が
残
さ
れ
て
い
る
（
写
真
10
）
。
天
端
の
石
垣
が
北
か
ら
南
へ
（
写

真
の
左
か
ら
右
へ
）
ス
ロ
ー
プ
状
に
上
っ
て
お
り
、
伝
承
の
と
お
り
「
物
見
台
」

だ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
近
辺
に
も
石
垣
が
確
認
で
き
る
。
た
だ
、
周
辺
一
帯

は
現
在
も
果
樹
園
や
畑
と
な
っ
て
お
り
、
後
世
の
改
変
が
な
さ
れ
て
い
る
可
能

性
が
高
く
、
す
べ
て
遠
見
番
所
に
関
連
す
る
遺
構
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
、
そ

の
識
別
は
非
常
に
難
し
い
。
し
か
し
、
「
物
見
櫓
」
の
北
側
に
は
一
辺
約
十
五

ｍ
の
石
垣
で
囲
ま
れ
た
方
形
区
画
が
あ
っ
て
、
江
戸
時
代
の
巴
文
軒
丸
瓦
や
近

世
陶
磁
が
散
布
し
て
お
り
（
写
真
11
）
、
こ
の
区
画
内
に
番
所
小
屋
が
置
か
れ

て
い
た
可
能
性
は
高
い
。
ま
た
さ
ら
に
北
側
に
も
不
自
然
な
盛
土
状
の
高
ま
り

な
ど
も
あ
り
、
番
所
と
の
関
連
を
窺
わ
せ
る
。

　

こ
の
相
島
遠
見
番
所
は
、
現
状
に
お
い
て
、
福
岡
藩
の
遠
見
番
所
の
中
で
も

か
な
り
遺
構
が
認
識
で
き
る
番
所
で
あ
ろ
う
。

（
六
）
玄
界
遠
見
番
所

　

博
多
湾
の
入
口
の
北
、
玄
界
島
（
福
岡
市
西
区
）
の
最
高
所
で
あ
る
遠
見
山

山
頂
（
標
高
二
一
八
ｍ
）
に
位
置
す
る
（
図
４
）
。
山
頂
部
に
は
、
一
辺
十
ｍ
弱

の
石
垣
で
囲
ま
れ
た
檀
状
の
方
形
区
画
（
図
中
Ａ
・
写
真
12
）
が
あ
り
、
そ
の

南
側
に
も
石
垣
で
囲
ま
れ
た
長
方
形
区
画
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
周
辺
に
も
石

垣
遺
構
が
多
数
確
認
で
き
る
が
、
近
年
ま
で
耕
作
し
て
い
た
痕
跡
も
あ
っ
て
、

ど
こ
ま
で
が
遠
見
番
所
に
関
わ
る
遺
構
か
を
確
認
す
る
の
は
難
し
い
。
し
か
し
、

山
頂
を
中
心
と
す
る
一
帯
に
は
、
近
世
の
瓦
が
大
量
に
集
積
し
て
お
り
（
写
真

13
）
、
中
に
は
福
岡
藩
黒
田
家
の
家
紋
で
あ
る
藤
巴
文
の
軒
丸
瓦
（
写
真
14―

１
）
や
そ
れ
と
セ
ッ
ト
に
な
る
と
思
わ
れ
る
「
今
宿
」
姓
の
ス
タ
ン
プ
が
押
さ

れ
た
藤
花
文
の
軒
平
瓦
（
写
真
14―

５
）
な
ど
も
確
認
で
き
る
。
こ
れ
ら
は
福

岡
城
な
ど
、
福
岡
藩
の
公
的
施
設
や
藩
が
寄
進
・
奉
納
し
た
寺
社
に
し
か
確
認

で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
福
岡
藩
の
公
的
施
設
で
あ
る
遠
見
番
所
に
用
い
ら
れ

た
瓦
と
考
え
て
差
し
支
え
な
い
。
さ
ら
に
は
、
慶
長
期
頃
ま
で
遡
る
可
能
性
の

あ
る
桐
文
軒
平
瓦
も
あ
り
（
写
真
14―

６
）
、
玄
界
遠
見
番
所
が
最
初
に
設
置

後
正
保
二
年
に
西
浦
の
番
所
を
玄
界
嶋
に
う
つ
さ
る
。
又

芥
屋
浦
に
番
所
を
立
大
嶋
に
番
所
を
立
そ
へ
、
脇
浦
・
沖

島
に
番
所
を

立

ら

る
。

図１　福岡藩の遠見番所位置図（●…場所が明確なもの、○…場所が不明確なもの）

（国土地理院 1/200,000 地形図「福岡」を改変して作成）
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3

は
じ
め
に

　

江
戸
時
代
は
、
天
下
泰
平
の
時
代
と
は
よ
く
言
う
も
の
の
、
本
当
に
そ
の
よ

う
な
穏
や
か
な
時
代
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
確
か
に
元
和
年
間
以
降
、
徳
川
政

権
に
よ
る
安
定
し
た
秩
序
の
下
に
政
権
運
営
が
な
さ
れ
た
の
は
周
知
の
事
実
で

あ
る
。「
世
の
中
が
治
ま
り
、
見
た
目
穏
や
か
な
様
」
と
い
う
意
味
で
は
、
江
戸

時
代
は
「
天
下
泰
平
」
の
時
代
と
い
え
よ
う
。

　

し
か
し
な
が
ら
、「
天
下
泰
平
」
に
は
「
何
の
心
配
事
も
な
く
、
の
ん
び
り
し

て
い
る
さ
ま
」
と
い
う
意
味
も
あ
り
、
必
ず
し
も
江
戸
時
代
は
そ
の
よ
う
な
悠

長
な
こ
と
を
言
っ
て
い
る
場
合
で
は
な
い
状
況
が
続
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

寛
永
十
四
年
（
一
六
三
七
）
に
勃
発
し
た
島
原
・
天
草
一
揆
を
何
と
か
鎮
圧

し
た
幕
府
は
、
こ
れ
以
上
キ
リ
シ
タ
ン
が
増
え
る
こ
と
を
恐
れ
、
さ
ら
な
る
禁

教
を
行
う
た
め
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
の
来
航
を
禁
じ
、
日
葡
関
係
は
最
悪
と
な
っ

た
。
幕
府
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
来
航
に
備
え
、
各
藩
に
遠
見
番
所
と
定
番
の
設
置
、

さ
ら
に
は
番
船
に
よ
る
巡
視
を
義
務
付
け
た
。
そ
の
後
、
中
国
・
オ
ラ
ン
ダ
の

密
貿
易
船
を
取
り
締
ま
る
意
味
合
い
も
加
わ
り
、
幕
末
に
至
る
と
ロ
シ
ア
・
ア

メ
リ
カ
な
ど
の
異
国
船
を
監
視
す
る
と
い
う
役
割
も
出
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、

江
戸
時
代
を
通
じ
、
遠
見
番
に
よ
る
沿
岸
警
備
が
続
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
福

岡
藩
に
お
い
て
も
『
黒
田
続
家
譜
』
に
よ
る
と
、
寛
永
十
七
年
に
領
内
沿
岸
部

に
遠
見
番
所
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
少
な
く
と
も
幕
末
の
嘉
永
年
間
ま
で
は
存

続
し
て
い
た
。

　

福
岡
県
教
育
委
員
会
に
お
い
て
実
施
し
た
福
岡
県
中
近
世
城
館
遺
跡
等
詳
細

分
布
調
査
で
は
、
遠
見
番
所
を
は
じ
め
と
し
て
、
烽
火
台
、
台
場
な
ど
の
近
世

の
海
防
施
設
も
そ
の
対
象
と
し
、
現
地
調
査
や
文
献
調
査
の
成
果
を
踏
ま
え
、

福
岡
県
内
に
お
け
る
概
要
を
報
告
し
た
（
福
岡
県
教
育
委
員
会 

二
〇
一
七
）
。

ま
た
、
そ
の
成
果
を
公
表
し
た
展
覧
会
「
幕
末
の
城―

近
世
の
沿
岸
警
備
と
幕

末
期
城
郭―

」
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
分
布
調
査
に
お
い
て
調
査
し
き
れ
な

か
っ
た
玄
界
遠
見
番
所
な
ど
、
新
た
な
成
果
を
盛
り
込
ん
だ
（
九
州
歴
史
資
料

館 

二
〇
一
八
）
。

こ
れ
ま
で
文
献
上
で
し
か
認
識
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
遠
見

番
所
が
、
考
古
学
的
な
遺
跡
と
し
て
よ
う
や
く
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

宗
像
市
に
お
い
て
も
、
大
島
と
地
島
に
福
岡
藩
の
遠
見
番
所
が
置
か
れ
て
い

た
た
め
、
宗
像
市
の
歴
史
を
考
え
る
上
で
も
非
常
に
重
要
な
要
素
と
と
ら
え
、

本
稿
で
は
宗
像
市
内
に
所
在
す
る
遠
見
番
所
を
は
じ
め
、
福
岡
藩
の
遠
見
番
所

に
つ
い
て
概
要
を
報
告
し
、
福
岡
藩
に
お
け
る
沿
岸
警
備
に
つ
い
て
若
干
の
考

察
を
加
え
る
こ
と
と
し
た
い
。

一
、
福
岡
藩
の
遠
見
番
所

　

先
述
し
た
と
お
り
、
福
岡
藩
に
遠
見
番
所
が
設
置
さ
れ
た
の
は
、
寛
永
十
七

年
で
あ
る
。
『
黒
田
続
家
譜
』
に
は
、

　

此
時
よ
り
九
州
海
嶋
々
に
番
所
を
立
て
、
異
船
が
来
る
を
う
か
が
ひ
望
ま
し

め
ら
れ
る
。
こ
れ
に
依
て
筑
前
の
内
に
も
姫
島
・
西
浦
・
相
島
・
大
嶋
・
岩

屋
右
五
ヶ
所
、
両
使
の
見
立
に
て
番
所
を
構
へ
ら
れ
、
定
番
の
士
を
遣
し
、

足
軽
を
差
添
を
か
る
。
右
之
外
地
嶋
に
も
定
番
を
か
る
。
於
呂
島
・
白
嶋
・

沖
嶋
に
も
番
船
を
つ
か
ハ
し
て
、
毎
日
巡
見
せ
し
め
ら
れ
る
。
又
嶋
々
定
番

の
外
に
も
家
老
・
中
老
の
家
人
馬
乗
分
の
者
を
加
番
と
し
て
差
遣
し
、
其
上

に
四
月
よ
り
九
月
ま
て
の
間
ハ
、
大
身
の
士
を
毎
月
三
度
宛
差
出
さ
れ
、
海

上
を
乗
廻
り
嶋
々
を
見
せ
し
め
ら
れ
る
。

と
記
す
。
す
な
わ
ち
、
寛
永
年
間
に
姫
島
（
糸
島
市
）
、
西
ノ
浦
（
福
岡
市
西
区
）
、

相
島
（
新
宮
町
）
、
大
島
（
宗
像
市
）
、
岩
屋
（
北
九
州
市
若
松
区
）
の
五
ヶ
所

が
設
置
、
後
、
正
保
二
年
（
一
六
四
五
）
に
西
ノ
浦
の
番
所
を
玄
界
島
（
福
岡

市
西
区
）
に
移
し
、
さ
ら
に
芥
屋
（
糸
島
市
）
、
脇
ノ
浦
（
北
九
州
市
若
松
区
）
、

沖
ノ
島
（
宗
像
市
）
に
も
設
置
、
大
島
に
も
立
て
添
え
た
（
増
設
し
た
）
こ
と

が
わ
か
る
。

 

ま
た
、
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
に
書
か
れ
た
『
浦
嶋
遠
見
番
所
灯
篭
堂
急

用
丸
囲
上
屋
共
図
』（
林
（
美
）
文
書
・
九
州
歴
史
資
料
館
所
蔵
）
に
は
、
改
修

さ
れ
た
遠
見
番
所
に
用
い
ら
れ
た
資
材
が
、
建
物
図
面
と
共
に
書
か
れ
て
お
り
、

そ
こ
に
は
こ
れ
ま
で
に
登
場
し
た
相
島
（
藍
嶋
）
、
大
島
（
大
嶋
）
、
岩
屋
、
玄

界
、
姫
島
（
姫
嶋
）
、
芥
屋
、
脇
浦
に
加
え
、
地
島
（
宗
像
市
）
、
小
田
崎
（
北

九
州
市
若
松
区
）
、
名
古
屋
崎
（
北
九
州
市
戸
畑
区
）
の
合
計
十
ヶ
所
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
（
写
真
１
）
。

　

よ
っ
て
、
福
岡
藩
の
遠
見
番
所
は
、
『
浦
嶋
遠
見
番
所
灯
篭
堂
急
用
丸
囲
上

屋
共
図
』
に
掲
載
さ
れ
た
十
ヶ
所
に
加
え
、
西
ノ
浦
、
沖
ノ
島
の
二
ヶ
所
、
さ

ら
に
は
正
保
の
筑
前
国
絵
図
等
に
は
小
呂
島
に
も
遠
見
番
所
が
描
か
れ
て
お

り
、
こ
れ
ら
を
合
わ
せ
る
と
、
合
計
十
三
ヶ
所
で
あ
る
（
図
１
）
。

二
、
遠
見
番
所
の
現
況

　

福
岡
藩
が
設
置
し
た
遠
見
番
所
の
う
ち
、
分
布
調
査
や
そ
の
後
の
調
査
に
お

い
て
、
筆
者
は
沖
ノ
島
、
小
呂
島
、
西
ノ
浦
と
、
港
湾
開
発
に
よ
り
消
滅
し
た

も
の
以
外
に
つ
い
て
は
、
現
地
を
全
て
確
認
し
た
。

　

現
地
に
て
遺
構
・
遺
物
が
確
認
で
き
な
か
っ
た
、
あ
る
い
は
も
う
で
き
な
い

で
あ
ろ
う
も
の
に
つ
い
て
、
以
下
に
列
挙
す
る
。

　

名
古
屋
崎
遠
見
番
所
は
、
名
古
屋
崎
の
岬
自
体
が
新
日
鉄
の
工
業
地
帯
と
な

っ
て
お
り
、
全
く
消
滅
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
小
田
崎
遠
見
番
所

は
、
小
田
崎
の
旧
地
形
は
残
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
近
代
以
降
の
高
射
砲
台
跡

な
ど
が
築
か
れ
た
た
め
か
、
遠
見
番
所
に
関
わ
る
遺
構
や
遺
物
を
確
認
す
る
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
。
脇
ノ
浦
遠
見
番
所
に
つ
い
て
も
、
同
様
に
、
現
地
に
遠

見
番
所
に
関
わ
る
地
物
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

　

た
だ
、
こ
れ
ら
以
外
の
遠
見
番
所
に
つ
い
て
は
現
地
に
は
何
ら
か
の
遺
構
あ

る
い
は
遺
物
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
ら
の
状
況
に
つ
い
て
、
以
下

に
述
べ
て
い
き
た
い
。

（
一
）
岩
屋
遠
見
番
所

　

岩
屋
遠
見
番
所
は
、
若
松
半
島
の
西
、
北
九
州
市
若
松
区
有
毛
の
響
灘
に
突

き
出
た
遠
見
ノ
鼻
（
妙
見
崎
）
に
あ

っ
た
番
所
で
、
現
在
は
妙
見
崎
灯
台

や
宿
泊
施
設
な
ど
が
建
っ
て
い
る
。

筑
前
国
絵
図
な
ど
に
は
、
遠
見
ノ
鼻

の
突
端
に
「
番
所
」
と
記
さ
れ
、
建
物

が
描
か
れ
て
い
る
（
写
真
２
）
。
ま
た
、

『
筑
前
国
続
風
土
記
拾
遺
』
（
以
下
、

「
拾
遺
」
と
い
う
）
の
「
岩
屋
浦
」
の
項

に
は
、「
境
内
に
遠
見
番
所　

灯
籠
堂

定
番
の
士
宅
二
区
有
」と
あ
る
。

　

岬
周
辺
を
踏
査
し
た
と
こ
ろ
、
妙
見
崎
灯
台
の
背
後
に
あ
る
四
阿
近
辺
の
地

表
に
近
世
の
も
の
と
思
わ
れ
る
瓦
片
が
い
く
つ
か
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た

（
写
真
３
）
。
海
岸
線
か
ら
二
十
ｍ
以
内
で
、
標
高
も
数
ｍ
で
あ
り
、
恒
久
施
設

を
置
く
に
は
や
や
条
件
が
厳
し
く
、
絵
図
で
は
さ
ら
に
陸
地
側
の
高
地
に
描
か

れ
て
い
る
よ
う
な
印
象
も
受
け
る
が
、
現
状
で
は
こ
こ
を
遠
見
番
所
の
跡
地
と

す
る
の
が
妥
当
と
考
え
て
い
る
。

（
二
）
地
島
遠
見
番
所

　

宗
像
市
の
地
島
の
遠
見
番
所
に
つ
い
て
は
、

 

「
拾
遺
」
に
「
泊
（
島
の
南
側
に

あ
る
集
落
）
の
艮
（
北
東
）
の
高
峰
頂
に
遠
見
番
所
有
。
常
に
異
国
舩
の
斥
候

に
備
ら
る
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
島
の
最
高
所
で
あ
る
遠
見
山
山
頂
（
標
高
一

八
六
ｍ
）
は
、
泊
集
落
の
北
北
西
に
あ
た
り
、
文
書
記
載
と
や
や
齟
齬
を
き
た

し
て
い
る
が
、「
遠
見
」
が
つ
い
た
山
の
名
称
や
地
元
の
伝
承
、
さ
ら
に
は
筑
前

国
絵
図
に
も
「
番
所
」
の
記
載
は
な
い
も
の
の
、
建
物
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
（
写
真
４
）
、
そ
こ
が
遠
見
番
所
が
置
か
れ
て
い
た
場
所
と
認
識
で
き
る
。

現
地
は
世
界
遺
産
・
沖
ノ
島
が
見
え
る
展
望
所
と
し
て
散
策
コ
ー
ス
の
一
角
と

も
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
展
望
所
の
周
囲
に
は
、
近
世
の
巴
文
軒
丸
瓦
を
含
む

多
く
の
瓦
片
が
散

布
し
て
い
る
（
写

真
５
）。
そ
の
瓦
が

分
布
す
る
展
望
所

と
な
っ
て
い
る
山

頂
は
、
一
辺
約
十

ｍ
弱
の
方
形
の
平

坦
面
と
な
っ
て
お

り
、
周
囲
に
も
人

工
的
に
造
成
さ
れ

た
テ
ラ
ス
面
も
確
認
で
き
る
（
図
２
）
。
さ
ら
に
は
そ
の
西
側
に
も
尾
根
地
形
に

沿
う
形
で
一
辺
十
～
二
十
ｍ
の
平
坦
面
二
面
が
造
成
さ
れ
て
い
て
、
石
垣
な
ど

も
所
々
に
築
か
れ
て
い
る
（
写
真
６
）
。
山
頂
の
南
東
側
に
も
細
い
造
成
面
が
斜

面
下
方
に
向
け
て
何
段
か
築
か
れ
て
い
る
が
、
畑
耕
作
地
な
ど
の
後
世
の
改
変

地
形
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
散
布
す
る
丸
瓦
は
コ
ビ
キ
Ｂ
技
法
（
鉄
線
挽

き
）
の
も
の
も
見
ら
れ
、
確
認
で
き
た
軒
丸
瓦
は
、
中
心
か
ら
外
へ
右
向
き
に

広
が
る
三
巴
文
に
十
二
個
の
珠
文
を
持
つ
近
世
通
有
の
瓦
当
文
様
の
も
の
で
あ

る
。
瓦
は
山
頂
部
の
方
形
平
坦
面
周
辺
以
外
に
は
ほ
と
ん
ど
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
ず
、
お
そ
ら
く
山
頂
部
の
方
形
平
坦
面
に
瓦
葺
の
番
所
小
屋
が
立
て
ら
れ

て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
三
）
大
島
遠
見
番
所

　

福
岡
県
最
大
の
島
で
あ
る
宗
像
市
の
大
島
に
所
在
す
る
遠
見
番
所
で
、
「
拾

遺
」
の
大
島
の
御
岳
神
社
の
項
に
、「
御
社
の
前
に
遠
見
番
所
有
。
國
君
よ
り
常

に
斥
候
を
置
て
、
異
国
舩
の
漂
流
に
備
へ
ら
る
」
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
島
内
最

高
所
の
御
岳
山
頂
（
標
高
二
一
四
ｍ
）
に
あ
る
御
嶽
神
社
の
前
に
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
現
在
、
神
社
の
前
は
道
路
や
展
望
台
に
よ
っ
て
大
き
く
改
変

さ
れ
て
お
り
、
詳
細
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
現
地
を
踏
査
し
た

と
こ
ろ
、
近
年
改
修
さ
れ
た
展
望
台
周
辺
の
地
表
に
時
期
不
明
な
が
ら
近
世
に

遡
る
可
能
性
の
あ
る
瓦
片
が
い
く
つ
か
確
認
さ
れ
た
（
写
真
７
）
。
御
嶽
神
社
の

背
後
に
も
、
現
在
の
社
殿
の
前
に
建
て
ら
れ
た
社
殿
に
葺
か
れ
て
い
た
瓦
が
大

量
に
散
布
し
て
い
る
が
、
こ
れ
と
は
明
ら
か
に
離
れ
て
お
り
、
ま
た
瓦
も
異
な

る
種
類
の
よ
う
で
あ
る
た
め
、
念
の
た
め
、
遠
見
番
所
に
関
連
す
る
遺
物
の
可

能
性
と
し
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　

ま
た
、
筑
前
国
絵
図
に
は
、
島
内
に
三
ヶ
所
も
の
番
所
の
建
物
が
描
か
れ
て

い
る
（
写
真
８
）
。
う
ち
最
も
南
側
に
位
置
す
る
一
ヶ
所
は
御
岳
山
頂
の
も
の
で

あ
る
。
そ
の
北
側
と
北
西
側
に
も
そ
れ
ぞ
れ
一
ヶ
所
ず
つ
番
所
が
描
か
れ
て
い

る
。
「
拾
遺
」
に
は
、「
嶋
の
北
壹
里
に
岩
瀬
と
い
ふ
所
有
。
卒
徒
の
番
宅
あ
り
。

又
嶋
の
西
壹
里
に
津
和
瀬
と
い
ふ
所
に
も
、
卒
徒
を
お
か
る
。
共
に
異
舩
の
漂

流
を
察
せ
し
め
ら
れ
る
」
と
あ
り
、
こ
れ
ら
の
番
所
を
指
し
て
い
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
も
現
地
踏
査
を
試
み
た
。
津
和
瀬
の
番
所
は
、

大
島
灯
台
か
ら
上
る
尾
根
筋
の
標
高
約
九
〇
ｍ
の
頂
部
と
想
定
さ
れ
る
が
、
そ

こ
は
厳
重
に
管
理
さ
れ
た
私
有
地
で
あ
り
、
現
地
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
ま
た
、
岩
瀬
の
番
所
は
、
近
代
以
降
の
大
島
砲
台
の
南
側
、
標
高
一

六
三
ｍ
の
三
角
点
の
あ
る
頂
部
と
想
定
さ
れ
る
が
、
そ
こ
は
大
島
砲
台
に
関
連

す
る
構
築
物
が
認
め
ら
れ
、
残
念
な
が
ら
遠
見
番
所
に
関
連
す
る
遺
構
、
遺
物

を
見
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
高
台
に
あ
る
と
も
限
ら
な
い
た
め
、
今
後
さ

ら
な
る
資
料
を
期
待
し
た
い
。

　

な
お
、
先
述
し
た
よ
う
に
『
黒
田
続
家
譜
』
に
は
正
保
二
年
（
あ
る
い
は
そ

れ
以
降
）
に
「
大
嶋
に
番
所
を
立
そ
へ
」
と
あ
り
、
こ
の
時
に
一
ヶ
所
で
あ
っ

た
も
の
が
複
数
箇
所
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、『
浦
嶋
遠
見
番
所

灯
篭
堂
急
用
丸
囲
上
屋
共
図
』
が
描
か
れ
た
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
に
は
大

島
番
所
は
一
ヶ
所
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
幕
末
期
に
は
一
ヶ
所
に
減
ら
さ

れ
て
い
る
か
、
い
わ
ゆ
る
番
士
宅
の
扱
い
に
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ

る
。

（
四
）
沖
ノ
島
遠
見
番
所

　

沖
ノ
島
の
遠
見
番
所
に
つ
い
て
は
、
筑
前
国
絵
図
に
島
の
南
西
麓
に
描
か
れ

て
お
り
（
写
真
９
）
、「
拾
遺
」
に
は
「
嶋
の
南
の
礒
に
嶋
番
の
宅
有
。
卒
徒
数

人
を
差
て
島
中
を
監
守
せ
し
め
ら
る
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
沖
ノ
島

の
港
付
近
に
あ
っ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
が
、
お
そ
ら
く
番
士

宅
の
こ
と
を
記
し
て
い
て
、
物

見
の
遠
見
番
所
の
記
載
で
は
な

く
、
い
わ
ゆ
る
遠
見
番
所
の
建

物
が
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
は

不
明
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

港
の
西
、
標
高
二
〇
ｍ
の
高
台

に
は
、
か
つ
て
正
三
位
社
が
あ

っ
て
、
見
晴
ら
し
の
良
い
平
坦

地
は
こ
こ
く
ら
い
し
か
見
当
た

ら
な
い
と
い
う
。
し
か
し
、
戦
後
に
崩
落
を
起
こ
し
た
た
め
、
現
在
は
旧
状
を

知
る
こ
と
は
難
し
い
。
近
世
の
採
集
遺
物
も
精
査
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
不
明

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
一
度
現
地
を
確
認
し
た
い
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
い

ま
だ
機
会
を
得
な
い
ま
ま
で
あ
る
。

（
五
）
相
島
遠
見
番
所
（
図
３
）

　

相
島
遠
見
番
所
は
、
相
島
の
最
高
所
で
西
端
に
位
置
す
る
高
山
山
頂
（
標
高

七
七
ｍ
）
に
位
置
す
る
。
現
在
、
相
島
灯
台
と
三
角
点
と
の
す
ぐ
横
に
「
物
見

櫓
」
と
呼
ば
れ
る
一
〇
ｍ
弱×

二
～
三
ｍ
、
高
さ
三
ｍ
ほ
ど
の
石
垣
で
築
か
れ

た
高
台
遺
構
が
残
さ
れ
て
い
る
（
写
真
10
）
。
天
端
の
石
垣
が
北
か
ら
南
へ
（
写

真
の
左
か
ら
右
へ
）
ス
ロ
ー
プ
状
に
上
っ
て
お
り
、
伝
承
の
と
お
り
「
物
見
台
」

だ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
近
辺
に
も
石
垣
が
確
認
で
き
る
。
た
だ
、
周
辺
一
帯

は
現
在
も
果
樹
園
や
畑
と
な
っ
て
お
り
、
後
世
の
改
変
が
な
さ
れ
て
い
る
可
能

性
が
高
く
、
す
べ
て
遠
見
番
所
に
関
連
す
る
遺
構
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
、
そ

の
識
別
は
非
常
に
難
し
い
。
し
か
し
、
「
物
見
櫓
」
の
北
側
に
は
一
辺
約
十
五

ｍ
の
石
垣
で
囲
ま
れ
た
方
形
区
画
が
あ
っ
て
、
江
戸
時
代
の
巴
文
軒
丸
瓦
や
近

世
陶
磁
が
散
布
し
て
お
り
（
写
真
11
）
、
こ
の
区
画
内
に
番
所
小
屋
が
置
か
れ

て
い
た
可
能
性
は
高
い
。
ま
た
さ
ら
に
北
側
に
も
不
自
然
な
盛
土
状
の
高
ま
り

な
ど
も
あ
り
、
番
所
と
の
関
連
を
窺
わ
せ
る
。

　

こ
の
相
島
遠
見
番
所
は
、
現
状
に
お
い
て
、
福
岡
藩
の
遠
見
番
所
の
中
で
も

か
な
り
遺
構
が
認
識
で
き
る
番
所
で
あ
ろ
う
。

（
六
）
玄
界
遠
見
番
所

　

博
多
湾
の
入
口
の
北
、
玄
界
島
（
福
岡
市
西
区
）
の
最
高
所
で
あ
る
遠
見
山

山
頂
（
標
高
二
一
八
ｍ
）
に
位
置
す
る
（
図
４
）
。
山
頂
部
に
は
、
一
辺
十
ｍ
弱

の
石
垣
で
囲
ま
れ
た
檀
状
の
方
形
区
画
（
図
中
Ａ
・
写
真
12
）
が
あ
り
、
そ
の

南
側
に
も
石
垣
で
囲
ま
れ
た
長
方
形
区
画
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
周
辺
に
も
石

垣
遺
構
が
多
数
確
認
で
き
る
が
、
近
年
ま
で
耕
作
し
て
い
た
痕
跡
も
あ
っ
て
、

ど
こ
ま
で
が
遠
見
番
所
に
関
わ
る
遺
構
か
を
確
認
す
る
の
は
難
し
い
。
し
か
し
、

山
頂
を
中
心
と
す
る
一
帯
に
は
、
近
世
の
瓦
が
大
量
に
集
積
し
て
お
り
（
写
真

13
）
、
中
に
は
福
岡
藩
黒
田
家
の
家
紋
で
あ
る
藤
巴
文
の
軒
丸
瓦
（
写
真
14―

１
）
や
そ
れ
と
セ
ッ
ト
に
な
る
と
思
わ
れ
る
「
今
宿
」
姓
の
ス
タ
ン
プ
が
押
さ

れ
た
藤
花
文
の
軒
平
瓦
（
写
真
14―

５
）
な
ど
も
確
認
で
き
る
。
こ
れ
ら
は
福

岡
城
な
ど
、
福
岡
藩
の
公
的
施
設
や
藩
が
寄
進
・
奉
納
し
た
寺
社
に
し
か
確
認

で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
福
岡
藩
の
公
的
施
設
で
あ
る
遠
見
番
所
に
用
い
ら
れ

た
瓦
と
考
え
て
差
し
支
え
な
い
。
さ
ら
に
は
、
慶
長
期
頃
ま
で
遡
る
可
能
性
の

あ
る
桐
文
軒
平
瓦
も
あ
り
（
写
真
14―

６
）
、
玄
界
遠
見
番
所
が
最
初
に
設
置

地嶋遠見番所

大嶋遠見番所藍嶋遠見番所

岩屋遠見番所玄界遠見番所姫嶋遠見番所

小田崎遠見番所名古屋崎遠見番所芥屋遠見番所脇浦遠見番所

写真１　『浦嶋遠見番所灯篭堂急用丸囲上屋共図』に描かれた福岡藩の遠見番所
（九州歴史資料館所蔵・林（美）文書）
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は
じ
め
に

　

江
戸
時
代
は
、
天
下
泰
平
の
時
代
と
は
よ
く
言
う
も
の
の
、
本
当
に
そ
の
よ

う
な
穏
や
か
な
時
代
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
確
か
に
元
和
年
間
以
降
、
徳
川
政

権
に
よ
る
安
定
し
た
秩
序
の
下
に
政
権
運
営
が
な
さ
れ
た
の
は
周
知
の
事
実
で

あ
る
。「
世
の
中
が
治
ま
り
、
見
た
目
穏
や
か
な
様
」
と
い
う
意
味
で
は
、
江
戸

時
代
は
「
天
下
泰
平
」
の
時
代
と
い
え
よ
う
。

　

し
か
し
な
が
ら
、「
天
下
泰
平
」
に
は
「
何
の
心
配
事
も
な
く
、
の
ん
び
り
し

て
い
る
さ
ま
」
と
い
う
意
味
も
あ
り
、
必
ず
し
も
江
戸
時
代
は
そ
の
よ
う
な
悠

長
な
こ
と
を
言
っ
て
い
る
場
合
で
は
な
い
状
況
が
続
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

寛
永
十
四
年
（
一
六
三
七
）
に
勃
発
し
た
島
原
・
天
草
一
揆
を
何
と
か
鎮
圧

し
た
幕
府
は
、
こ
れ
以
上
キ
リ
シ
タ
ン
が
増
え
る
こ
と
を
恐
れ
、
さ
ら
な
る
禁

教
を
行
う
た
め
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
の
来
航
を
禁
じ
、
日
葡
関
係
は
最
悪
と
な
っ

た
。
幕
府
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
来
航
に
備
え
、
各
藩
に
遠
見
番
所
と
定
番
の
設
置
、

さ
ら
に
は
番
船
に
よ
る
巡
視
を
義
務
付
け
た
。
そ
の
後
、
中
国
・
オ
ラ
ン
ダ
の

密
貿
易
船
を
取
り
締
ま
る
意
味
合
い
も
加
わ
り
、
幕
末
に
至
る
と
ロ
シ
ア
・
ア

メ
リ
カ
な
ど
の
異
国
船
を
監
視
す
る
と
い
う
役
割
も
出
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、

江
戸
時
代
を
通
じ
、
遠
見
番
に
よ
る
沿
岸
警
備
が
続
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
福

岡
藩
に
お
い
て
も
『
黒
田
続
家
譜
』
に
よ
る
と
、
寛
永
十
七
年
に
領
内
沿
岸
部

に
遠
見
番
所
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
少
な
く
と
も
幕
末
の
嘉
永
年
間
ま
で
は
存

続
し
て
い
た
。

　

福
岡
県
教
育
委
員
会
に
お
い
て
実
施
し
た
福
岡
県
中
近
世
城
館
遺
跡
等
詳
細

分
布
調
査
で
は
、
遠
見
番
所
を
は
じ
め
と
し
て
、
烽
火
台
、
台
場
な
ど
の
近
世

の
海
防
施
設
も
そ
の
対
象
と
し
、
現
地
調
査
や
文
献
調
査
の
成
果
を
踏
ま
え
、

福
岡
県
内
に
お
け
る
概
要
を
報
告
し
た
（
福
岡
県
教
育
委
員
会 

二
〇
一
七
）
。

ま
た
、
そ
の
成
果
を
公
表
し
た
展
覧
会
「
幕
末
の
城―

近
世
の
沿
岸
警
備
と
幕

末
期
城
郭―

」
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
分
布
調
査
に
お
い
て
調
査
し
き
れ
な

か
っ
た
玄
界
遠
見
番
所
な
ど
、
新
た
な
成
果
を
盛
り
込
ん
だ
（
九
州
歴
史
資
料

館 

二
〇
一
八
）
。

こ
れ
ま
で
文
献
上
で
し
か
認
識
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
遠
見

番
所
が
、
考
古
学
的
な
遺
跡
と
し
て
よ
う
や
く
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

宗
像
市
に
お
い
て
も
、
大
島
と
地
島
に
福
岡
藩
の
遠
見
番
所
が
置
か
れ
て
い

た
た
め
、
宗
像
市
の
歴
史
を
考
え
る
上
で
も
非
常
に
重
要
な
要
素
と
と
ら
え
、

本
稿
で
は
宗
像
市
内
に
所
在
す
る
遠
見
番
所
を
は
じ
め
、
福
岡
藩
の
遠
見
番
所

に
つ
い
て
概
要
を
報
告
し
、
福
岡
藩
に
お
け
る
沿
岸
警
備
に
つ
い
て
若
干
の
考

察
を
加
え
る
こ
と
と
し
た
い
。

一
、
福
岡
藩
の
遠
見
番
所

　

先
述
し
た
と
お
り
、
福
岡
藩
に
遠
見
番
所
が
設
置
さ
れ
た
の
は
、
寛
永
十
七

年
で
あ
る
。
『
黒
田
続
家
譜
』
に
は
、

　

此
時
よ
り
九
州
海
嶋
々
に
番
所
を
立
て
、
異
船
が
来
る
を
う
か
が
ひ
望
ま
し

め
ら
れ
る
。
こ
れ
に
依
て
筑
前
の
内
に
も
姫
島
・
西
浦
・
相
島
・
大
嶋
・
岩

屋
右
五
ヶ
所
、
両
使
の
見
立
に
て
番
所
を
構
へ
ら
れ
、
定
番
の
士
を
遣
し
、

足
軽
を
差
添
を
か
る
。
右
之
外
地
嶋
に
も
定
番
を
か
る
。
於
呂
島
・
白
嶋
・

沖
嶋
に
も
番
船
を
つ
か
ハ
し
て
、
毎
日
巡
見
せ
し
め
ら
れ
る
。
又
嶋
々
定
番

の
外
に
も
家
老
・
中
老
の
家
人
馬
乗
分
の
者
を
加
番
と
し
て
差
遣
し
、
其
上

に
四
月
よ
り
九
月
ま
て
の
間
ハ
、
大
身
の
士
を
毎
月
三
度
宛
差
出
さ
れ
、
海

上
を
乗
廻
り
嶋
々
を
見
せ
し
め
ら
れ
る
。

と
記
す
。
す
な
わ
ち
、
寛
永
年
間
に
姫
島
（
糸
島
市
）
、
西
ノ
浦
（
福
岡
市
西
区
）
、

相
島
（
新
宮
町
）
、
大
島
（
宗
像
市
）
、
岩
屋
（
北
九
州
市
若
松
区
）
の
五
ヶ
所

が
設
置
、
後
、
正
保
二
年
（
一
六
四
五
）
に
西
ノ
浦
の
番
所
を
玄
界
島
（
福
岡

市
西
区
）
に
移
し
、
さ
ら
に
芥
屋
（
糸
島
市
）
、
脇
ノ
浦
（
北
九
州
市
若
松
区
）
、

沖
ノ
島
（
宗
像
市
）
に
も
設
置
、
大
島
に
も
立
て
添
え
た
（
増
設
し
た
）
こ
と

が
わ
か
る
。

 

ま
た
、
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
に
書
か
れ
た
『
浦
嶋
遠
見
番
所
灯
篭
堂
急

用
丸
囲
上
屋
共
図
』（
林
（
美
）
文
書
・
九
州
歴
史
資
料
館
所
蔵
）
に
は
、
改
修

さ
れ
た
遠
見
番
所
に
用
い
ら
れ
た
資
材
が
、
建
物
図
面
と
共
に
書
か
れ
て
お
り
、

そ
こ
に
は
こ
れ
ま
で
に
登
場
し
た
相
島
（
藍
嶋
）
、
大
島
（
大
嶋
）
、
岩
屋
、
玄

界
、
姫
島
（
姫
嶋
）
、
芥
屋
、
脇
浦
に
加
え
、
地
島
（
宗
像
市
）
、
小
田
崎
（
北

九
州
市
若
松
区
）
、
名
古
屋
崎
（
北
九
州
市
戸
畑
区
）
の
合
計
十
ヶ
所
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
（
写
真
１
）
。

　

よ
っ
て
、
福
岡
藩
の
遠
見
番
所
は
、
『
浦
嶋
遠
見
番
所
灯
篭
堂
急
用
丸
囲
上

屋
共
図
』
に
掲
載
さ
れ
た
十
ヶ
所
に
加
え
、
西
ノ
浦
、
沖
ノ
島
の
二
ヶ
所
、
さ

ら
に
は
正
保
の
筑
前
国
絵
図
等
に
は
小
呂
島
に
も
遠
見
番
所
が
描
か
れ
て
お

り
、
こ
れ
ら
を
合
わ
せ
る
と
、
合
計
十
三
ヶ
所
で
あ
る
（
図
１
）
。

二
、
遠
見
番
所
の
現
況

　

福
岡
藩
が
設
置
し
た
遠
見
番
所
の
う
ち
、
分
布
調
査
や
そ
の
後
の
調
査
に
お

い
て
、
筆
者
は
沖
ノ
島
、
小
呂
島
、
西
ノ
浦
と
、
港
湾
開
発
に
よ
り
消
滅
し
た

も
の
以
外
に
つ
い
て
は
、
現
地
を
全
て
確
認
し
た
。

　

現
地
に
て
遺
構
・
遺
物
が
確
認
で
き
な
か
っ
た
、
あ
る
い
は
も
う
で
き
な
い

で
あ
ろ
う
も
の
に
つ
い
て
、
以
下
に
列
挙
す
る
。

　

名
古
屋
崎
遠
見
番
所
は
、
名
古
屋
崎
の
岬
自
体
が
新
日
鉄
の
工
業
地
帯
と
な

っ
て
お
り
、
全
く
消
滅
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
小
田
崎
遠
見
番
所

は
、
小
田
崎
の
旧
地
形
は
残
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
近
代
以
降
の
高
射
砲
台
跡

な
ど
が
築
か
れ
た
た
め
か
、
遠
見
番
所
に
関
わ
る
遺
構
や
遺
物
を
確
認
す
る
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
。
脇
ノ
浦
遠
見
番
所
に
つ
い
て
も
、
同
様
に
、
現
地
に
遠

見
番
所
に
関
わ
る
地
物
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

　

た
だ
、
こ
れ
ら
以
外
の
遠
見
番
所
に
つ
い
て
は
現
地
に
は
何
ら
か
の
遺
構
あ

る
い
は
遺
物
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
ら
の
状
況
に
つ
い
て
、
以
下

に
述
べ
て
い
き
た
い
。

（
一
）
岩
屋
遠
見
番
所

　

岩
屋
遠
見
番
所
は
、
若
松
半
島
の
西
、
北
九
州
市
若
松
区
有
毛
の
響
灘
に
突

き
出
た
遠
見
ノ
鼻
（
妙
見
崎
）
に
あ

っ
た
番
所
で
、
現
在
は
妙
見
崎
灯
台

や
宿
泊
施
設
な
ど
が
建
っ
て
い
る
。

筑
前
国
絵
図
な
ど
に
は
、
遠
見
ノ
鼻

の
突
端
に
「
番
所
」
と
記
さ
れ
、
建
物

が
描
か
れ
て
い
る
（
写
真
２
）
。
ま
た
、

『
筑
前
国
続
風
土
記
拾
遺
』
（
以
下
、

「
拾
遺
」
と
い
う
）
の
「
岩
屋
浦
」
の
項

に
は
、「
境
内
に
遠
見
番
所　

灯
籠
堂

定
番
の
士
宅
二
区
有
」と
あ
る
。

　

岬
周
辺
を
踏
査
し
た
と
こ
ろ
、
妙
見
崎
灯
台
の
背
後
に
あ
る
四
阿
近
辺
の
地

表
に
近
世
の
も
の
と
思
わ
れ
る
瓦
片
が
い
く
つ
か
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た

（
写
真
３
）
。
海
岸
線
か
ら
二
十
ｍ
以
内
で
、
標
高
も
数
ｍ
で
あ
り
、
恒
久
施
設

を
置
く
に
は
や
や
条
件
が
厳
し
く
、
絵
図
で
は
さ
ら
に
陸
地
側
の
高
地
に
描
か

れ
て
い
る
よ
う
な
印
象
も
受
け
る
が
、
現
状
で
は
こ
こ
を
遠
見
番
所
の
跡
地
と

す
る
の
が
妥
当
と
考
え
て
い
る
。

（
二
）
地
島
遠
見
番
所

　

宗
像
市
の
地
島
の
遠
見
番
所
に
つ
い
て
は
、

 

「
拾
遺
」
に
「
泊
（
島
の
南
側
に

あ
る
集
落
）
の
艮
（
北
東
）
の
高
峰
頂
に
遠
見
番
所
有
。
常
に
異
国
舩
の
斥
候

に
備
ら
る
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
島
の
最
高
所
で
あ
る
遠
見
山
山
頂
（
標
高
一

八
六
ｍ
）
は
、
泊
集
落
の
北
北
西
に
あ
た
り
、
文
書
記
載
と
や
や
齟
齬
を
き
た

し
て
い
る
が
、「
遠
見
」
が
つ
い
た
山
の
名
称
や
地
元
の
伝
承
、
さ
ら
に
は
筑
前

国
絵
図
に
も
「
番
所
」
の
記
載
は
な
い
も
の
の
、
建
物
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
（
写
真
４
）
、
そ
こ
が
遠
見
番
所
が
置
か
れ
て
い
た
場
所
と
認
識
で
き
る
。

現
地
は
世
界
遺
産
・
沖
ノ
島
が
見
え
る
展
望
所
と
し
て
散
策
コ
ー
ス
の
一
角
と

も
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
展
望
所
の
周
囲
に
は
、
近
世
の
巴
文
軒
丸
瓦
を
含
む

多
く
の
瓦
片
が
散

布
し
て
い
る
（
写

真
５
）。
そ
の
瓦
が

分
布
す
る
展
望
所

と
な
っ
て
い
る
山

頂
は
、
一
辺
約
十

ｍ
弱
の
方
形
の
平

坦
面
と
な
っ
て
お

り
、
周
囲
に
も
人

工
的
に
造
成
さ
れ

た
テ
ラ
ス
面
も
確
認
で
き
る
（
図
２
）
。
さ
ら
に
は
そ
の
西
側
に
も
尾
根
地
形
に

沿
う
形
で
一
辺
十
～
二
十
ｍ
の
平
坦
面
二
面
が
造
成
さ
れ
て
い
て
、
石
垣
な
ど

も
所
々
に
築
か
れ
て
い
る
（
写
真
６
）
。
山
頂
の
南
東
側
に
も
細
い
造
成
面
が
斜

面
下
方
に
向
け
て
何
段
か
築
か
れ
て
い
る
が
、
畑
耕
作
地
な
ど
の
後
世
の
改
変

地
形
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
散
布
す
る
丸
瓦
は
コ
ビ
キ
Ｂ
技
法
（
鉄
線
挽

き
）
の
も
の
も
見
ら
れ
、
確
認
で
き
た
軒
丸
瓦
は
、
中
心
か
ら
外
へ
右
向
き
に

広
が
る
三
巴
文
に
十
二
個
の
珠
文
を
持
つ
近
世
通
有
の
瓦
当
文
様
の
も
の
で
あ

る
。
瓦
は
山
頂
部
の
方
形
平
坦
面
周
辺
以
外
に
は
ほ
と
ん
ど
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
ず
、
お
そ
ら
く
山
頂
部
の
方
形
平
坦
面
に
瓦
葺
の
番
所
小
屋
が
立
て
ら
れ

て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
三
）
大
島
遠
見
番
所

　

福
岡
県
最
大
の
島
で
あ
る
宗
像
市
の
大
島
に
所
在
す
る
遠
見
番
所
で
、
「
拾

遺
」
の
大
島
の
御
岳
神
社
の
項
に
、「
御
社
の
前
に
遠
見
番
所
有
。
國
君
よ
り
常

に
斥
候
を
置
て
、
異
国
舩
の
漂
流
に
備
へ
ら
る
」
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
島
内
最

高
所
の
御
岳
山
頂
（
標
高
二
一
四
ｍ
）
に
あ
る
御
嶽
神
社
の
前
に
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
現
在
、
神
社
の
前
は
道
路
や
展
望
台
に
よ
っ
て
大
き
く
改
変

さ
れ
て
お
り
、
詳
細
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
現
地
を
踏
査
し
た

と
こ
ろ
、
近
年
改
修
さ
れ
た
展
望
台
周
辺
の
地
表
に
時
期
不
明
な
が
ら
近
世
に

遡
る
可
能
性
の
あ
る
瓦
片
が
い
く
つ
か
確
認
さ
れ
た
（
写
真
７
）
。
御
嶽
神
社
の

背
後
に
も
、
現
在
の
社
殿
の
前
に
建
て
ら
れ
た
社
殿
に
葺
か
れ
て
い
た
瓦
が
大

量
に
散
布
し
て
い
る
が
、
こ
れ
と
は
明
ら
か
に
離
れ
て
お
り
、
ま
た
瓦
も
異
な

る
種
類
の
よ
う
で
あ
る
た
め
、
念
の
た
め
、
遠
見
番
所
に
関
連
す
る
遺
物
の
可

能
性
と
し
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　

ま
た
、
筑
前
国
絵
図
に
は
、
島
内
に
三
ヶ
所
も
の
番
所
の
建
物
が
描
か
れ
て

い
る
（
写
真
８
）
。
う
ち
最
も
南
側
に
位
置
す
る
一
ヶ
所
は
御
岳
山
頂
の
も
の
で

あ
る
。
そ
の
北
側
と
北
西
側
に
も
そ
れ
ぞ
れ
一
ヶ
所
ず
つ
番
所
が
描
か
れ
て
い

る
。
「
拾
遺
」
に
は
、「
嶋
の
北
壹
里
に
岩
瀬
と
い
ふ
所
有
。
卒
徒
の
番
宅
あ
り
。

又
嶋
の
西
壹
里
に
津
和
瀬
と
い
ふ
所
に
も
、
卒
徒
を
お
か
る
。
共
に
異
舩
の
漂

流
を
察
せ
し
め
ら
れ
る
」
と
あ
り
、
こ
れ
ら
の
番
所
を
指
し
て
い
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
も
現
地
踏
査
を
試
み
た
。
津
和
瀬
の
番
所
は
、

大
島
灯
台
か
ら
上
る
尾
根
筋
の
標
高
約
九
〇
ｍ
の
頂
部
と
想
定
さ
れ
る
が
、
そ

こ
は
厳
重
に
管
理
さ
れ
た
私
有
地
で
あ
り
、
現
地
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
ま
た
、
岩
瀬
の
番
所
は
、
近
代
以
降
の
大
島
砲
台
の
南
側
、
標
高
一

六
三
ｍ
の
三
角
点
の
あ
る
頂
部
と
想
定
さ
れ
る
が
、
そ
こ
は
大
島
砲
台
に
関
連

す
る
構
築
物
が
認
め
ら
れ
、
残
念
な
が
ら
遠
見
番
所
に
関
連
す
る
遺
構
、
遺
物

を
見
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
高
台
に
あ
る
と
も
限
ら
な
い
た
め
、
今
後
さ

ら
な
る
資
料
を
期
待
し
た
い
。

　

な
お
、
先
述
し
た
よ
う
に
『
黒
田
続
家
譜
』
に
は
正
保
二
年
（
あ
る
い
は
そ

れ
以
降
）
に
「
大
嶋
に
番
所
を
立
そ
へ
」
と
あ
り
、
こ
の
時
に
一
ヶ
所
で
あ
っ

た
も
の
が
複
数
箇
所
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、『
浦
嶋
遠
見
番
所

灯
篭
堂
急
用
丸
囲
上
屋
共
図
』
が
描
か
れ
た
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
に
は
大

島
番
所
は
一
ヶ
所
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
幕
末
期
に
は
一
ヶ
所
に
減
ら
さ

れ
て
い
る
か
、
い
わ
ゆ
る
番
士
宅
の
扱
い
に
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ

る
。

（
四
）
沖
ノ
島
遠
見
番
所

　

沖
ノ
島
の
遠
見
番
所
に
つ
い
て
は
、
筑
前
国
絵
図
に
島
の
南
西
麓
に
描
か
れ

て
お
り
（
写
真
９
）
、「
拾
遺
」
に
は
「
嶋
の
南
の
礒
に
嶋
番
の
宅
有
。
卒
徒
数

人
を
差
て
島
中
を
監
守
せ
し
め
ら
る
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
沖
ノ
島

の
港
付
近
に
あ
っ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
が
、
お
そ
ら
く
番
士

宅
の
こ
と
を
記
し
て
い
て
、
物

見
の
遠
見
番
所
の
記
載
で
は
な

く
、
い
わ
ゆ
る
遠
見
番
所
の
建

物
が
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
は

不
明
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

港
の
西
、
標
高
二
〇
ｍ
の
高
台

に
は
、
か
つ
て
正
三
位
社
が
あ

っ
て
、
見
晴
ら
し
の
良
い
平
坦

地
は
こ
こ
く
ら
い
し
か
見
当
た

ら
な
い
と
い
う
。
し
か
し
、
戦
後
に
崩
落
を
起
こ
し
た
た
め
、
現
在
は
旧
状
を

知
る
こ
と
は
難
し
い
。
近
世
の
採
集
遺
物
も
精
査
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
不
明

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
一
度
現
地
を
確
認
し
た
い
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
い

ま
だ
機
会
を
得
な
い
ま
ま
で
あ
る
。

（
五
）
相
島
遠
見
番
所
（
図
３
）

　

相
島
遠
見
番
所
は
、
相
島
の
最
高
所
で
西
端
に
位
置
す
る
高
山
山
頂
（
標
高

七
七
ｍ
）
に
位
置
す
る
。
現
在
、
相
島
灯
台
と
三
角
点
と
の
す
ぐ
横
に
「
物
見

櫓
」
と
呼
ば
れ
る
一
〇
ｍ
弱×

二
～
三
ｍ
、
高
さ
三
ｍ
ほ
ど
の
石
垣
で
築
か
れ

た
高
台
遺
構
が
残
さ
れ
て
い
る
（
写
真
10
）
。
天
端
の
石
垣
が
北
か
ら
南
へ
（
写

真
の
左
か
ら
右
へ
）
ス
ロ
ー
プ
状
に
上
っ
て
お
り
、
伝
承
の
と
お
り
「
物
見
台
」

だ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
近
辺
に
も
石
垣
が
確
認
で
き
る
。
た
だ
、
周
辺
一
帯

は
現
在
も
果
樹
園
や
畑
と
な
っ
て
お
り
、
後
世
の
改
変
が
な
さ
れ
て
い
る
可
能

性
が
高
く
、
す
べ
て
遠
見
番
所
に
関
連
す
る
遺
構
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
、
そ

の
識
別
は
非
常
に
難
し
い
。
し
か
し
、
「
物
見
櫓
」
の
北
側
に
は
一
辺
約
十
五

ｍ
の
石
垣
で
囲
ま
れ
た
方
形
区
画
が
あ
っ
て
、
江
戸
時
代
の
巴
文
軒
丸
瓦
や
近

世
陶
磁
が
散
布
し
て
お
り
（
写
真
11
）
、
こ
の
区
画
内
に
番
所
小
屋
が
置
か
れ

て
い
た
可
能
性
は
高
い
。
ま
た
さ
ら
に
北
側
に
も
不
自
然
な
盛
土
状
の
高
ま
り

な
ど
も
あ
り
、
番
所
と
の
関
連
を
窺
わ
せ
る
。

　

こ
の
相
島
遠
見
番
所
は
、
現
状
に
お
い
て
、
福
岡
藩
の
遠
見
番
所
の
中
で
も

か
な
り
遺
構
が
認
識
で
き
る
番
所
で
あ
ろ
う
。

（
六
）
玄
界
遠
見
番
所

　

博
多
湾
の
入
口
の
北
、
玄
界
島
（
福
岡
市
西
区
）
の
最
高
所
で
あ
る
遠
見
山

山
頂
（
標
高
二
一
八
ｍ
）
に
位
置
す
る
（
図
４
）
。
山
頂
部
に
は
、
一
辺
十
ｍ
弱

の
石
垣
で
囲
ま
れ
た
檀
状
の
方
形
区
画
（
図
中
Ａ
・
写
真
12
）
が
あ
り
、
そ
の

南
側
に
も
石
垣
で
囲
ま
れ
た
長
方
形
区
画
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
周
辺
に
も
石

垣
遺
構
が
多
数
確
認
で
き
る
が
、
近
年
ま
で
耕
作
し
て
い
た
痕
跡
も
あ
っ
て
、

ど
こ
ま
で
が
遠
見
番
所
に
関
わ
る
遺
構
か
を
確
認
す
る
の
は
難
し
い
。
し
か
し
、

山
頂
を
中
心
と
す
る
一
帯
に
は
、
近
世
の
瓦
が
大
量
に
集
積
し
て
お
り
（
写
真

13
）
、
中
に
は
福
岡
藩
黒
田
家
の
家
紋
で
あ
る
藤
巴
文
の
軒
丸
瓦
（
写
真
14―

１
）
や
そ
れ
と
セ
ッ
ト
に
な
る
と
思
わ
れ
る
「
今
宿
」
姓
の
ス
タ
ン
プ
が
押
さ

れ
た
藤
花
文
の
軒
平
瓦
（
写
真
14―

５
）
な
ど
も
確
認
で
き
る
。
こ
れ
ら
は
福

岡
城
な
ど
、
福
岡
藩
の
公
的
施
設
や
藩
が
寄
進
・
奉
納
し
た
寺
社
に
し
か
確
認

で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
福
岡
藩
の
公
的
施
設
で
あ
る
遠
見
番
所
に
用
い
ら
れ

た
瓦
と
考
え
て
差
し
支
え
な
い
。
さ
ら
に
は
、
慶
長
期
頃
ま
で
遡
る
可
能
性
の

あ
る
桐
文
軒
平
瓦
も
あ
り
（
写
真
14―

６
）
、
玄
界
遠
見
番
所
が
最
初
に
設
置

写真２　『筑前国絵図』（九州歴史資料館

　　　　所蔵）に描かれた岩屋遠見番所

写真３-１ 岩屋遠見番所跡推定地

　　　　　（灯台背後の四阿付近）

写真３-２ 岩屋遠見番所跡推定地瓦散

　　　　　布状況

（
１
）



5

は
じ
め
に

　

江
戸
時
代
は
、
天
下
泰
平
の
時
代
と
は
よ
く
言
う
も
の
の
、
本
当
に
そ
の
よ

う
な
穏
や
か
な
時
代
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
確
か
に
元
和
年
間
以
降
、
徳
川
政

権
に
よ
る
安
定
し
た
秩
序
の
下
に
政
権
運
営
が
な
さ
れ
た
の
は
周
知
の
事
実
で

あ
る
。「
世
の
中
が
治
ま
り
、
見
た
目
穏
や
か
な
様
」
と
い
う
意
味
で
は
、
江
戸

時
代
は
「
天
下
泰
平
」
の
時
代
と
い
え
よ
う
。

　

し
か
し
な
が
ら
、「
天
下
泰
平
」
に
は
「
何
の
心
配
事
も
な
く
、
の
ん
び
り
し

て
い
る
さ
ま
」
と
い
う
意
味
も
あ
り
、
必
ず
し
も
江
戸
時
代
は
そ
の
よ
う
な
悠

長
な
こ
と
を
言
っ
て
い
る
場
合
で
は
な
い
状
況
が
続
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

寛
永
十
四
年
（
一
六
三
七
）
に
勃
発
し
た
島
原
・
天
草
一
揆
を
何
と
か
鎮
圧

し
た
幕
府
は
、
こ
れ
以
上
キ
リ
シ
タ
ン
が
増
え
る
こ
と
を
恐
れ
、
さ
ら
な
る
禁

教
を
行
う
た
め
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
の
来
航
を
禁
じ
、
日
葡
関
係
は
最
悪
と
な
っ

た
。
幕
府
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
来
航
に
備
え
、
各
藩
に
遠
見
番
所
と
定
番
の
設
置
、

さ
ら
に
は
番
船
に
よ
る
巡
視
を
義
務
付
け
た
。
そ
の
後
、
中
国
・
オ
ラ
ン
ダ
の

密
貿
易
船
を
取
り
締
ま
る
意
味
合
い
も
加
わ
り
、
幕
末
に
至
る
と
ロ
シ
ア
・
ア

メ
リ
カ
な
ど
の
異
国
船
を
監
視
す
る
と
い
う
役
割
も
出
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、

江
戸
時
代
を
通
じ
、
遠
見
番
に
よ
る
沿
岸
警
備
が
続
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
福

岡
藩
に
お
い
て
も
『
黒
田
続
家
譜
』
に
よ
る
と
、
寛
永
十
七
年
に
領
内
沿
岸
部

に
遠
見
番
所
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
少
な
く
と
も
幕
末
の
嘉
永
年
間
ま
で
は
存

続
し
て
い
た
。

　

福
岡
県
教
育
委
員
会
に
お
い
て
実
施
し
た
福
岡
県
中
近
世
城
館
遺
跡
等
詳
細

分
布
調
査
で
は
、
遠
見
番
所
を
は
じ
め
と
し
て
、
烽
火
台
、
台
場
な
ど
の
近
世

の
海
防
施
設
も
そ
の
対
象
と
し
、
現
地
調
査
や
文
献
調
査
の
成
果
を
踏
ま
え
、

福
岡
県
内
に
お
け
る
概
要
を
報
告
し
た
（
福
岡
県
教
育
委
員
会 

二
〇
一
七
）
。

ま
た
、
そ
の
成
果
を
公
表
し
た
展
覧
会
「
幕
末
の
城―

近
世
の
沿
岸
警
備
と
幕

末
期
城
郭―

」
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
分
布
調
査
に
お
い
て
調
査
し
き
れ
な

か
っ
た
玄
界
遠
見
番
所
な
ど
、
新
た
な
成
果
を
盛
り
込
ん
だ
（
九
州
歴
史
資
料

館 

二
〇
一
八
）
。

こ
れ
ま
で
文
献
上
で
し
か
認
識
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
遠
見

番
所
が
、
考
古
学
的
な
遺
跡
と
し
て
よ
う
や
く
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

宗
像
市
に
お
い
て
も
、
大
島
と
地
島
に
福
岡
藩
の
遠
見
番
所
が
置
か
れ
て
い

た
た
め
、
宗
像
市
の
歴
史
を
考
え
る
上
で
も
非
常
に
重
要
な
要
素
と
と
ら
え
、

本
稿
で
は
宗
像
市
内
に
所
在
す
る
遠
見
番
所
を
は
じ
め
、
福
岡
藩
の
遠
見
番
所

に
つ
い
て
概
要
を
報
告
し
、
福
岡
藩
に
お
け
る
沿
岸
警
備
に
つ
い
て
若
干
の
考

察
を
加
え
る
こ
と
と
し
た
い
。

一
、
福
岡
藩
の
遠
見
番
所

　

先
述
し
た
と
お
り
、
福
岡
藩
に
遠
見
番
所
が
設
置
さ
れ
た
の
は
、
寛
永
十
七

年
で
あ
る
。
『
黒
田
続
家
譜
』
に
は
、

　

此
時
よ
り
九
州
海
嶋
々
に
番
所
を
立
て
、
異
船
が
来
る
を
う
か
が
ひ
望
ま
し

め
ら
れ
る
。
こ
れ
に
依
て
筑
前
の
内
に
も
姫
島
・
西
浦
・
相
島
・
大
嶋
・
岩

屋
右
五
ヶ
所
、
両
使
の
見
立
に
て
番
所
を
構
へ
ら
れ
、
定
番
の
士
を
遣
し
、

足
軽
を
差
添
を
か
る
。
右
之
外
地
嶋
に
も
定
番
を
か
る
。
於
呂
島
・
白
嶋
・

沖
嶋
に
も
番
船
を
つ
か
ハ
し
て
、
毎
日
巡
見
せ
し
め
ら
れ
る
。
又
嶋
々
定
番

の
外
に
も
家
老
・
中
老
の
家
人
馬
乗
分
の
者
を
加
番
と
し
て
差
遣
し
、
其
上

に
四
月
よ
り
九
月
ま
て
の
間
ハ
、
大
身
の
士
を
毎
月
三
度
宛
差
出
さ
れ
、
海

上
を
乗
廻
り
嶋
々
を
見
せ
し
め
ら
れ
る
。

と
記
す
。
す
な
わ
ち
、
寛
永
年
間
に
姫
島
（
糸
島
市
）
、
西
ノ
浦
（
福
岡
市
西
区
）
、

相
島
（
新
宮
町
）
、
大
島
（
宗
像
市
）
、
岩
屋
（
北
九
州
市
若
松
区
）
の
五
ヶ
所

が
設
置
、
後
、
正
保
二
年
（
一
六
四
五
）
に
西
ノ
浦
の
番
所
を
玄
界
島
（
福
岡

市
西
区
）
に
移
し
、
さ
ら
に
芥
屋
（
糸
島
市
）
、
脇
ノ
浦
（
北
九
州
市
若
松
区
）
、

沖
ノ
島
（
宗
像
市
）
に
も
設
置
、
大
島
に
も
立
て
添
え
た
（
増
設
し
た
）
こ
と

が
わ
か
る
。

 

ま
た
、
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
に
書
か
れ
た
『
浦
嶋
遠
見
番
所
灯
篭
堂
急

用
丸
囲
上
屋
共
図
』（
林
（
美
）
文
書
・
九
州
歴
史
資
料
館
所
蔵
）
に
は
、
改
修

さ
れ
た
遠
見
番
所
に
用
い
ら
れ
た
資
材
が
、
建
物
図
面
と
共
に
書
か
れ
て
お
り
、

そ
こ
に
は
こ
れ
ま
で
に
登
場
し
た
相
島
（
藍
嶋
）
、
大
島
（
大
嶋
）
、
岩
屋
、
玄

界
、
姫
島
（
姫
嶋
）
、
芥
屋
、
脇
浦
に
加
え
、
地
島
（
宗
像
市
）
、
小
田
崎
（
北

九
州
市
若
松
区
）
、
名
古
屋
崎
（
北
九
州
市
戸
畑
区
）
の
合
計
十
ヶ
所
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
（
写
真
１
）
。

　

よ
っ
て
、
福
岡
藩
の
遠
見
番
所
は
、
『
浦
嶋
遠
見
番
所
灯
篭
堂
急
用
丸
囲
上

屋
共
図
』
に
掲
載
さ
れ
た
十
ヶ
所
に
加
え
、
西
ノ
浦
、
沖
ノ
島
の
二
ヶ
所
、
さ

ら
に
は
正
保
の
筑
前
国
絵
図
等
に
は
小
呂
島
に
も
遠
見
番
所
が
描
か
れ
て
お

り
、
こ
れ
ら
を
合
わ
せ
る
と
、
合
計
十
三
ヶ
所
で
あ
る
（
図
１
）
。

二
、
遠
見
番
所
の
現
況

　

福
岡
藩
が
設
置
し
た
遠
見
番
所
の
う
ち
、
分
布
調
査
や
そ
の
後
の
調
査
に
お

い
て
、
筆
者
は
沖
ノ
島
、
小
呂
島
、
西
ノ
浦
と
、
港
湾
開
発
に
よ
り
消
滅
し
た

も
の
以
外
に
つ
い
て
は
、
現
地
を
全
て
確
認
し
た
。

　

現
地
に
て
遺
構
・
遺
物
が
確
認
で
き
な
か
っ
た
、
あ
る
い
は
も
う
で
き
な
い

で
あ
ろ
う
も
の
に
つ
い
て
、
以
下
に
列
挙
す
る
。

　

名
古
屋
崎
遠
見
番
所
は
、
名
古
屋
崎
の
岬
自
体
が
新
日
鉄
の
工
業
地
帯
と
な

っ
て
お
り
、
全
く
消
滅
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
小
田
崎
遠
見
番
所

は
、
小
田
崎
の
旧
地
形
は
残
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
近
代
以
降
の
高
射
砲
台
跡

な
ど
が
築
か
れ
た
た
め
か
、
遠
見
番
所
に
関
わ
る
遺
構
や
遺
物
を
確
認
す
る
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
。
脇
ノ
浦
遠
見
番
所
に
つ
い
て
も
、
同
様
に
、
現
地
に
遠

見
番
所
に
関
わ
る
地
物
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

　

た
だ
、
こ
れ
ら
以
外
の
遠
見
番
所
に
つ
い
て
は
現
地
に
は
何
ら
か
の
遺
構
あ

る
い
は
遺
物
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
ら
の
状
況
に
つ
い
て
、
以
下

に
述
べ
て
い
き
た
い
。

（
一
）
岩
屋
遠
見
番
所

　

岩
屋
遠
見
番
所
は
、
若
松
半
島
の
西
、
北
九
州
市
若
松
区
有
毛
の
響
灘
に
突

き
出
た
遠
見
ノ
鼻
（
妙
見
崎
）
に
あ

っ
た
番
所
で
、
現
在
は
妙
見
崎
灯
台

や
宿
泊
施
設
な
ど
が
建
っ
て
い
る
。

筑
前
国
絵
図
な
ど
に
は
、
遠
見
ノ
鼻

の
突
端
に
「
番
所
」
と
記
さ
れ
、
建
物

が
描
か
れ
て
い
る
（
写
真
２
）
。
ま
た
、

『
筑
前
国
続
風
土
記
拾
遺
』
（
以
下
、

「
拾
遺
」
と
い
う
）
の
「
岩
屋
浦
」
の
項

に
は
、「
境
内
に
遠
見
番
所　

灯
籠
堂

定
番
の
士
宅
二
区
有
」と
あ
る
。

　

岬
周
辺
を
踏
査
し
た
と
こ
ろ
、
妙
見
崎
灯
台
の
背
後
に
あ
る
四
阿
近
辺
の
地

表
に
近
世
の
も
の
と
思
わ
れ
る
瓦
片
が
い
く
つ
か
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た

（
写
真
３
）
。
海
岸
線
か
ら
二
十
ｍ
以
内
で
、
標
高
も
数
ｍ
で
あ
り
、
恒
久
施
設

を
置
く
に
は
や
や
条
件
が
厳
し
く
、
絵
図
で
は
さ
ら
に
陸
地
側
の
高
地
に
描
か

れ
て
い
る
よ
う
な
印
象
も
受
け
る
が
、
現
状
で
は
こ
こ
を
遠
見
番
所
の
跡
地
と

す
る
の
が
妥
当
と
考
え
て
い
る
。

（
二
）
地
島
遠
見
番
所

　

宗
像
市
の
地
島
の
遠
見
番
所
に
つ
い
て
は
、

 

「
拾
遺
」
に
「
泊
（
島
の
南
側
に

あ
る
集
落
）
の
艮
（
北
東
）
の
高
峰
頂
に
遠
見
番
所
有
。
常
に
異
国
舩
の
斥
候

に
備
ら
る
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
島
の
最
高
所
で
あ
る
遠
見
山
山
頂
（
標
高
一

八
六
ｍ
）
は
、
泊
集
落
の
北
北
西
に
あ
た
り
、
文
書
記
載
と
や
や
齟
齬
を
き
た

し
て
い
る
が
、「
遠
見
」
が
つ
い
た
山
の
名
称
や
地
元
の
伝
承
、
さ
ら
に
は
筑
前

国
絵
図
に
も
「
番
所
」
の
記
載
は
な
い
も
の
の
、
建
物
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
（
写
真
４
）
、
そ
こ
が
遠
見
番
所
が
置
か
れ
て
い
た
場
所
と
認
識
で
き
る
。

現
地
は
世
界
遺
産
・
沖
ノ
島
が
見
え
る
展
望
所
と
し
て
散
策
コ
ー
ス
の
一
角
と

も
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
展
望
所
の
周
囲
に
は
、
近
世
の
巴
文
軒
丸
瓦
を
含
む

多
く
の
瓦
片
が
散

布
し
て
い
る
（
写

真
５
）。
そ
の
瓦
が

分
布
す
る
展
望
所

と
な
っ
て
い
る
山

頂
は
、
一
辺
約
十

ｍ
弱
の
方
形
の
平

坦
面
と
な
っ
て
お

り
、
周
囲
に
も
人

工
的
に
造
成
さ
れ

た
テ
ラ
ス
面
も
確
認
で
き
る
（
図
２
）
。
さ
ら
に
は
そ
の
西
側
に
も
尾
根
地
形
に

沿
う
形
で
一
辺
十
～
二
十
ｍ
の
平
坦
面
二
面
が
造
成
さ
れ
て
い
て
、
石
垣
な
ど

も
所
々
に
築
か
れ
て
い
る
（
写
真
６
）
。
山
頂
の
南
東
側
に
も
細
い
造
成
面
が
斜

面
下
方
に
向
け
て
何
段
か
築
か
れ
て
い
る
が
、
畑
耕
作
地
な
ど
の
後
世
の
改
変

地
形
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
散
布
す
る
丸
瓦
は
コ
ビ
キ
Ｂ
技
法
（
鉄
線
挽

き
）
の
も
の
も
見
ら
れ
、
確
認
で
き
た
軒
丸
瓦
は
、
中
心
か
ら
外
へ
右
向
き
に

広
が
る
三
巴
文
に
十
二
個
の
珠
文
を
持
つ
近
世
通
有
の
瓦
当
文
様
の
も
の
で
あ

る
。
瓦
は
山
頂
部
の
方
形
平
坦
面
周
辺
以
外
に
は
ほ
と
ん
ど
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
ず
、
お
そ
ら
く
山
頂
部
の
方
形
平
坦
面
に
瓦
葺
の
番
所
小
屋
が
立
て
ら
れ

て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
三
）
大
島
遠
見
番
所

　

福
岡
県
最
大
の
島
で
あ
る
宗
像
市
の
大
島
に
所
在
す
る
遠
見
番
所
で
、
「
拾

遺
」
の
大
島
の
御
岳
神
社
の
項
に
、「
御
社
の
前
に
遠
見
番
所
有
。
國
君
よ
り
常

に
斥
候
を
置
て
、
異
国
舩
の
漂
流
に
備
へ
ら
る
」
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
島
内
最

高
所
の
御
岳
山
頂
（
標
高
二
一
四
ｍ
）
に
あ
る
御
嶽
神
社
の
前
に
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
現
在
、
神
社
の
前
は
道
路
や
展
望
台
に
よ
っ
て
大
き
く
改
変

さ
れ
て
お
り
、
詳
細
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
現
地
を
踏
査
し
た

と
こ
ろ
、
近
年
改
修
さ
れ
た
展
望
台
周
辺
の
地
表
に
時
期
不
明
な
が
ら
近
世
に

遡
る
可
能
性
の
あ
る
瓦
片
が
い
く
つ
か
確
認
さ
れ
た
（
写
真
７
）
。
御
嶽
神
社
の

背
後
に
も
、
現
在
の
社
殿
の
前
に
建
て
ら
れ
た
社
殿
に
葺
か
れ
て
い
た
瓦
が
大

量
に
散
布
し
て
い
る
が
、
こ
れ
と
は
明
ら
か
に
離
れ
て
お
り
、
ま
た
瓦
も
異
な

る
種
類
の
よ
う
で
あ
る
た
め
、
念
の
た
め
、
遠
見
番
所
に
関
連
す
る
遺
物
の
可

能
性
と
し
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　

ま
た
、
筑
前
国
絵
図
に
は
、
島
内
に
三
ヶ
所
も
の
番
所
の
建
物
が
描
か
れ
て

い
る
（
写
真
８
）
。
う
ち
最
も
南
側
に
位
置
す
る
一
ヶ
所
は
御
岳
山
頂
の
も
の
で

あ
る
。
そ
の
北
側
と
北
西
側
に
も
そ
れ
ぞ
れ
一
ヶ
所
ず
つ
番
所
が
描
か
れ
て
い

る
。
「
拾
遺
」
に
は
、「
嶋
の
北
壹
里
に
岩
瀬
と
い
ふ
所
有
。
卒
徒
の
番
宅
あ
り
。

又
嶋
の
西
壹
里
に
津
和
瀬
と
い
ふ
所
に
も
、
卒
徒
を
お
か
る
。
共
に
異
舩
の
漂

流
を
察
せ
し
め
ら
れ
る
」
と
あ
り
、
こ
れ
ら
の
番
所
を
指
し
て
い
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
も
現
地
踏
査
を
試
み
た
。
津
和
瀬
の
番
所
は
、

大
島
灯
台
か
ら
上
る
尾
根
筋
の
標
高
約
九
〇
ｍ
の
頂
部
と
想
定
さ
れ
る
が
、
そ

こ
は
厳
重
に
管
理
さ
れ
た
私
有
地
で
あ
り
、
現
地
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
ま
た
、
岩
瀬
の
番
所
は
、
近
代
以
降
の
大
島
砲
台
の
南
側
、
標
高
一

六
三
ｍ
の
三
角
点
の
あ
る
頂
部
と
想
定
さ
れ
る
が
、
そ
こ
は
大
島
砲
台
に
関
連

す
る
構
築
物
が
認
め
ら
れ
、
残
念
な
が
ら
遠
見
番
所
に
関
連
す
る
遺
構
、
遺
物

を
見
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
高
台
に
あ
る
と
も
限
ら
な
い
た
め
、
今
後
さ

ら
な
る
資
料
を
期
待
し
た
い
。

　

な
お
、
先
述
し
た
よ
う
に
『
黒
田
続
家
譜
』
に
は
正
保
二
年
（
あ
る
い
は
そ

れ
以
降
）
に
「
大
嶋
に
番
所
を
立
そ
へ
」
と
あ
り
、
こ
の
時
に
一
ヶ
所
で
あ
っ

た
も
の
が
複
数
箇
所
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、『
浦
嶋
遠
見
番
所

灯
篭
堂
急
用
丸
囲
上
屋
共
図
』
が
描
か
れ
た
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
に
は
大

島
番
所
は
一
ヶ
所
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
幕
末
期
に
は
一
ヶ
所
に
減
ら
さ

れ
て
い
る
か
、
い
わ
ゆ
る
番
士
宅
の
扱
い
に
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ

る
。

（
四
）
沖
ノ
島
遠
見
番
所

　

沖
ノ
島
の
遠
見
番
所
に
つ
い
て
は
、
筑
前
国
絵
図
に
島
の
南
西
麓
に
描
か
れ

て
お
り
（
写
真
９
）
、「
拾
遺
」
に
は
「
嶋
の
南
の
礒
に
嶋
番
の
宅
有
。
卒
徒
数

人
を
差
て
島
中
を
監
守
せ
し
め
ら
る
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
沖
ノ
島

の
港
付
近
に
あ
っ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
が
、
お
そ
ら
く
番
士

宅
の
こ
と
を
記
し
て
い
て
、
物

見
の
遠
見
番
所
の
記
載
で
は
な

く
、
い
わ
ゆ
る
遠
見
番
所
の
建

物
が
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
は

不
明
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

港
の
西
、
標
高
二
〇
ｍ
の
高
台

に
は
、
か
つ
て
正
三
位
社
が
あ

っ
て
、
見
晴
ら
し
の
良
い
平
坦

地
は
こ
こ
く
ら
い
し
か
見
当
た

ら
な
い
と
い
う
。
し
か
し
、
戦
後
に
崩
落
を
起
こ
し
た
た
め
、
現
在
は
旧
状
を

知
る
こ
と
は
難
し
い
。
近
世
の
採
集
遺
物
も
精
査
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
不
明

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
一
度
現
地
を
確
認
し
た
い
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
い

ま
だ
機
会
を
得
な
い
ま
ま
で
あ
る
。

（
五
）
相
島
遠
見
番
所
（
図
３
）

　

相
島
遠
見
番
所
は
、
相
島
の
最
高
所
で
西
端
に
位
置
す
る
高
山
山
頂
（
標
高

七
七
ｍ
）
に
位
置
す
る
。
現
在
、
相
島
灯
台
と
三
角
点
と
の
す
ぐ
横
に
「
物
見

櫓
」
と
呼
ば
れ
る
一
〇
ｍ
弱×

二
～
三
ｍ
、
高
さ
三
ｍ
ほ
ど
の
石
垣
で
築
か
れ

た
高
台
遺
構
が
残
さ
れ
て
い
る
（
写
真
10
）
。
天
端
の
石
垣
が
北
か
ら
南
へ
（
写

真
の
左
か
ら
右
へ
）
ス
ロ
ー
プ
状
に
上
っ
て
お
り
、
伝
承
の
と
お
り
「
物
見
台
」

だ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
近
辺
に
も
石
垣
が
確
認
で
き
る
。
た
だ
、
周
辺
一
帯

は
現
在
も
果
樹
園
や
畑
と
な
っ
て
お
り
、
後
世
の
改
変
が
な
さ
れ
て
い
る
可
能

性
が
高
く
、
す
べ
て
遠
見
番
所
に
関
連
す
る
遺
構
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
、
そ

の
識
別
は
非
常
に
難
し
い
。
し
か
し
、
「
物
見
櫓
」
の
北
側
に
は
一
辺
約
十
五

ｍ
の
石
垣
で
囲
ま
れ
た
方
形
区
画
が
あ
っ
て
、
江
戸
時
代
の
巴
文
軒
丸
瓦
や
近

世
陶
磁
が
散
布
し
て
お
り
（
写
真
11
）
、
こ
の
区
画
内
に
番
所
小
屋
が
置
か
れ

て
い
た
可
能
性
は
高
い
。
ま
た
さ
ら
に
北
側
に
も
不
自
然
な
盛
土
状
の
高
ま
り

な
ど
も
あ
り
、
番
所
と
の
関
連
を
窺
わ
せ
る
。

　

こ
の
相
島
遠
見
番
所
は
、
現
状
に
お
い
て
、
福
岡
藩
の
遠
見
番
所
の
中
で
も

か
な
り
遺
構
が
認
識
で
き
る
番
所
で
あ
ろ
う
。

（
六
）
玄
界
遠
見
番
所

　

博
多
湾
の
入
口
の
北
、
玄
界
島
（
福
岡
市
西
区
）
の
最
高
所
で
あ
る
遠
見
山

山
頂
（
標
高
二
一
八
ｍ
）
に
位
置
す
る
（
図
４
）
。
山
頂
部
に
は
、
一
辺
十
ｍ
弱

の
石
垣
で
囲
ま
れ
た
檀
状
の
方
形
区
画
（
図
中
Ａ
・
写
真
12
）
が
あ
り
、
そ
の

南
側
に
も
石
垣
で
囲
ま
れ
た
長
方
形
区
画
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
周
辺
に
も
石

垣
遺
構
が
多
数
確
認
で
き
る
が
、
近
年
ま
で
耕
作
し
て
い
た
痕
跡
も
あ
っ
て
、

ど
こ
ま
で
が
遠
見
番
所
に
関
わ
る
遺
構
か
を
確
認
す
る
の
は
難
し
い
。
し
か
し
、

山
頂
を
中
心
と
す
る
一
帯
に
は
、
近
世
の
瓦
が
大
量
に
集
積
し
て
お
り
（
写
真

13
）
、
中
に
は
福
岡
藩
黒
田
家
の
家
紋
で
あ
る
藤
巴
文
の
軒
丸
瓦
（
写
真
14―

１
）
や
そ
れ
と
セ
ッ
ト
に
な
る
と
思
わ
れ
る
「
今
宿
」
姓
の
ス
タ
ン
プ
が
押
さ

れ
た
藤
花
文
の
軒
平
瓦
（
写
真
14―

５
）
な
ど
も
確
認
で
き
る
。
こ
れ
ら
は
福

岡
城
な
ど
、
福
岡
藩
の
公
的
施
設
や
藩
が
寄
進
・
奉
納
し
た
寺
社
に
し
か
確
認

で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
福
岡
藩
の
公
的
施
設
で
あ
る
遠
見
番
所
に
用
い
ら
れ

た
瓦
と
考
え
て
差
し
支
え
な
い
。
さ
ら
に
は
、
慶
長
期
頃
ま
で
遡
る
可
能
性
の

あ
る
桐
文
軒
平
瓦
も
あ
り
（
写
真
14―

６
）
、
玄
界
遠
見
番
所
が
最
初
に
設
置

写真４ 『筑前国絵図』（九州歴史資料館

　　　 所蔵）に描かれた地島遠見番所

　　　 の建物

（
２
）

図２　地島遠見番所跡平面図（福岡県教育委員会 2017）
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は
じ
め
に

　

江
戸
時
代
は
、
天
下
泰
平
の
時
代
と
は
よ
く
言
う
も
の
の
、
本
当
に
そ
の
よ

う
な
穏
や
か
な
時
代
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
確
か
に
元
和
年
間
以
降
、
徳
川
政

権
に
よ
る
安
定
し
た
秩
序
の
下
に
政
権
運
営
が
な
さ
れ
た
の
は
周
知
の
事
実
で

あ
る
。「
世
の
中
が
治
ま
り
、
見
た
目
穏
や
か
な
様
」
と
い
う
意
味
で
は
、
江
戸

時
代
は
「
天
下
泰
平
」
の
時
代
と
い
え
よ
う
。

　

し
か
し
な
が
ら
、「
天
下
泰
平
」
に
は
「
何
の
心
配
事
も
な
く
、
の
ん
び
り
し

て
い
る
さ
ま
」
と
い
う
意
味
も
あ
り
、
必
ず
し
も
江
戸
時
代
は
そ
の
よ
う
な
悠

長
な
こ
と
を
言
っ
て
い
る
場
合
で
は
な
い
状
況
が
続
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

寛
永
十
四
年
（
一
六
三
七
）
に
勃
発
し
た
島
原
・
天
草
一
揆
を
何
と
か
鎮
圧

し
た
幕
府
は
、
こ
れ
以
上
キ
リ
シ
タ
ン
が
増
え
る
こ
と
を
恐
れ
、
さ
ら
な
る
禁

教
を
行
う
た
め
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
の
来
航
を
禁
じ
、
日
葡
関
係
は
最
悪
と
な
っ

た
。
幕
府
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
来
航
に
備
え
、
各
藩
に
遠
見
番
所
と
定
番
の
設
置
、

さ
ら
に
は
番
船
に
よ
る
巡
視
を
義
務
付
け
た
。
そ
の
後
、
中
国
・
オ
ラ
ン
ダ
の

密
貿
易
船
を
取
り
締
ま
る
意
味
合
い
も
加
わ
り
、
幕
末
に
至
る
と
ロ
シ
ア
・
ア

メ
リ
カ
な
ど
の
異
国
船
を
監
視
す
る
と
い
う
役
割
も
出
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、

江
戸
時
代
を
通
じ
、
遠
見
番
に
よ
る
沿
岸
警
備
が
続
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
福

岡
藩
に
お
い
て
も
『
黒
田
続
家
譜
』
に
よ
る
と
、
寛
永
十
七
年
に
領
内
沿
岸
部

に
遠
見
番
所
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
少
な
く
と
も
幕
末
の
嘉
永
年
間
ま
で
は
存

続
し
て
い
た
。

　

福
岡
県
教
育
委
員
会
に
お
い
て
実
施
し
た
福
岡
県
中
近
世
城
館
遺
跡
等
詳
細

分
布
調
査
で
は
、
遠
見
番
所
を
は
じ
め
と
し
て
、
烽
火
台
、
台
場
な
ど
の
近
世

の
海
防
施
設
も
そ
の
対
象
と
し
、
現
地
調
査
や
文
献
調
査
の
成
果
を
踏
ま
え
、

福
岡
県
内
に
お
け
る
概
要
を
報
告
し
た
（
福
岡
県
教
育
委
員
会 

二
〇
一
七
）
。

ま
た
、
そ
の
成
果
を
公
表
し
た
展
覧
会
「
幕
末
の
城―

近
世
の
沿
岸
警
備
と
幕

末
期
城
郭―

」
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
分
布
調
査
に
お
い
て
調
査
し
き
れ
な

か
っ
た
玄
界
遠
見
番
所
な
ど
、
新
た
な
成
果
を
盛
り
込
ん
だ
（
九
州
歴
史
資
料

館 

二
〇
一
八
）
。

こ
れ
ま
で
文
献
上
で
し
か
認
識
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
遠
見

番
所
が
、
考
古
学
的
な
遺
跡
と
し
て
よ
う
や
く
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

宗
像
市
に
お
い
て
も
、
大
島
と
地
島
に
福
岡
藩
の
遠
見
番
所
が
置
か
れ
て
い

た
た
め
、
宗
像
市
の
歴
史
を
考
え
る
上
で
も
非
常
に
重
要
な
要
素
と
と
ら
え
、

本
稿
で
は
宗
像
市
内
に
所
在
す
る
遠
見
番
所
を
は
じ
め
、
福
岡
藩
の
遠
見
番
所

に
つ
い
て
概
要
を
報
告
し
、
福
岡
藩
に
お
け
る
沿
岸
警
備
に
つ
い
て
若
干
の
考

察
を
加
え
る
こ
と
と
し
た
い
。

一
、
福
岡
藩
の
遠
見
番
所

　

先
述
し
た
と
お
り
、
福
岡
藩
に
遠
見
番
所
が
設
置
さ
れ
た
の
は
、
寛
永
十
七

年
で
あ
る
。
『
黒
田
続
家
譜
』
に
は
、

　

此
時
よ
り
九
州
海
嶋
々
に
番
所
を
立
て
、
異
船
が
来
る
を
う
か
が
ひ
望
ま
し

め
ら
れ
る
。
こ
れ
に
依
て
筑
前
の
内
に
も
姫
島
・
西
浦
・
相
島
・
大
嶋
・
岩

屋
右
五
ヶ
所
、
両
使
の
見
立
に
て
番
所
を
構
へ
ら
れ
、
定
番
の
士
を
遣
し
、

足
軽
を
差
添
を
か
る
。
右
之
外
地
嶋
に
も
定
番
を
か
る
。
於
呂
島
・
白
嶋
・

沖
嶋
に
も
番
船
を
つ
か
ハ
し
て
、
毎
日
巡
見
せ
し
め
ら
れ
る
。
又
嶋
々
定
番

の
外
に
も
家
老
・
中
老
の
家
人
馬
乗
分
の
者
を
加
番
と
し
て
差
遣
し
、
其
上

に
四
月
よ
り
九
月
ま
て
の
間
ハ
、
大
身
の
士
を
毎
月
三
度
宛
差
出
さ
れ
、
海

上
を
乗
廻
り
嶋
々
を
見
せ
し
め
ら
れ
る
。

と
記
す
。
す
な
わ
ち
、
寛
永
年
間
に
姫
島
（
糸
島
市
）
、
西
ノ
浦
（
福
岡
市
西
区
）
、

相
島
（
新
宮
町
）
、
大
島
（
宗
像
市
）
、
岩
屋
（
北
九
州
市
若
松
区
）
の
五
ヶ
所

が
設
置
、
後
、
正
保
二
年
（
一
六
四
五
）
に
西
ノ
浦
の
番
所
を
玄
界
島
（
福
岡

市
西
区
）
に
移
し
、
さ
ら
に
芥
屋
（
糸
島
市
）
、
脇
ノ
浦
（
北
九
州
市
若
松
区
）
、

沖
ノ
島
（
宗
像
市
）
に
も
設
置
、
大
島
に
も
立
て
添
え
た
（
増
設
し
た
）
こ
と

が
わ
か
る
。

 

ま
た
、
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
に
書
か
れ
た
『
浦
嶋
遠
見
番
所
灯
篭
堂
急

用
丸
囲
上
屋
共
図
』（
林
（
美
）
文
書
・
九
州
歴
史
資
料
館
所
蔵
）
に
は
、
改
修

さ
れ
た
遠
見
番
所
に
用
い
ら
れ
た
資
材
が
、
建
物
図
面
と
共
に
書
か
れ
て
お
り
、

そ
こ
に
は
こ
れ
ま
で
に
登
場
し
た
相
島
（
藍
嶋
）
、
大
島
（
大
嶋
）
、
岩
屋
、
玄

界
、
姫
島
（
姫
嶋
）
、
芥
屋
、
脇
浦
に
加
え
、
地
島
（
宗
像
市
）
、
小
田
崎
（
北

九
州
市
若
松
区
）
、
名
古
屋
崎
（
北
九
州
市
戸
畑
区
）
の
合
計
十
ヶ
所
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
（
写
真
１
）
。

　

よ
っ
て
、
福
岡
藩
の
遠
見
番
所
は
、
『
浦
嶋
遠
見
番
所
灯
篭
堂
急
用
丸
囲
上

屋
共
図
』
に
掲
載
さ
れ
た
十
ヶ
所
に
加
え
、
西
ノ
浦
、
沖
ノ
島
の
二
ヶ
所
、
さ

ら
に
は
正
保
の
筑
前
国
絵
図
等
に
は
小
呂
島
に
も
遠
見
番
所
が
描
か
れ
て
お

り
、
こ
れ
ら
を
合
わ
せ
る
と
、
合
計
十
三
ヶ
所
で
あ
る
（
図
１
）
。

二
、
遠
見
番
所
の
現
況

　

福
岡
藩
が
設
置
し
た
遠
見
番
所
の
う
ち
、
分
布
調
査
や
そ
の
後
の
調
査
に
お

い
て
、
筆
者
は
沖
ノ
島
、
小
呂
島
、
西
ノ
浦
と
、
港
湾
開
発
に
よ
り
消
滅
し
た

も
の
以
外
に
つ
い
て
は
、
現
地
を
全
て
確
認
し
た
。

　

現
地
に
て
遺
構
・
遺
物
が
確
認
で
き
な
か
っ
た
、
あ
る
い
は
も
う
で
き
な
い

で
あ
ろ
う
も
の
に
つ
い
て
、
以
下
に
列
挙
す
る
。

　

名
古
屋
崎
遠
見
番
所
は
、
名
古
屋
崎
の
岬
自
体
が
新
日
鉄
の
工
業
地
帯
と
な

っ
て
お
り
、
全
く
消
滅
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
小
田
崎
遠
見
番
所

は
、
小
田
崎
の
旧
地
形
は
残
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
近
代
以
降
の
高
射
砲
台
跡

な
ど
が
築
か
れ
た
た
め
か
、
遠
見
番
所
に
関
わ
る
遺
構
や
遺
物
を
確
認
す
る
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
。
脇
ノ
浦
遠
見
番
所
に
つ
い
て
も
、
同
様
に
、
現
地
に
遠

見
番
所
に
関
わ
る
地
物
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

　

た
だ
、
こ
れ
ら
以
外
の
遠
見
番
所
に
つ
い
て
は
現
地
に
は
何
ら
か
の
遺
構
あ

る
い
は
遺
物
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
ら
の
状
況
に
つ
い
て
、
以
下

に
述
べ
て
い
き
た
い
。

（
一
）
岩
屋
遠
見
番
所

　

岩
屋
遠
見
番
所
は
、
若
松
半
島
の
西
、
北
九
州
市
若
松
区
有
毛
の
響
灘
に
突

き
出
た
遠
見
ノ
鼻
（
妙
見
崎
）
に
あ

っ
た
番
所
で
、
現
在
は
妙
見
崎
灯
台

や
宿
泊
施
設
な
ど
が
建
っ
て
い
る
。

筑
前
国
絵
図
な
ど
に
は
、
遠
見
ノ
鼻

の
突
端
に
「
番
所
」
と
記
さ
れ
、
建
物

が
描
か
れ
て
い
る
（
写
真
２
）
。
ま
た
、

『
筑
前
国
続
風
土
記
拾
遺
』
（
以
下
、

「
拾
遺
」
と
い
う
）
の
「
岩
屋
浦
」
の
項

に
は
、「
境
内
に
遠
見
番
所　

灯
籠
堂

定
番
の
士
宅
二
区
有
」と
あ
る
。

　

岬
周
辺
を
踏
査
し
た
と
こ
ろ
、
妙
見
崎
灯
台
の
背
後
に
あ
る
四
阿
近
辺
の
地

表
に
近
世
の
も
の
と
思
わ
れ
る
瓦
片
が
い
く
つ
か
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た

（
写
真
３
）
。
海
岸
線
か
ら
二
十
ｍ
以
内
で
、
標
高
も
数
ｍ
で
あ
り
、
恒
久
施
設

を
置
く
に
は
や
や
条
件
が
厳
し
く
、
絵
図
で
は
さ
ら
に
陸
地
側
の
高
地
に
描
か

れ
て
い
る
よ
う
な
印
象
も
受
け
る
が
、
現
状
で
は
こ
こ
を
遠
見
番
所
の
跡
地
と

す
る
の
が
妥
当
と
考
え
て
い
る
。

（
二
）
地
島
遠
見
番
所

　

宗
像
市
の
地
島
の
遠
見
番
所
に
つ
い
て
は
、

 

「
拾
遺
」
に
「
泊
（
島
の
南
側
に

あ
る
集
落
）
の
艮
（
北
東
）
の
高
峰
頂
に
遠
見
番
所
有
。
常
に
異
国
舩
の
斥
候

に
備
ら
る
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
島
の
最
高
所
で
あ
る
遠
見
山
山
頂
（
標
高
一

八
六
ｍ
）
は
、
泊
集
落
の
北
北
西
に
あ
た
り
、
文
書
記
載
と
や
や
齟
齬
を
き
た

し
て
い
る
が
、「
遠
見
」
が
つ
い
た
山
の
名
称
や
地
元
の
伝
承
、
さ
ら
に
は
筑
前

国
絵
図
に
も
「
番
所
」
の
記
載
は
な
い
も
の
の
、
建
物
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
（
写
真
４
）
、
そ
こ
が
遠
見
番
所
が
置
か
れ
て
い
た
場
所
と
認
識
で
き
る
。

現
地
は
世
界
遺
産
・
沖
ノ
島
が
見
え
る
展
望
所
と
し
て
散
策
コ
ー
ス
の
一
角
と

も
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
展
望
所
の
周
囲
に
は
、
近
世
の
巴
文
軒
丸
瓦
を
含
む

多
く
の
瓦
片
が
散

布
し
て
い
る
（
写

真
５
）。
そ
の
瓦
が

分
布
す
る
展
望
所

と
な
っ
て
い
る
山

頂
は
、
一
辺
約
十

ｍ
弱
の
方
形
の
平

坦
面
と
な
っ
て
お

り
、
周
囲
に
も
人

工
的
に
造
成
さ
れ

た
テ
ラ
ス
面
も
確
認
で
き
る
（
図
２
）
。
さ
ら
に
は
そ
の
西
側
に
も
尾
根
地
形
に

沿
う
形
で
一
辺
十
～
二
十
ｍ
の
平
坦
面
二
面
が
造
成
さ
れ
て
い
て
、
石
垣
な
ど

も
所
々
に
築
か
れ
て
い
る
（
写
真
６
）
。
山
頂
の
南
東
側
に
も
細
い
造
成
面
が
斜

面
下
方
に
向
け
て
何
段
か
築
か
れ
て
い
る
が
、
畑
耕
作
地
な
ど
の
後
世
の
改
変

地
形
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
散
布
す
る
丸
瓦
は
コ
ビ
キ
Ｂ
技
法
（
鉄
線
挽

き
）
の
も
の
も
見
ら
れ
、
確
認
で
き
た
軒
丸
瓦
は
、
中
心
か
ら
外
へ
右
向
き
に

広
が
る
三
巴
文
に
十
二
個
の
珠
文
を
持
つ
近
世
通
有
の
瓦
当
文
様
の
も
の
で
あ

る
。
瓦
は
山
頂
部
の
方
形
平
坦
面
周
辺
以
外
に
は
ほ
と
ん
ど
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
ず
、
お
そ
ら
く
山
頂
部
の
方
形
平
坦
面
に
瓦
葺
の
番
所
小
屋
が
立
て
ら
れ

て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
三
）
大
島
遠
見
番
所

　

福
岡
県
最
大
の
島
で
あ
る
宗
像
市
の
大
島
に
所
在
す
る
遠
見
番
所
で
、
「
拾

遺
」
の
大
島
の
御
岳
神
社
の
項
に
、「
御
社
の
前
に
遠
見
番
所
有
。
國
君
よ
り
常

に
斥
候
を
置
て
、
異
国
舩
の
漂
流
に
備
へ
ら
る
」
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
島
内
最

高
所
の
御
岳
山
頂
（
標
高
二
一
四
ｍ
）
に
あ
る
御
嶽
神
社
の
前
に
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
現
在
、
神
社
の
前
は
道
路
や
展
望
台
に
よ
っ
て
大
き
く
改
変

さ
れ
て
お
り
、
詳
細
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
現
地
を
踏
査
し
た

と
こ
ろ
、
近
年
改
修
さ
れ
た
展
望
台
周
辺
の
地
表
に
時
期
不
明
な
が
ら
近
世
に

遡
る
可
能
性
の
あ
る
瓦
片
が
い
く
つ
か
確
認
さ
れ
た
（
写
真
７
）
。
御
嶽
神
社
の

背
後
に
も
、
現
在
の
社
殿
の
前
に
建
て
ら
れ
た
社
殿
に
葺
か
れ
て
い
た
瓦
が
大

量
に
散
布
し
て
い
る
が
、
こ
れ
と
は
明
ら
か
に
離
れ
て
お
り
、
ま
た
瓦
も
異
な

る
種
類
の
よ
う
で
あ
る
た
め
、
念
の
た
め
、
遠
見
番
所
に
関
連
す
る
遺
物
の
可

能
性
と
し
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　

ま
た
、
筑
前
国
絵
図
に
は
、
島
内
に
三
ヶ
所
も
の
番
所
の
建
物
が
描
か
れ
て

い
る
（
写
真
８
）
。
う
ち
最
も
南
側
に
位
置
す
る
一
ヶ
所
は
御
岳
山
頂
の
も
の
で

あ
る
。
そ
の
北
側
と
北
西
側
に
も
そ
れ
ぞ
れ
一
ヶ
所
ず
つ
番
所
が
描
か
れ
て
い

る
。
「
拾
遺
」
に
は
、「
嶋
の
北
壹
里
に
岩
瀬
と
い
ふ
所
有
。
卒
徒
の
番
宅
あ
り
。

又
嶋
の
西
壹
里
に
津
和
瀬
と
い
ふ
所
に
も
、
卒
徒
を
お
か
る
。
共
に
異
舩
の
漂

流
を
察
せ
し
め
ら
れ
る
」
と
あ
り
、
こ
れ
ら
の
番
所
を
指
し
て
い
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
も
現
地
踏
査
を
試
み
た
。
津
和
瀬
の
番
所
は
、

大
島
灯
台
か
ら
上
る
尾
根
筋
の
標
高
約
九
〇
ｍ
の
頂
部
と
想
定
さ
れ
る
が
、
そ

こ
は
厳
重
に
管
理
さ
れ
た
私
有
地
で
あ
り
、
現
地
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
ま
た
、
岩
瀬
の
番
所
は
、
近
代
以
降
の
大
島
砲
台
の
南
側
、
標
高
一

六
三
ｍ
の
三
角
点
の
あ
る
頂
部
と
想
定
さ
れ
る
が
、
そ
こ
は
大
島
砲
台
に
関
連

す
る
構
築
物
が
認
め
ら
れ
、
残
念
な
が
ら
遠
見
番
所
に
関
連
す
る
遺
構
、
遺
物

を
見
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
高
台
に
あ
る
と
も
限
ら
な
い
た
め
、
今
後
さ

ら
な
る
資
料
を
期
待
し
た
い
。

　

な
お
、
先
述
し
た
よ
う
に
『
黒
田
続
家
譜
』
に
は
正
保
二
年
（
あ
る
い
は
そ

れ
以
降
）
に
「
大
嶋
に
番
所
を
立
そ
へ
」
と
あ
り
、
こ
の
時
に
一
ヶ
所
で
あ
っ

た
も
の
が
複
数
箇
所
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、『
浦
嶋
遠
見
番
所

灯
篭
堂
急
用
丸
囲
上
屋
共
図
』
が
描
か
れ
た
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
に
は
大

島
番
所
は
一
ヶ
所
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
幕
末
期
に
は
一
ヶ
所
に
減
ら
さ

れ
て
い
る
か
、
い
わ
ゆ
る
番
士
宅
の
扱
い
に
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ

る
。

（
四
）
沖
ノ
島
遠
見
番
所

　

沖
ノ
島
の
遠
見
番
所
に
つ
い
て
は
、
筑
前
国
絵
図
に
島
の
南
西
麓
に
描
か
れ

て
お
り
（
写
真
９
）
、「
拾
遺
」
に
は
「
嶋
の
南
の
礒
に
嶋
番
の
宅
有
。
卒
徒
数

人
を
差
て
島
中
を
監
守
せ
し
め
ら
る
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
沖
ノ
島

の
港
付
近
に
あ
っ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
が
、
お
そ
ら
く
番
士

宅
の
こ
と
を
記
し
て
い
て
、
物

見
の
遠
見
番
所
の
記
載
で
は
な

く
、
い
わ
ゆ
る
遠
見
番
所
の
建

物
が
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
は

不
明
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

港
の
西
、
標
高
二
〇
ｍ
の
高
台

に
は
、
か
つ
て
正
三
位
社
が
あ

っ
て
、
見
晴
ら
し
の
良
い
平
坦

地
は
こ
こ
く
ら
い
し
か
見
当
た

ら
な
い
と
い
う
。
し
か
し
、
戦
後
に
崩
落
を
起
こ
し
た
た
め
、
現
在
は
旧
状
を

知
る
こ
と
は
難
し
い
。
近
世
の
採
集
遺
物
も
精
査
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
不
明

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
一
度
現
地
を
確
認
し
た
い
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
い

ま
だ
機
会
を
得
な
い
ま
ま
で
あ
る
。

（
五
）
相
島
遠
見
番
所
（
図
３
）

　

相
島
遠
見
番
所
は
、
相
島
の
最
高
所
で
西
端
に
位
置
す
る
高
山
山
頂
（
標
高

七
七
ｍ
）
に
位
置
す
る
。
現
在
、
相
島
灯
台
と
三
角
点
と
の
す
ぐ
横
に
「
物
見

櫓
」
と
呼
ば
れ
る
一
〇
ｍ
弱×

二
～
三
ｍ
、
高
さ
三
ｍ
ほ
ど
の
石
垣
で
築
か
れ

た
高
台
遺
構
が
残
さ
れ
て
い
る
（
写
真
10
）
。
天
端
の
石
垣
が
北
か
ら
南
へ
（
写

真
の
左
か
ら
右
へ
）
ス
ロ
ー
プ
状
に
上
っ
て
お
り
、
伝
承
の
と
お
り
「
物
見
台
」

だ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
近
辺
に
も
石
垣
が
確
認
で
き
る
。
た
だ
、
周
辺
一
帯

は
現
在
も
果
樹
園
や
畑
と
な
っ
て
お
り
、
後
世
の
改
変
が
な
さ
れ
て
い
る
可
能

性
が
高
く
、
す
べ
て
遠
見
番
所
に
関
連
す
る
遺
構
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
、
そ

の
識
別
は
非
常
に
難
し
い
。
し
か
し
、
「
物
見
櫓
」
の
北
側
に
は
一
辺
約
十
五

ｍ
の
石
垣
で
囲
ま
れ
た
方
形
区
画
が
あ
っ
て
、
江
戸
時
代
の
巴
文
軒
丸
瓦
や
近

世
陶
磁
が
散
布
し
て
お
り
（
写
真
11
）
、
こ
の
区
画
内
に
番
所
小
屋
が
置
か
れ

て
い
た
可
能
性
は
高
い
。
ま
た
さ
ら
に
北
側
に
も
不
自
然
な
盛
土
状
の
高
ま
り

な
ど
も
あ
り
、
番
所
と
の
関
連
を
窺
わ
せ
る
。

　

こ
の
相
島
遠
見
番
所
は
、
現
状
に
お
い
て
、
福
岡
藩
の
遠
見
番
所
の
中
で
も

か
な
り
遺
構
が
認
識
で
き
る
番
所
で
あ
ろ
う
。

（
六
）
玄
界
遠
見
番
所

　

博
多
湾
の
入
口
の
北
、
玄
界
島
（
福
岡
市
西
区
）
の
最
高
所
で
あ
る
遠
見
山

山
頂
（
標
高
二
一
八
ｍ
）
に
位
置
す
る
（
図
４
）
。
山
頂
部
に
は
、
一
辺
十
ｍ
弱

の
石
垣
で
囲
ま
れ
た
檀
状
の
方
形
区
画
（
図
中
Ａ
・
写
真
12
）
が
あ
り
、
そ
の

南
側
に
も
石
垣
で
囲
ま
れ
た
長
方
形
区
画
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
周
辺
に
も
石

垣
遺
構
が
多
数
確
認
で
き
る
が
、
近
年
ま
で
耕
作
し
て
い
た
痕
跡
も
あ
っ
て
、

ど
こ
ま
で
が
遠
見
番
所
に
関
わ
る
遺
構
か
を
確
認
す
る
の
は
難
し
い
。
し
か
し
、

山
頂
を
中
心
と
す
る
一
帯
に
は
、
近
世
の
瓦
が
大
量
に
集
積
し
て
お
り
（
写
真

13
）
、
中
に
は
福
岡
藩
黒
田
家
の
家
紋
で
あ
る
藤
巴
文
の
軒
丸
瓦
（
写
真
14―

１
）
や
そ
れ
と
セ
ッ
ト
に
な
る
と
思
わ
れ
る
「
今
宿
」
姓
の
ス
タ
ン
プ
が
押
さ

れ
た
藤
花
文
の
軒
平
瓦
（
写
真
14―

５
）
な
ど
も
確
認
で
き
る
。
こ
れ
ら
は
福

岡
城
な
ど
、
福
岡
藩
の
公
的
施
設
や
藩
が
寄
進
・
奉
納
し
た
寺
社
に
し
か
確
認

で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
福
岡
藩
の
公
的
施
設
で
あ
る
遠
見
番
所
に
用
い
ら
れ

た
瓦
と
考
え
て
差
し
支
え
な
い
。
さ
ら
に
は
、
慶
長
期
頃
ま
で
遡
る
可
能
性
の

あ
る
桐
文
軒
平
瓦
も
あ
り
（
写
真
14―

６
）
、
玄
界
遠
見
番
所
が
最
初
に
設
置

写真５　地島遠見番所瓦散布状況

写真６　地島遠見番所石垣

写真７　大島遠見番所跡周辺の散布瓦

写真８ 『筑前国絵図』（九州歴史資料館所蔵）

　　　に描かれた大島遠見番所の建物
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は
じ
め
に

　

江
戸
時
代
は
、
天
下
泰
平
の
時
代
と
は
よ
く
言
う
も
の
の
、
本
当
に
そ
の
よ

う
な
穏
や
か
な
時
代
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
確
か
に
元
和
年
間
以
降
、
徳
川
政

権
に
よ
る
安
定
し
た
秩
序
の
下
に
政
権
運
営
が
な
さ
れ
た
の
は
周
知
の
事
実
で

あ
る
。「
世
の
中
が
治
ま
り
、
見
た
目
穏
や
か
な
様
」
と
い
う
意
味
で
は
、
江
戸

時
代
は
「
天
下
泰
平
」
の
時
代
と
い
え
よ
う
。

　

し
か
し
な
が
ら
、「
天
下
泰
平
」
に
は
「
何
の
心
配
事
も
な
く
、
の
ん
び
り
し

て
い
る
さ
ま
」
と
い
う
意
味
も
あ
り
、
必
ず
し
も
江
戸
時
代
は
そ
の
よ
う
な
悠

長
な
こ
と
を
言
っ
て
い
る
場
合
で
は
な
い
状
況
が
続
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

寛
永
十
四
年
（
一
六
三
七
）
に
勃
発
し
た
島
原
・
天
草
一
揆
を
何
と
か
鎮
圧

し
た
幕
府
は
、
こ
れ
以
上
キ
リ
シ
タ
ン
が
増
え
る
こ
と
を
恐
れ
、
さ
ら
な
る
禁

教
を
行
う
た
め
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
の
来
航
を
禁
じ
、
日
葡
関
係
は
最
悪
と
な
っ

た
。
幕
府
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
来
航
に
備
え
、
各
藩
に
遠
見
番
所
と
定
番
の
設
置
、

さ
ら
に
は
番
船
に
よ
る
巡
視
を
義
務
付
け
た
。
そ
の
後
、
中
国
・
オ
ラ
ン
ダ
の

密
貿
易
船
を
取
り
締
ま
る
意
味
合
い
も
加
わ
り
、
幕
末
に
至
る
と
ロ
シ
ア
・
ア

メ
リ
カ
な
ど
の
異
国
船
を
監
視
す
る
と
い
う
役
割
も
出
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、

江
戸
時
代
を
通
じ
、
遠
見
番
に
よ
る
沿
岸
警
備
が
続
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
福

岡
藩
に
お
い
て
も
『
黒
田
続
家
譜
』
に
よ
る
と
、
寛
永
十
七
年
に
領
内
沿
岸
部

に
遠
見
番
所
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
少
な
く
と
も
幕
末
の
嘉
永
年
間
ま
で
は
存

続
し
て
い
た
。

　

福
岡
県
教
育
委
員
会
に
お
い
て
実
施
し
た
福
岡
県
中
近
世
城
館
遺
跡
等
詳
細

分
布
調
査
で
は
、
遠
見
番
所
を
は
じ
め
と
し
て
、
烽
火
台
、
台
場
な
ど
の
近
世

の
海
防
施
設
も
そ
の
対
象
と
し
、
現
地
調
査
や
文
献
調
査
の
成
果
を
踏
ま
え
、

福
岡
県
内
に
お
け
る
概
要
を
報
告
し
た
（
福
岡
県
教
育
委
員
会 

二
〇
一
七
）
。

ま
た
、
そ
の
成
果
を
公
表
し
た
展
覧
会
「
幕
末
の
城―

近
世
の
沿
岸
警
備
と
幕

末
期
城
郭―

」
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
分
布
調
査
に
お
い
て
調
査
し
き
れ
な

か
っ
た
玄
界
遠
見
番
所
な
ど
、
新
た
な
成
果
を
盛
り
込
ん
だ
（
九
州
歴
史
資
料

館 

二
〇
一
八
）
。

こ
れ
ま
で
文
献
上
で
し
か
認
識
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
遠
見

番
所
が
、
考
古
学
的
な
遺
跡
と
し
て
よ
う
や
く
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

宗
像
市
に
お
い
て
も
、
大
島
と
地
島
に
福
岡
藩
の
遠
見
番
所
が
置
か
れ
て
い

た
た
め
、
宗
像
市
の
歴
史
を
考
え
る
上
で
も
非
常
に
重
要
な
要
素
と
と
ら
え
、

本
稿
で
は
宗
像
市
内
に
所
在
す
る
遠
見
番
所
を
は
じ
め
、
福
岡
藩
の
遠
見
番
所

に
つ
い
て
概
要
を
報
告
し
、
福
岡
藩
に
お
け
る
沿
岸
警
備
に
つ
い
て
若
干
の
考

察
を
加
え
る
こ
と
と
し
た
い
。

一
、
福
岡
藩
の
遠
見
番
所

　

先
述
し
た
と
お
り
、
福
岡
藩
に
遠
見
番
所
が
設
置
さ
れ
た
の
は
、
寛
永
十
七

年
で
あ
る
。
『
黒
田
続
家
譜
』
に
は
、

　

此
時
よ
り
九
州
海
嶋
々
に
番
所
を
立
て
、
異
船
が
来
る
を
う
か
が
ひ
望
ま
し

め
ら
れ
る
。
こ
れ
に
依
て
筑
前
の
内
に
も
姫
島
・
西
浦
・
相
島
・
大
嶋
・
岩

屋
右
五
ヶ
所
、
両
使
の
見
立
に
て
番
所
を
構
へ
ら
れ
、
定
番
の
士
を
遣
し
、

足
軽
を
差
添
を
か
る
。
右
之
外
地
嶋
に
も
定
番
を
か
る
。
於
呂
島
・
白
嶋
・

沖
嶋
に
も
番
船
を
つ
か
ハ
し
て
、
毎
日
巡
見
せ
し
め
ら
れ
る
。
又
嶋
々
定
番

の
外
に
も
家
老
・
中
老
の
家
人
馬
乗
分
の
者
を
加
番
と
し
て
差
遣
し
、
其
上

に
四
月
よ
り
九
月
ま
て
の
間
ハ
、
大
身
の
士
を
毎
月
三
度
宛
差
出
さ
れ
、
海

上
を
乗
廻
り
嶋
々
を
見
せ
し
め
ら
れ
る
。

と
記
す
。
す
な
わ
ち
、
寛
永
年
間
に
姫
島
（
糸
島
市
）
、
西
ノ
浦
（
福
岡
市
西
区
）
、

相
島
（
新
宮
町
）
、
大
島
（
宗
像
市
）
、
岩
屋
（
北
九
州
市
若
松
区
）
の
五
ヶ
所

が
設
置
、
後
、
正
保
二
年
（
一
六
四
五
）
に
西
ノ
浦
の
番
所
を
玄
界
島
（
福
岡

市
西
区
）
に
移
し
、
さ
ら
に
芥
屋
（
糸
島
市
）
、
脇
ノ
浦
（
北
九
州
市
若
松
区
）
、

沖
ノ
島
（
宗
像
市
）
に
も
設
置
、
大
島
に
も
立
て
添
え
た
（
増
設
し
た
）
こ
と

が
わ
か
る
。

 

ま
た
、
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
に
書
か
れ
た
『
浦
嶋
遠
見
番
所
灯
篭
堂
急

用
丸
囲
上
屋
共
図
』（
林
（
美
）
文
書
・
九
州
歴
史
資
料
館
所
蔵
）
に
は
、
改
修

さ
れ
た
遠
見
番
所
に
用
い
ら
れ
た
資
材
が
、
建
物
図
面
と
共
に
書
か
れ
て
お
り
、

そ
こ
に
は
こ
れ
ま
で
に
登
場
し
た
相
島
（
藍
嶋
）
、
大
島
（
大
嶋
）
、
岩
屋
、
玄

界
、
姫
島
（
姫
嶋
）
、
芥
屋
、
脇
浦
に
加
え
、
地
島
（
宗
像
市
）
、
小
田
崎
（
北

九
州
市
若
松
区
）
、
名
古
屋
崎
（
北
九
州
市
戸
畑
区
）
の
合
計
十
ヶ
所
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
（
写
真
１
）
。

　

よ
っ
て
、
福
岡
藩
の
遠
見
番
所
は
、
『
浦
嶋
遠
見
番
所
灯
篭
堂
急
用
丸
囲
上

屋
共
図
』
に
掲
載
さ
れ
た
十
ヶ
所
に
加
え
、
西
ノ
浦
、
沖
ノ
島
の
二
ヶ
所
、
さ

ら
に
は
正
保
の
筑
前
国
絵
図
等
に
は
小
呂
島
に
も
遠
見
番
所
が
描
か
れ
て
お

り
、
こ
れ
ら
を
合
わ
せ
る
と
、
合
計
十
三
ヶ
所
で
あ
る
（
図
１
）
。

二
、
遠
見
番
所
の
現
況

　

福
岡
藩
が
設
置
し
た
遠
見
番
所
の
う
ち
、
分
布
調
査
や
そ
の
後
の
調
査
に
お

い
て
、
筆
者
は
沖
ノ
島
、
小
呂
島
、
西
ノ
浦
と
、
港
湾
開
発
に
よ
り
消
滅
し
た

も
の
以
外
に
つ
い
て
は
、
現
地
を
全
て
確
認
し
た
。

　

現
地
に
て
遺
構
・
遺
物
が
確
認
で
き
な
か
っ
た
、
あ
る
い
は
も
う
で
き
な
い

で
あ
ろ
う
も
の
に
つ
い
て
、
以
下
に
列
挙
す
る
。

　

名
古
屋
崎
遠
見
番
所
は
、
名
古
屋
崎
の
岬
自
体
が
新
日
鉄
の
工
業
地
帯
と
な

っ
て
お
り
、
全
く
消
滅
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
小
田
崎
遠
見
番
所

は
、
小
田
崎
の
旧
地
形
は
残
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
近
代
以
降
の
高
射
砲
台
跡

な
ど
が
築
か
れ
た
た
め
か
、
遠
見
番
所
に
関
わ
る
遺
構
や
遺
物
を
確
認
す
る
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
。
脇
ノ
浦
遠
見
番
所
に
つ
い
て
も
、
同
様
に
、
現
地
に
遠

見
番
所
に
関
わ
る
地
物
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

　

た
だ
、
こ
れ
ら
以
外
の
遠
見
番
所
に
つ
い
て
は
現
地
に
は
何
ら
か
の
遺
構
あ

る
い
は
遺
物
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
ら
の
状
況
に
つ
い
て
、
以
下

に
述
べ
て
い
き
た
い
。

（
一
）
岩
屋
遠
見
番
所

　

岩
屋
遠
見
番
所
は
、
若
松
半
島
の
西
、
北
九
州
市
若
松
区
有
毛
の
響
灘
に
突

き
出
た
遠
見
ノ
鼻
（
妙
見
崎
）
に
あ

っ
た
番
所
で
、
現
在
は
妙
見
崎
灯
台

や
宿
泊
施
設
な
ど
が
建
っ
て
い
る
。

筑
前
国
絵
図
な
ど
に
は
、
遠
見
ノ
鼻

の
突
端
に
「
番
所
」
と
記
さ
れ
、
建
物

が
描
か
れ
て
い
る
（
写
真
２
）
。
ま
た
、

『
筑
前
国
続
風
土
記
拾
遺
』
（
以
下
、

「
拾
遺
」
と
い
う
）
の
「
岩
屋
浦
」
の
項

に
は
、「
境
内
に
遠
見
番
所　

灯
籠
堂

定
番
の
士
宅
二
区
有
」と
あ
る
。

　

岬
周
辺
を
踏
査
し
た
と
こ
ろ
、
妙
見
崎
灯
台
の
背
後
に
あ
る
四
阿
近
辺
の
地

表
に
近
世
の
も
の
と
思
わ
れ
る
瓦
片
が
い
く
つ
か
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た

（
写
真
３
）
。
海
岸
線
か
ら
二
十
ｍ
以
内
で
、
標
高
も
数
ｍ
で
あ
り
、
恒
久
施
設

を
置
く
に
は
や
や
条
件
が
厳
し
く
、
絵
図
で
は
さ
ら
に
陸
地
側
の
高
地
に
描
か

れ
て
い
る
よ
う
な
印
象
も
受
け
る
が
、
現
状
で
は
こ
こ
を
遠
見
番
所
の
跡
地
と

す
る
の
が
妥
当
と
考
え
て
い
る
。

（
二
）
地
島
遠
見
番
所

　

宗
像
市
の
地
島
の
遠
見
番
所
に
つ
い
て
は
、

 

「
拾
遺
」
に
「
泊
（
島
の
南
側
に

あ
る
集
落
）
の
艮
（
北
東
）
の
高
峰
頂
に
遠
見
番
所
有
。
常
に
異
国
舩
の
斥
候

に
備
ら
る
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
島
の
最
高
所
で
あ
る
遠
見
山
山
頂
（
標
高
一

八
六
ｍ
）
は
、
泊
集
落
の
北
北
西
に
あ
た
り
、
文
書
記
載
と
や
や
齟
齬
を
き
た

し
て
い
る
が
、「
遠
見
」
が
つ
い
た
山
の
名
称
や
地
元
の
伝
承
、
さ
ら
に
は
筑
前

国
絵
図
に
も
「
番
所
」
の
記
載
は
な
い
も
の
の
、
建
物
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
（
写
真
４
）
、
そ
こ
が
遠
見
番
所
が
置
か
れ
て
い
た
場
所
と
認
識
で
き
る
。

現
地
は
世
界
遺
産
・
沖
ノ
島
が
見
え
る
展
望
所
と
し
て
散
策
コ
ー
ス
の
一
角
と

も
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
展
望
所
の
周
囲
に
は
、
近
世
の
巴
文
軒
丸
瓦
を
含
む

多
く
の
瓦
片
が
散

布
し
て
い
る
（
写

真
５
）。
そ
の
瓦
が

分
布
す
る
展
望
所

と
な
っ
て
い
る
山

頂
は
、
一
辺
約
十

ｍ
弱
の
方
形
の
平

坦
面
と
な
っ
て
お

り
、
周
囲
に
も
人

工
的
に
造
成
さ
れ

た
テ
ラ
ス
面
も
確
認
で
き
る
（
図
２
）
。
さ
ら
に
は
そ
の
西
側
に
も
尾
根
地
形
に

沿
う
形
で
一
辺
十
～
二
十
ｍ
の
平
坦
面
二
面
が
造
成
さ
れ
て
い
て
、
石
垣
な
ど

も
所
々
に
築
か
れ
て
い
る
（
写
真
６
）
。
山
頂
の
南
東
側
に
も
細
い
造
成
面
が
斜

面
下
方
に
向
け
て
何
段
か
築
か
れ
て
い
る
が
、
畑
耕
作
地
な
ど
の
後
世
の
改
変

地
形
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
散
布
す
る
丸
瓦
は
コ
ビ
キ
Ｂ
技
法
（
鉄
線
挽

き
）
の
も
の
も
見
ら
れ
、
確
認
で
き
た
軒
丸
瓦
は
、
中
心
か
ら
外
へ
右
向
き
に

広
が
る
三
巴
文
に
十
二
個
の
珠
文
を
持
つ
近
世
通
有
の
瓦
当
文
様
の
も
の
で
あ

る
。
瓦
は
山
頂
部
の
方
形
平
坦
面
周
辺
以
外
に
は
ほ
と
ん
ど
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
ず
、
お
そ
ら
く
山
頂
部
の
方
形
平
坦
面
に
瓦
葺
の
番
所
小
屋
が
立
て
ら
れ

て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
三
）
大
島
遠
見
番
所

　

福
岡
県
最
大
の
島
で
あ
る
宗
像
市
の
大
島
に
所
在
す
る
遠
見
番
所
で
、
「
拾

遺
」
の
大
島
の
御
岳
神
社
の
項
に
、「
御
社
の
前
に
遠
見
番
所
有
。
國
君
よ
り
常

に
斥
候
を
置
て
、
異
国
舩
の
漂
流
に
備
へ
ら
る
」
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
島
内
最

高
所
の
御
岳
山
頂
（
標
高
二
一
四
ｍ
）
に
あ
る
御
嶽
神
社
の
前
に
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
現
在
、
神
社
の
前
は
道
路
や
展
望
台
に
よ
っ
て
大
き
く
改
変

さ
れ
て
お
り
、
詳
細
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
現
地
を
踏
査
し
た

と
こ
ろ
、
近
年
改
修
さ
れ
た
展
望
台
周
辺
の
地
表
に
時
期
不
明
な
が
ら
近
世
に

遡
る
可
能
性
の
あ
る
瓦
片
が
い
く
つ
か
確
認
さ
れ
た
（
写
真
７
）
。
御
嶽
神
社
の

背
後
に
も
、
現
在
の
社
殿
の
前
に
建
て
ら
れ
た
社
殿
に
葺
か
れ
て
い
た
瓦
が
大

量
に
散
布
し
て
い
る
が
、
こ
れ
と
は
明
ら
か
に
離
れ
て
お
り
、
ま
た
瓦
も
異
な

る
種
類
の
よ
う
で
あ
る
た
め
、
念
の
た
め
、
遠
見
番
所
に
関
連
す
る
遺
物
の
可

能
性
と
し
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　

ま
た
、
筑
前
国
絵
図
に
は
、
島
内
に
三
ヶ
所
も
の
番
所
の
建
物
が
描
か
れ
て

い
る
（
写
真
８
）
。
う
ち
最
も
南
側
に
位
置
す
る
一
ヶ
所
は
御
岳
山
頂
の
も
の
で

あ
る
。
そ
の
北
側
と
北
西
側
に
も
そ
れ
ぞ
れ
一
ヶ
所
ず
つ
番
所
が
描
か
れ
て
い

る
。
「
拾
遺
」
に
は
、「
嶋
の
北
壹
里
に
岩
瀬
と
い
ふ
所
有
。
卒
徒
の
番
宅
あ
り
。

又
嶋
の
西
壹
里
に
津
和
瀬
と
い
ふ
所
に
も
、
卒
徒
を
お
か
る
。
共
に
異
舩
の
漂

流
を
察
せ
し
め
ら
れ
る
」
と
あ
り
、
こ
れ
ら
の
番
所
を
指
し
て
い
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
も
現
地
踏
査
を
試
み
た
。
津
和
瀬
の
番
所
は
、

大
島
灯
台
か
ら
上
る
尾
根
筋
の
標
高
約
九
〇
ｍ
の
頂
部
と
想
定
さ
れ
る
が
、
そ

こ
は
厳
重
に
管
理
さ
れ
た
私
有
地
で
あ
り
、
現
地
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
ま
た
、
岩
瀬
の
番
所
は
、
近
代
以
降
の
大
島
砲
台
の
南
側
、
標
高
一

六
三
ｍ
の
三
角
点
の
あ
る
頂
部
と
想
定
さ
れ
る
が
、
そ
こ
は
大
島
砲
台
に
関
連

す
る
構
築
物
が
認
め
ら
れ
、
残
念
な
が
ら
遠
見
番
所
に
関
連
す
る
遺
構
、
遺
物

を
見
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
高
台
に
あ
る
と
も
限
ら
な
い
た
め
、
今
後
さ

ら
な
る
資
料
を
期
待
し
た
い
。

　

な
お
、
先
述
し
た
よ
う
に
『
黒
田
続
家
譜
』
に
は
正
保
二
年
（
あ
る
い
は
そ

れ
以
降
）
に
「
大
嶋
に
番
所
を
立
そ
へ
」
と
あ
り
、
こ
の
時
に
一
ヶ
所
で
あ
っ

た
も
の
が
複
数
箇
所
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、『
浦
嶋
遠
見
番
所

灯
篭
堂
急
用
丸
囲
上
屋
共
図
』
が
描
か
れ
た
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
に
は
大

島
番
所
は
一
ヶ
所
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
幕
末
期
に
は
一
ヶ
所
に
減
ら
さ

れ
て
い
る
か
、
い
わ
ゆ
る
番
士
宅
の
扱
い
に
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ

る
。

（
四
）
沖
ノ
島
遠
見
番
所

　

沖
ノ
島
の
遠
見
番
所
に
つ
い
て
は
、
筑
前
国
絵
図
に
島
の
南
西
麓
に
描
か
れ

て
お
り
（
写
真
９
）
、「
拾
遺
」
に
は
「
嶋
の
南
の
礒
に
嶋
番
の
宅
有
。
卒
徒
数

人
を
差
て
島
中
を
監
守
せ
し
め
ら
る
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
沖
ノ
島

の
港
付
近
に
あ
っ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
が
、
お
そ
ら
く
番
士

宅
の
こ
と
を
記
し
て
い
て
、
物

見
の
遠
見
番
所
の
記
載
で
は
な

く
、
い
わ
ゆ
る
遠
見
番
所
の
建

物
が
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
は

不
明
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

港
の
西
、
標
高
二
〇
ｍ
の
高
台

に
は
、
か
つ
て
正
三
位
社
が
あ

っ
て
、
見
晴
ら
し
の
良
い
平
坦

地
は
こ
こ
く
ら
い
し
か
見
当
た

ら
な
い
と
い
う
。
し
か
し
、
戦
後
に
崩
落
を
起
こ
し
た
た
め
、
現
在
は
旧
状
を

知
る
こ
と
は
難
し
い
。
近
世
の
採
集
遺
物
も
精
査
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
不
明

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
一
度
現
地
を
確
認
し
た
い
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
い

ま
だ
機
会
を
得
な
い
ま
ま
で
あ
る
。

（
五
）
相
島
遠
見
番
所
（
図
３
）

　

相
島
遠
見
番
所
は
、
相
島
の
最
高
所
で
西
端
に
位
置
す
る
高
山
山
頂
（
標
高

七
七
ｍ
）
に
位
置
す
る
。
現
在
、
相
島
灯
台
と
三
角
点
と
の
す
ぐ
横
に
「
物
見

櫓
」
と
呼
ば
れ
る
一
〇
ｍ
弱×

二
～
三
ｍ
、
高
さ
三
ｍ
ほ
ど
の
石
垣
で
築
か
れ

た
高
台
遺
構
が
残
さ
れ
て
い
る
（
写
真
10
）
。
天
端
の
石
垣
が
北
か
ら
南
へ
（
写

真
の
左
か
ら
右
へ
）
ス
ロ
ー
プ
状
に
上
っ
て
お
り
、
伝
承
の
と
お
り
「
物
見
台
」

だ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
近
辺
に
も
石
垣
が
確
認
で
き
る
。
た
だ
、
周
辺
一
帯

は
現
在
も
果
樹
園
や
畑
と
な
っ
て
お
り
、
後
世
の
改
変
が
な
さ
れ
て
い
る
可
能

性
が
高
く
、
す
べ
て
遠
見
番
所
に
関
連
す
る
遺
構
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
、
そ

の
識
別
は
非
常
に
難
し
い
。
し
か
し
、
「
物
見
櫓
」
の
北
側
に
は
一
辺
約
十
五

ｍ
の
石
垣
で
囲
ま
れ
た
方
形
区
画
が
あ
っ
て
、
江
戸
時
代
の
巴
文
軒
丸
瓦
や
近

世
陶
磁
が
散
布
し
て
お
り
（
写
真
11
）
、
こ
の
区
画
内
に
番
所
小
屋
が
置
か
れ

て
い
た
可
能
性
は
高
い
。
ま
た
さ
ら
に
北
側
に
も
不
自
然
な
盛
土
状
の
高
ま
り

な
ど
も
あ
り
、
番
所
と
の
関
連
を
窺
わ
せ
る
。

　

こ
の
相
島
遠
見
番
所
は
、
現
状
に
お
い
て
、
福
岡
藩
の
遠
見
番
所
の
中
で
も

か
な
り
遺
構
が
認
識
で
き
る
番
所
で
あ
ろ
う
。

（
六
）
玄
界
遠
見
番
所

　

博
多
湾
の
入
口
の
北
、
玄
界
島
（
福
岡
市
西
区
）
の
最
高
所
で
あ
る
遠
見
山

山
頂
（
標
高
二
一
八
ｍ
）
に
位
置
す
る
（
図
４
）
。
山
頂
部
に
は
、
一
辺
十
ｍ
弱

の
石
垣
で
囲
ま
れ
た
檀
状
の
方
形
区
画
（
図
中
Ａ
・
写
真
12
）
が
あ
り
、
そ
の

南
側
に
も
石
垣
で
囲
ま
れ
た
長
方
形
区
画
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
周
辺
に
も
石

垣
遺
構
が
多
数
確
認
で
き
る
が
、
近
年
ま
で
耕
作
し
て
い
た
痕
跡
も
あ
っ
て
、

ど
こ
ま
で
が
遠
見
番
所
に
関
わ
る
遺
構
か
を
確
認
す
る
の
は
難
し
い
。
し
か
し
、

山
頂
を
中
心
と
す
る
一
帯
に
は
、
近
世
の
瓦
が
大
量
に
集
積
し
て
お
り
（
写
真

13
）
、
中
に
は
福
岡
藩
黒
田
家
の
家
紋
で
あ
る
藤
巴
文
の
軒
丸
瓦
（
写
真
14―

１
）
や
そ
れ
と
セ
ッ
ト
に
な
る
と
思
わ
れ
る
「
今
宿
」
姓
の
ス
タ
ン
プ
が
押
さ

れ
た
藤
花
文
の
軒
平
瓦
（
写
真
14―

５
）
な
ど
も
確
認
で
き
る
。
こ
れ
ら
は
福

岡
城
な
ど
、
福
岡
藩
の
公
的
施
設
や
藩
が
寄
進
・
奉
納
し
た
寺
社
に
し
か
確
認

で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
福
岡
藩
の
公
的
施
設
で
あ
る
遠
見
番
所
に
用
い
ら
れ

た
瓦
と
考
え
て
差
し
支
え
な
い
。
さ
ら
に
は
、
慶
長
期
頃
ま
で
遡
る
可
能
性
の

あ
る
桐
文
軒
平
瓦
も
あ
り
（
写
真
14―

６
）
、
玄
界
遠
見
番
所
が
最
初
に
設
置

写真９　『筑前国絵図』（九州歴史資料館所蔵）

　　　　に描かれた沖ノ島遠見番所

（
３
）
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は
じ
め
に

　

江
戸
時
代
は
、
天
下
泰
平
の
時
代
と
は
よ
く
言
う
も
の
の
、
本
当
に
そ
の
よ

う
な
穏
や
か
な
時
代
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
確
か
に
元
和
年
間
以
降
、
徳
川
政

権
に
よ
る
安
定
し
た
秩
序
の
下
に
政
権
運
営
が
な
さ
れ
た
の
は
周
知
の
事
実
で

あ
る
。「
世
の
中
が
治
ま
り
、
見
た
目
穏
や
か
な
様
」
と
い
う
意
味
で
は
、
江
戸

時
代
は
「
天
下
泰
平
」
の
時
代
と
い
え
よ
う
。

　

し
か
し
な
が
ら
、「
天
下
泰
平
」
に
は
「
何
の
心
配
事
も
な
く
、
の
ん
び
り
し

て
い
る
さ
ま
」
と
い
う
意
味
も
あ
り
、
必
ず
し
も
江
戸
時
代
は
そ
の
よ
う
な
悠

長
な
こ
と
を
言
っ
て
い
る
場
合
で
は
な
い
状
況
が
続
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

寛
永
十
四
年
（
一
六
三
七
）
に
勃
発
し
た
島
原
・
天
草
一
揆
を
何
と
か
鎮
圧

し
た
幕
府
は
、
こ
れ
以
上
キ
リ
シ
タ
ン
が
増
え
る
こ
と
を
恐
れ
、
さ
ら
な
る
禁

教
を
行
う
た
め
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
の
来
航
を
禁
じ
、
日
葡
関
係
は
最
悪
と
な
っ

た
。
幕
府
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
来
航
に
備
え
、
各
藩
に
遠
見
番
所
と
定
番
の
設
置
、

さ
ら
に
は
番
船
に
よ
る
巡
視
を
義
務
付
け
た
。
そ
の
後
、
中
国
・
オ
ラ
ン
ダ
の

密
貿
易
船
を
取
り
締
ま
る
意
味
合
い
も
加
わ
り
、
幕
末
に
至
る
と
ロ
シ
ア
・
ア

メ
リ
カ
な
ど
の
異
国
船
を
監
視
す
る
と
い
う
役
割
も
出
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、

江
戸
時
代
を
通
じ
、
遠
見
番
に
よ
る
沿
岸
警
備
が
続
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
福

岡
藩
に
お
い
て
も
『
黒
田
続
家
譜
』
に
よ
る
と
、
寛
永
十
七
年
に
領
内
沿
岸
部

に
遠
見
番
所
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
少
な
く
と
も
幕
末
の
嘉
永
年
間
ま
で
は
存

続
し
て
い
た
。

　

福
岡
県
教
育
委
員
会
に
お
い
て
実
施
し
た
福
岡
県
中
近
世
城
館
遺
跡
等
詳
細

分
布
調
査
で
は
、
遠
見
番
所
を
は
じ
め
と
し
て
、
烽
火
台
、
台
場
な
ど
の
近
世

の
海
防
施
設
も
そ
の
対
象
と
し
、
現
地
調
査
や
文
献
調
査
の
成
果
を
踏
ま
え
、

福
岡
県
内
に
お
け
る
概
要
を
報
告
し
た
（
福
岡
県
教
育
委
員
会 

二
〇
一
七
）
。

ま
た
、
そ
の
成
果
を
公
表
し
た
展
覧
会
「
幕
末
の
城―

近
世
の
沿
岸
警
備
と
幕

末
期
城
郭―

」
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
分
布
調
査
に
お
い
て
調
査
し
き
れ
な

か
っ
た
玄
界
遠
見
番
所
な
ど
、
新
た
な
成
果
を
盛
り
込
ん
だ
（
九
州
歴
史
資
料

館 

二
〇
一
八
）
。

こ
れ
ま
で
文
献
上
で
し
か
認
識
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
遠
見

番
所
が
、
考
古
学
的
な
遺
跡
と
し
て
よ
う
や
く
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

宗
像
市
に
お
い
て
も
、
大
島
と
地
島
に
福
岡
藩
の
遠
見
番
所
が
置
か
れ
て
い

た
た
め
、
宗
像
市
の
歴
史
を
考
え
る
上
で
も
非
常
に
重
要
な
要
素
と
と
ら
え
、

本
稿
で
は
宗
像
市
内
に
所
在
す
る
遠
見
番
所
を
は
じ
め
、
福
岡
藩
の
遠
見
番
所

に
つ
い
て
概
要
を
報
告
し
、
福
岡
藩
に
お
け
る
沿
岸
警
備
に
つ
い
て
若
干
の
考

察
を
加
え
る
こ
と
と
し
た
い
。

一
、
福
岡
藩
の
遠
見
番
所

　

先
述
し
た
と
お
り
、
福
岡
藩
に
遠
見
番
所
が
設
置
さ
れ
た
の
は
、
寛
永
十
七

年
で
あ
る
。
『
黒
田
続
家
譜
』
に
は
、

　

此
時
よ
り
九
州
海
嶋
々
に
番
所
を
立
て
、
異
船
が
来
る
を
う
か
が
ひ
望
ま
し

め
ら
れ
る
。
こ
れ
に
依
て
筑
前
の
内
に
も
姫
島
・
西
浦
・
相
島
・
大
嶋
・
岩

屋
右
五
ヶ
所
、
両
使
の
見
立
に
て
番
所
を
構
へ
ら
れ
、
定
番
の
士
を
遣
し
、

足
軽
を
差
添
を
か
る
。
右
之
外
地
嶋
に
も
定
番
を
か
る
。
於
呂
島
・
白
嶋
・

沖
嶋
に
も
番
船
を
つ
か
ハ
し
て
、
毎
日
巡
見
せ
し
め
ら
れ
る
。
又
嶋
々
定
番

の
外
に
も
家
老
・
中
老
の
家
人
馬
乗
分
の
者
を
加
番
と
し
て
差
遣
し
、
其
上

に
四
月
よ
り
九
月
ま
て
の
間
ハ
、
大
身
の
士
を
毎
月
三
度
宛
差
出
さ
れ
、
海

上
を
乗
廻
り
嶋
々
を
見
せ
し
め
ら
れ
る
。

と
記
す
。
す
な
わ
ち
、
寛
永
年
間
に
姫
島
（
糸
島
市
）
、
西
ノ
浦
（
福
岡
市
西
区
）
、

相
島
（
新
宮
町
）
、
大
島
（
宗
像
市
）
、
岩
屋
（
北
九
州
市
若
松
区
）
の
五
ヶ
所

が
設
置
、
後
、
正
保
二
年
（
一
六
四
五
）
に
西
ノ
浦
の
番
所
を
玄
界
島
（
福
岡

市
西
区
）
に
移
し
、
さ
ら
に
芥
屋
（
糸
島
市
）
、
脇
ノ
浦
（
北
九
州
市
若
松
区
）
、

沖
ノ
島
（
宗
像
市
）
に
も
設
置
、
大
島
に
も
立
て
添
え
た
（
増
設
し
た
）
こ
と

が
わ
か
る
。

 

ま
た
、
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
に
書
か
れ
た
『
浦
嶋
遠
見
番
所
灯
篭
堂
急

用
丸
囲
上
屋
共
図
』（
林
（
美
）
文
書
・
九
州
歴
史
資
料
館
所
蔵
）
に
は
、
改
修

さ
れ
た
遠
見
番
所
に
用
い
ら
れ
た
資
材
が
、
建
物
図
面
と
共
に
書
か
れ
て
お
り
、

そ
こ
に
は
こ
れ
ま
で
に
登
場
し
た
相
島
（
藍
嶋
）
、
大
島
（
大
嶋
）
、
岩
屋
、
玄

界
、
姫
島
（
姫
嶋
）
、
芥
屋
、
脇
浦
に
加
え
、
地
島
（
宗
像
市
）
、
小
田
崎
（
北

九
州
市
若
松
区
）
、
名
古
屋
崎
（
北
九
州
市
戸
畑
区
）
の
合
計
十
ヶ
所
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
（
写
真
１
）
。

　

よ
っ
て
、
福
岡
藩
の
遠
見
番
所
は
、
『
浦
嶋
遠
見
番
所
灯
篭
堂
急
用
丸
囲
上

屋
共
図
』
に
掲
載
さ
れ
た
十
ヶ
所
に
加
え
、
西
ノ
浦
、
沖
ノ
島
の
二
ヶ
所
、
さ

ら
に
は
正
保
の
筑
前
国
絵
図
等
に
は
小
呂
島
に
も
遠
見
番
所
が
描
か
れ
て
お

り
、
こ
れ
ら
を
合
わ
せ
る
と
、
合
計
十
三
ヶ
所
で
あ
る
（
図
１
）
。

二
、
遠
見
番
所
の
現
況

　

福
岡
藩
が
設
置
し
た
遠
見
番
所
の
う
ち
、
分
布
調
査
や
そ
の
後
の
調
査
に
お

い
て
、
筆
者
は
沖
ノ
島
、
小
呂
島
、
西
ノ
浦
と
、
港
湾
開
発
に
よ
り
消
滅
し
た

も
の
以
外
に
つ
い
て
は
、
現
地
を
全
て
確
認
し
た
。

　

現
地
に
て
遺
構
・
遺
物
が
確
認
で
き
な
か
っ
た
、
あ
る
い
は
も
う
で
き
な
い

で
あ
ろ
う
も
の
に
つ
い
て
、
以
下
に
列
挙
す
る
。

　

名
古
屋
崎
遠
見
番
所
は
、
名
古
屋
崎
の
岬
自
体
が
新
日
鉄
の
工
業
地
帯
と
な

っ
て
お
り
、
全
く
消
滅
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
小
田
崎
遠
見
番
所

は
、
小
田
崎
の
旧
地
形
は
残
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
近
代
以
降
の
高
射
砲
台
跡

な
ど
が
築
か
れ
た
た
め
か
、
遠
見
番
所
に
関
わ
る
遺
構
や
遺
物
を
確
認
す
る
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
。
脇
ノ
浦
遠
見
番
所
に
つ
い
て
も
、
同
様
に
、
現
地
に
遠

見
番
所
に
関
わ
る
地
物
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

　

た
だ
、
こ
れ
ら
以
外
の
遠
見
番
所
に
つ
い
て
は
現
地
に
は
何
ら
か
の
遺
構
あ

る
い
は
遺
物
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
ら
の
状
況
に
つ
い
て
、
以
下

に
述
べ
て
い
き
た
い
。

（
一
）
岩
屋
遠
見
番
所

　

岩
屋
遠
見
番
所
は
、
若
松
半
島
の
西
、
北
九
州
市
若
松
区
有
毛
の
響
灘
に
突

き
出
た
遠
見
ノ
鼻
（
妙
見
崎
）
に
あ

っ
た
番
所
で
、
現
在
は
妙
見
崎
灯
台

や
宿
泊
施
設
な
ど
が
建
っ
て
い
る
。

筑
前
国
絵
図
な
ど
に
は
、
遠
見
ノ
鼻

の
突
端
に
「
番
所
」
と
記
さ
れ
、
建
物

が
描
か
れ
て
い
る
（
写
真
２
）
。
ま
た
、

『
筑
前
国
続
風
土
記
拾
遺
』
（
以
下
、

「
拾
遺
」
と
い
う
）
の
「
岩
屋
浦
」
の
項

に
は
、「
境
内
に
遠
見
番
所　

灯
籠
堂

定
番
の
士
宅
二
区
有
」と
あ
る
。

　

岬
周
辺
を
踏
査
し
た
と
こ
ろ
、
妙
見
崎
灯
台
の
背
後
に
あ
る
四
阿
近
辺
の
地

表
に
近
世
の
も
の
と
思
わ
れ
る
瓦
片
が
い
く
つ
か
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た

（
写
真
３
）
。
海
岸
線
か
ら
二
十
ｍ
以
内
で
、
標
高
も
数
ｍ
で
あ
り
、
恒
久
施
設

を
置
く
に
は
や
や
条
件
が
厳
し
く
、
絵
図
で
は
さ
ら
に
陸
地
側
の
高
地
に
描
か

れ
て
い
る
よ
う
な
印
象
も
受
け
る
が
、
現
状
で
は
こ
こ
を
遠
見
番
所
の
跡
地
と

す
る
の
が
妥
当
と
考
え
て
い
る
。

（
二
）
地
島
遠
見
番
所

　

宗
像
市
の
地
島
の
遠
見
番
所
に
つ
い
て
は
、

 

「
拾
遺
」
に
「
泊
（
島
の
南
側
に

あ
る
集
落
）
の
艮
（
北
東
）
の
高
峰
頂
に
遠
見
番
所
有
。
常
に
異
国
舩
の
斥
候

に
備
ら
る
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
島
の
最
高
所
で
あ
る
遠
見
山
山
頂
（
標
高
一

八
六
ｍ
）
は
、
泊
集
落
の
北
北
西
に
あ
た
り
、
文
書
記
載
と
や
や
齟
齬
を
き
た

し
て
い
る
が
、「
遠
見
」
が
つ
い
た
山
の
名
称
や
地
元
の
伝
承
、
さ
ら
に
は
筑
前

国
絵
図
に
も
「
番
所
」
の
記
載
は
な
い
も
の
の
、
建
物
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
（
写
真
４
）
、
そ
こ
が
遠
見
番
所
が
置
か
れ
て
い
た
場
所
と
認
識
で
き
る
。

現
地
は
世
界
遺
産
・
沖
ノ
島
が
見
え
る
展
望
所
と
し
て
散
策
コ
ー
ス
の
一
角
と

も
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
展
望
所
の
周
囲
に
は
、
近
世
の
巴
文
軒
丸
瓦
を
含
む

多
く
の
瓦
片
が
散

布
し
て
い
る
（
写

真
５
）。
そ
の
瓦
が

分
布
す
る
展
望
所

と
な
っ
て
い
る
山

頂
は
、
一
辺
約
十

ｍ
弱
の
方
形
の
平

坦
面
と
な
っ
て
お

り
、
周
囲
に
も
人

工
的
に
造
成
さ
れ

た
テ
ラ
ス
面
も
確
認
で
き
る
（
図
２
）
。
さ
ら
に
は
そ
の
西
側
に
も
尾
根
地
形
に

沿
う
形
で
一
辺
十
～
二
十
ｍ
の
平
坦
面
二
面
が
造
成
さ
れ
て
い
て
、
石
垣
な
ど

も
所
々
に
築
か
れ
て
い
る
（
写
真
６
）
。
山
頂
の
南
東
側
に
も
細
い
造
成
面
が
斜

面
下
方
に
向
け
て
何
段
か
築
か
れ
て
い
る
が
、
畑
耕
作
地
な
ど
の
後
世
の
改
変

地
形
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
散
布
す
る
丸
瓦
は
コ
ビ
キ
Ｂ
技
法
（
鉄
線
挽

き
）
の
も
の
も
見
ら
れ
、
確
認
で
き
た
軒
丸
瓦
は
、
中
心
か
ら
外
へ
右
向
き
に

広
が
る
三
巴
文
に
十
二
個
の
珠
文
を
持
つ
近
世
通
有
の
瓦
当
文
様
の
も
の
で
あ

る
。
瓦
は
山
頂
部
の
方
形
平
坦
面
周
辺
以
外
に
は
ほ
と
ん
ど
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
ず
、
お
そ
ら
く
山
頂
部
の
方
形
平
坦
面
に
瓦
葺
の
番
所
小
屋
が
立
て
ら
れ

て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
三
）
大
島
遠
見
番
所

　

福
岡
県
最
大
の
島
で
あ
る
宗
像
市
の
大
島
に
所
在
す
る
遠
見
番
所
で
、
「
拾

遺
」
の
大
島
の
御
岳
神
社
の
項
に
、「
御
社
の
前
に
遠
見
番
所
有
。
國
君
よ
り
常

に
斥
候
を
置
て
、
異
国
舩
の
漂
流
に
備
へ
ら
る
」
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
島
内
最

高
所
の
御
岳
山
頂
（
標
高
二
一
四
ｍ
）
に
あ
る
御
嶽
神
社
の
前
に
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
現
在
、
神
社
の
前
は
道
路
や
展
望
台
に
よ
っ
て
大
き
く
改
変

さ
れ
て
お
り
、
詳
細
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
現
地
を
踏
査
し
た

と
こ
ろ
、
近
年
改
修
さ
れ
た
展
望
台
周
辺
の
地
表
に
時
期
不
明
な
が
ら
近
世
に

遡
る
可
能
性
の
あ
る
瓦
片
が
い
く
つ
か
確
認
さ
れ
た
（
写
真
７
）
。
御
嶽
神
社
の

背
後
に
も
、
現
在
の
社
殿
の
前
に
建
て
ら
れ
た
社
殿
に
葺
か
れ
て
い
た
瓦
が
大

量
に
散
布
し
て
い
る
が
、
こ
れ
と
は
明
ら
か
に
離
れ
て
お
り
、
ま
た
瓦
も
異
な

る
種
類
の
よ
う
で
あ
る
た
め
、
念
の
た
め
、
遠
見
番
所
に
関
連
す
る
遺
物
の
可

能
性
と
し
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　

ま
た
、
筑
前
国
絵
図
に
は
、
島
内
に
三
ヶ
所
も
の
番
所
の
建
物
が
描
か
れ
て

い
る
（
写
真
８
）
。
う
ち
最
も
南
側
に
位
置
す
る
一
ヶ
所
は
御
岳
山
頂
の
も
の
で

あ
る
。
そ
の
北
側
と
北
西
側
に
も
そ
れ
ぞ
れ
一
ヶ
所
ず
つ
番
所
が
描
か
れ
て
い

る
。
「
拾
遺
」
に
は
、「
嶋
の
北
壹
里
に
岩
瀬
と
い
ふ
所
有
。
卒
徒
の
番
宅
あ
り
。

又
嶋
の
西
壹
里
に
津
和
瀬
と
い
ふ
所
に
も
、
卒
徒
を
お
か
る
。
共
に
異
舩
の
漂

流
を
察
せ
し
め
ら
れ
る
」
と
あ
り
、
こ
れ
ら
の
番
所
を
指
し
て
い
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
も
現
地
踏
査
を
試
み
た
。
津
和
瀬
の
番
所
は
、

大
島
灯
台
か
ら
上
る
尾
根
筋
の
標
高
約
九
〇
ｍ
の
頂
部
と
想
定
さ
れ
る
が
、
そ

こ
は
厳
重
に
管
理
さ
れ
た
私
有
地
で
あ
り
、
現
地
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
ま
た
、
岩
瀬
の
番
所
は
、
近
代
以
降
の
大
島
砲
台
の
南
側
、
標
高
一

六
三
ｍ
の
三
角
点
の
あ
る
頂
部
と
想
定
さ
れ
る
が
、
そ
こ
は
大
島
砲
台
に
関
連

す
る
構
築
物
が
認
め
ら
れ
、
残
念
な
が
ら
遠
見
番
所
に
関
連
す
る
遺
構
、
遺
物

を
見
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
高
台
に
あ
る
と
も
限
ら
な
い
た
め
、
今
後
さ

ら
な
る
資
料
を
期
待
し
た
い
。

　

な
お
、
先
述
し
た
よ
う
に
『
黒
田
続
家
譜
』
に
は
正
保
二
年
（
あ
る
い
は
そ

れ
以
降
）
に
「
大
嶋
に
番
所
を
立
そ
へ
」
と
あ
り
、
こ
の
時
に
一
ヶ
所
で
あ
っ

た
も
の
が
複
数
箇
所
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、『
浦
嶋
遠
見
番
所

灯
篭
堂
急
用
丸
囲
上
屋
共
図
』
が
描
か
れ
た
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
に
は
大

島
番
所
は
一
ヶ
所
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
幕
末
期
に
は
一
ヶ
所
に
減
ら
さ

れ
て
い
る
か
、
い
わ
ゆ
る
番
士
宅
の
扱
い
に
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ

る
。

（
四
）
沖
ノ
島
遠
見
番
所

　

沖
ノ
島
の
遠
見
番
所
に
つ
い
て
は
、
筑
前
国
絵
図
に
島
の
南
西
麓
に
描
か
れ

て
お
り
（
写
真
９
）
、「
拾
遺
」
に
は
「
嶋
の
南
の
礒
に
嶋
番
の
宅
有
。
卒
徒
数

人
を
差
て
島
中
を
監
守
せ
し
め
ら
る
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
沖
ノ
島

の
港
付
近
に
あ
っ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
が
、
お
そ
ら
く
番
士

宅
の
こ
と
を
記
し
て
い
て
、
物

見
の
遠
見
番
所
の
記
載
で
は
な

く
、
い
わ
ゆ
る
遠
見
番
所
の
建

物
が
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
は

不
明
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

港
の
西
、
標
高
二
〇
ｍ
の
高
台

に
は
、
か
つ
て
正
三
位
社
が
あ

っ
て
、
見
晴
ら
し
の
良
い
平
坦

地
は
こ
こ
く
ら
い
し
か
見
当
た

ら
な
い
と
い
う
。
し
か
し
、
戦
後
に
崩
落
を
起
こ
し
た
た
め
、
現
在
は
旧
状
を

知
る
こ
と
は
難
し
い
。
近
世
の
採
集
遺
物
も
精
査
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
不
明

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
一
度
現
地
を
確
認
し
た
い
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
い

ま
だ
機
会
を
得
な
い
ま
ま
で
あ
る
。

（
五
）
相
島
遠
見
番
所
（
図
３
）

　

相
島
遠
見
番
所
は
、
相
島
の
最
高
所
で
西
端
に
位
置
す
る
高
山
山
頂
（
標
高

七
七
ｍ
）
に
位
置
す
る
。
現
在
、
相
島
灯
台
と
三
角
点
と
の
す
ぐ
横
に
「
物
見

櫓
」
と
呼
ば
れ
る
一
〇
ｍ
弱×

二
～
三
ｍ
、
高
さ
三
ｍ
ほ
ど
の
石
垣
で
築
か
れ

た
高
台
遺
構
が
残
さ
れ
て
い
る
（
写
真
10
）
。
天
端
の
石
垣
が
北
か
ら
南
へ
（
写

真
の
左
か
ら
右
へ
）
ス
ロ
ー
プ
状
に
上
っ
て
お
り
、
伝
承
の
と
お
り
「
物
見
台
」

だ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
近
辺
に
も
石
垣
が
確
認
で
き
る
。
た
だ
、
周
辺
一
帯

は
現
在
も
果
樹
園
や
畑
と
な
っ
て
お
り
、
後
世
の
改
変
が
な
さ
れ
て
い
る
可
能

性
が
高
く
、
す
べ
て
遠
見
番
所
に
関
連
す
る
遺
構
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
、
そ

の
識
別
は
非
常
に
難
し
い
。
し
か
し
、
「
物
見
櫓
」
の
北
側
に
は
一
辺
約
十
五

ｍ
の
石
垣
で
囲
ま
れ
た
方
形
区
画
が
あ
っ
て
、
江
戸
時
代
の
巴
文
軒
丸
瓦
や
近

世
陶
磁
が
散
布
し
て
お
り
（
写
真
11
）
、
こ
の
区
画
内
に
番
所
小
屋
が
置
か
れ

て
い
た
可
能
性
は
高
い
。
ま
た
さ
ら
に
北
側
に
も
不
自
然
な
盛
土
状
の
高
ま
り

な
ど
も
あ
り
、
番
所
と
の
関
連
を
窺
わ
せ
る
。

　

こ
の
相
島
遠
見
番
所
は
、
現
状
に
お
い
て
、
福
岡
藩
の
遠
見
番
所
の
中
で
も

か
な
り
遺
構
が
認
識
で
き
る
番
所
で
あ
ろ
う
。

（
六
）
玄
界
遠
見
番
所

　

博
多
湾
の
入
口
の
北
、
玄
界
島
（
福
岡
市
西
区
）
の
最
高
所
で
あ
る
遠
見
山

山
頂
（
標
高
二
一
八
ｍ
）
に
位
置
す
る
（
図
４
）
。
山
頂
部
に
は
、
一
辺
十
ｍ
弱

の
石
垣
で
囲
ま
れ
た
檀
状
の
方
形
区
画
（
図
中
Ａ
・
写
真
12
）
が
あ
り
、
そ
の

南
側
に
も
石
垣
で
囲
ま
れ
た
長
方
形
区
画
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
周
辺
に
も
石

垣
遺
構
が
多
数
確
認
で
き
る
が
、
近
年
ま
で
耕
作
し
て
い
た
痕
跡
も
あ
っ
て
、

ど
こ
ま
で
が
遠
見
番
所
に
関
わ
る
遺
構
か
を
確
認
す
る
の
は
難
し
い
。
し
か
し
、

山
頂
を
中
心
と
す
る
一
帯
に
は
、
近
世
の
瓦
が
大
量
に
集
積
し
て
お
り
（
写
真

13
）
、
中
に
は
福
岡
藩
黒
田
家
の
家
紋
で
あ
る
藤
巴
文
の
軒
丸
瓦
（
写
真
14―

１
）
や
そ
れ
と
セ
ッ
ト
に
な
る
と
思
わ
れ
る
「
今
宿
」
姓
の
ス
タ
ン
プ
が
押
さ

れ
た
藤
花
文
の
軒
平
瓦
（
写
真
14―

５
）
な
ど
も
確
認
で
き
る
。
こ
れ
ら
は
福

岡
城
な
ど
、
福
岡
藩
の
公
的
施
設
や
藩
が
寄
進
・
奉
納
し
た
寺
社
に
し
か
確
認

で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
福
岡
藩
の
公
的
施
設
で
あ
る
遠
見
番
所
に
用
い
ら
れ

た
瓦
と
考
え
て
差
し
支
え
な
い
。
さ
ら
に
は
、
慶
長
期
頃
ま
で
遡
る
可
能
性
の

あ
る
桐
文
軒
平
瓦
も
あ
り
（
写
真
14―

６
）
、
玄
界
遠
見
番
所
が
最
初
に
設
置 図３　相島遠見番所平面図（福岡県教育委員会 2017）
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は
じ
め
に

　

江
戸
時
代
は
、
天
下
泰
平
の
時
代
と
は
よ
く
言
う
も
の
の
、
本
当
に
そ
の
よ

う
な
穏
や
か
な
時
代
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
確
か
に
元
和
年
間
以
降
、
徳
川
政

権
に
よ
る
安
定
し
た
秩
序
の
下
に
政
権
運
営
が
な
さ
れ
た
の
は
周
知
の
事
実
で

あ
る
。「
世
の
中
が
治
ま
り
、
見
た
目
穏
や
か
な
様
」
と
い
う
意
味
で
は
、
江
戸

時
代
は
「
天
下
泰
平
」
の
時
代
と
い
え
よ
う
。

　

し
か
し
な
が
ら
、「
天
下
泰
平
」
に
は
「
何
の
心
配
事
も
な
く
、
の
ん
び
り
し

て
い
る
さ
ま
」
と
い
う
意
味
も
あ
り
、
必
ず
し
も
江
戸
時
代
は
そ
の
よ
う
な
悠

長
な
こ
と
を
言
っ
て
い
る
場
合
で
は
な
い
状
況
が
続
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

寛
永
十
四
年
（
一
六
三
七
）
に
勃
発
し
た
島
原
・
天
草
一
揆
を
何
と
か
鎮
圧

し
た
幕
府
は
、
こ
れ
以
上
キ
リ
シ
タ
ン
が
増
え
る
こ
と
を
恐
れ
、
さ
ら
な
る
禁

教
を
行
う
た
め
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
の
来
航
を
禁
じ
、
日
葡
関
係
は
最
悪
と
な
っ

た
。
幕
府
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
来
航
に
備
え
、
各
藩
に
遠
見
番
所
と
定
番
の
設
置
、

さ
ら
に
は
番
船
に
よ
る
巡
視
を
義
務
付
け
た
。
そ
の
後
、
中
国
・
オ
ラ
ン
ダ
の

密
貿
易
船
を
取
り
締
ま
る
意
味
合
い
も
加
わ
り
、
幕
末
に
至
る
と
ロ
シ
ア
・
ア

メ
リ
カ
な
ど
の
異
国
船
を
監
視
す
る
と
い
う
役
割
も
出
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、

江
戸
時
代
を
通
じ
、
遠
見
番
に
よ
る
沿
岸
警
備
が
続
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
福

岡
藩
に
お
い
て
も
『
黒
田
続
家
譜
』
に
よ
る
と
、
寛
永
十
七
年
に
領
内
沿
岸
部

に
遠
見
番
所
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
少
な
く
と
も
幕
末
の
嘉
永
年
間
ま
で
は
存

続
し
て
い
た
。

　

福
岡
県
教
育
委
員
会
に
お
い
て
実
施
し
た
福
岡
県
中
近
世
城
館
遺
跡
等
詳
細

分
布
調
査
で
は
、
遠
見
番
所
を
は
じ
め
と
し
て
、
烽
火
台
、
台
場
な
ど
の
近
世

の
海
防
施
設
も
そ
の
対
象
と
し
、
現
地
調
査
や
文
献
調
査
の
成
果
を
踏
ま
え
、

福
岡
県
内
に
お
け
る
概
要
を
報
告
し
た
（
福
岡
県
教
育
委
員
会 

二
〇
一
七
）
。

ま
た
、
そ
の
成
果
を
公
表
し
た
展
覧
会
「
幕
末
の
城―

近
世
の
沿
岸
警
備
と
幕

末
期
城
郭―

」
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
分
布
調
査
に
お
い
て
調
査
し
き
れ
な

か
っ
た
玄
界
遠
見
番
所
な
ど
、
新
た
な
成
果
を
盛
り
込
ん
だ
（
九
州
歴
史
資
料

館 

二
〇
一
八
）
。

こ
れ
ま
で
文
献
上
で
し
か
認
識
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
遠
見

番
所
が
、
考
古
学
的
な
遺
跡
と
し
て
よ
う
や
く
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

宗
像
市
に
お
い
て
も
、
大
島
と
地
島
に
福
岡
藩
の
遠
見
番
所
が
置
か
れ
て
い

た
た
め
、
宗
像
市
の
歴
史
を
考
え
る
上
で
も
非
常
に
重
要
な
要
素
と
と
ら
え
、

本
稿
で
は
宗
像
市
内
に
所
在
す
る
遠
見
番
所
を
は
じ
め
、
福
岡
藩
の
遠
見
番
所

に
つ
い
て
概
要
を
報
告
し
、
福
岡
藩
に
お
け
る
沿
岸
警
備
に
つ
い
て
若
干
の
考

察
を
加
え
る
こ
と
と
し
た
い
。

一
、
福
岡
藩
の
遠
見
番
所

　

先
述
し
た
と
お
り
、
福
岡
藩
に
遠
見
番
所
が
設
置
さ
れ
た
の
は
、
寛
永
十
七

年
で
あ
る
。
『
黒
田
続
家
譜
』
に
は
、

　

此
時
よ
り
九
州
海
嶋
々
に
番
所
を
立
て
、
異
船
が
来
る
を
う
か
が
ひ
望
ま
し

め
ら
れ
る
。
こ
れ
に
依
て
筑
前
の
内
に
も
姫
島
・
西
浦
・
相
島
・
大
嶋
・
岩

屋
右
五
ヶ
所
、
両
使
の
見
立
に
て
番
所
を
構
へ
ら
れ
、
定
番
の
士
を
遣
し
、

足
軽
を
差
添
を
か
る
。
右
之
外
地
嶋
に
も
定
番
を
か
る
。
於
呂
島
・
白
嶋
・

沖
嶋
に
も
番
船
を
つ
か
ハ
し
て
、
毎
日
巡
見
せ
し
め
ら
れ
る
。
又
嶋
々
定
番

の
外
に
も
家
老
・
中
老
の
家
人
馬
乗
分
の
者
を
加
番
と
し
て
差
遣
し
、
其
上

に
四
月
よ
り
九
月
ま
て
の
間
ハ
、
大
身
の
士
を
毎
月
三
度
宛
差
出
さ
れ
、
海

上
を
乗
廻
り
嶋
々
を
見
せ
し
め
ら
れ
る
。

と
記
す
。
す
な
わ
ち
、
寛
永
年
間
に
姫
島
（
糸
島
市
）
、
西
ノ
浦
（
福
岡
市
西
区
）
、

相
島
（
新
宮
町
）
、
大
島
（
宗
像
市
）
、
岩
屋
（
北
九
州
市
若
松
区
）
の
五
ヶ
所

が
設
置
、
後
、
正
保
二
年
（
一
六
四
五
）
に
西
ノ
浦
の
番
所
を
玄
界
島
（
福
岡

市
西
区
）
に
移
し
、
さ
ら
に
芥
屋
（
糸
島
市
）
、
脇
ノ
浦
（
北
九
州
市
若
松
区
）
、

沖
ノ
島
（
宗
像
市
）
に
も
設
置
、
大
島
に
も
立
て
添
え
た
（
増
設
し
た
）
こ
と

が
わ
か
る
。

 

ま
た
、
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
に
書
か
れ
た
『
浦
嶋
遠
見
番
所
灯
篭
堂
急

用
丸
囲
上
屋
共
図
』（
林
（
美
）
文
書
・
九
州
歴
史
資
料
館
所
蔵
）
に
は
、
改
修

さ
れ
た
遠
見
番
所
に
用
い
ら
れ
た
資
材
が
、
建
物
図
面
と
共
に
書
か
れ
て
お
り
、

そ
こ
に
は
こ
れ
ま
で
に
登
場
し
た
相
島
（
藍
嶋
）
、
大
島
（
大
嶋
）
、
岩
屋
、
玄

界
、
姫
島
（
姫
嶋
）
、
芥
屋
、
脇
浦
に
加
え
、
地
島
（
宗
像
市
）
、
小
田
崎
（
北

九
州
市
若
松
区
）
、
名
古
屋
崎
（
北
九
州
市
戸
畑
区
）
の
合
計
十
ヶ
所
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
（
写
真
１
）
。

　

よ
っ
て
、
福
岡
藩
の
遠
見
番
所
は
、
『
浦
嶋
遠
見
番
所
灯
篭
堂
急
用
丸
囲
上

屋
共
図
』
に
掲
載
さ
れ
た
十
ヶ
所
に
加
え
、
西
ノ
浦
、
沖
ノ
島
の
二
ヶ
所
、
さ

ら
に
は
正
保
の
筑
前
国
絵
図
等
に
は
小
呂
島
に
も
遠
見
番
所
が
描
か
れ
て
お

り
、
こ
れ
ら
を
合
わ
せ
る
と
、
合
計
十
三
ヶ
所
で
あ
る
（
図
１
）
。

二
、
遠
見
番
所
の
現
況

　

福
岡
藩
が
設
置
し
た
遠
見
番
所
の
う
ち
、
分
布
調
査
や
そ
の
後
の
調
査
に
お

い
て
、
筆
者
は
沖
ノ
島
、
小
呂
島
、
西
ノ
浦
と
、
港
湾
開
発
に
よ
り
消
滅
し
た

も
の
以
外
に
つ
い
て
は
、
現
地
を
全
て
確
認
し
た
。

　

現
地
に
て
遺
構
・
遺
物
が
確
認
で
き
な
か
っ
た
、
あ
る
い
は
も
う
で
き
な
い

で
あ
ろ
う
も
の
に
つ
い
て
、
以
下
に
列
挙
す
る
。

　

名
古
屋
崎
遠
見
番
所
は
、
名
古
屋
崎
の
岬
自
体
が
新
日
鉄
の
工
業
地
帯
と
な

っ
て
お
り
、
全
く
消
滅
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
小
田
崎
遠
見
番
所

は
、
小
田
崎
の
旧
地
形
は
残
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
近
代
以
降
の
高
射
砲
台
跡

な
ど
が
築
か
れ
た
た
め
か
、
遠
見
番
所
に
関
わ
る
遺
構
や
遺
物
を
確
認
す
る
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
。
脇
ノ
浦
遠
見
番
所
に
つ
い
て
も
、
同
様
に
、
現
地
に
遠

見
番
所
に
関
わ
る
地
物
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

　

た
だ
、
こ
れ
ら
以
外
の
遠
見
番
所
に
つ
い
て
は
現
地
に
は
何
ら
か
の
遺
構
あ

る
い
は
遺
物
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
ら
の
状
況
に
つ
い
て
、
以
下

に
述
べ
て
い
き
た
い
。

（
一
）
岩
屋
遠
見
番
所

　

岩
屋
遠
見
番
所
は
、
若
松
半
島
の
西
、
北
九
州
市
若
松
区
有
毛
の
響
灘
に
突

き
出
た
遠
見
ノ
鼻
（
妙
見
崎
）
に
あ

っ
た
番
所
で
、
現
在
は
妙
見
崎
灯
台

や
宿
泊
施
設
な
ど
が
建
っ
て
い
る
。

筑
前
国
絵
図
な
ど
に
は
、
遠
見
ノ
鼻

の
突
端
に
「
番
所
」
と
記
さ
れ
、
建
物

が
描
か
れ
て
い
る
（
写
真
２
）
。
ま
た
、

『
筑
前
国
続
風
土
記
拾
遺
』
（
以
下
、

「
拾
遺
」
と
い
う
）
の
「
岩
屋
浦
」
の
項

に
は
、「
境
内
に
遠
見
番
所　

灯
籠
堂

定
番
の
士
宅
二
区
有
」と
あ
る
。

　

岬
周
辺
を
踏
査
し
た
と
こ
ろ
、
妙
見
崎
灯
台
の
背
後
に
あ
る
四
阿
近
辺
の
地

表
に
近
世
の
も
の
と
思
わ
れ
る
瓦
片
が
い
く
つ
か
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た

（
写
真
３
）
。
海
岸
線
か
ら
二
十
ｍ
以
内
で
、
標
高
も
数
ｍ
で
あ
り
、
恒
久
施
設

を
置
く
に
は
や
や
条
件
が
厳
し
く
、
絵
図
で
は
さ
ら
に
陸
地
側
の
高
地
に
描
か

れ
て
い
る
よ
う
な
印
象
も
受
け
る
が
、
現
状
で
は
こ
こ
を
遠
見
番
所
の
跡
地
と

す
る
の
が
妥
当
と
考
え
て
い
る
。

（
二
）
地
島
遠
見
番
所

　

宗
像
市
の
地
島
の
遠
見
番
所
に
つ
い
て
は
、

 

「
拾
遺
」
に
「
泊
（
島
の
南
側
に

あ
る
集
落
）
の
艮
（
北
東
）
の
高
峰
頂
に
遠
見
番
所
有
。
常
に
異
国
舩
の
斥
候

に
備
ら
る
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
島
の
最
高
所
で
あ
る
遠
見
山
山
頂
（
標
高
一

八
六
ｍ
）
は
、
泊
集
落
の
北
北
西
に
あ
た
り
、
文
書
記
載
と
や
や
齟
齬
を
き
た

し
て
い
る
が
、「
遠
見
」
が
つ
い
た
山
の
名
称
や
地
元
の
伝
承
、
さ
ら
に
は
筑
前

国
絵
図
に
も
「
番
所
」
の
記
載
は
な
い
も
の
の
、
建
物
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
（
写
真
４
）
、
そ
こ
が
遠
見
番
所
が
置
か
れ
て
い
た
場
所
と
認
識
で
き
る
。

現
地
は
世
界
遺
産
・
沖
ノ
島
が
見
え
る
展
望
所
と
し
て
散
策
コ
ー
ス
の
一
角
と

も
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
展
望
所
の
周
囲
に
は
、
近
世
の
巴
文
軒
丸
瓦
を
含
む

多
く
の
瓦
片
が
散

布
し
て
い
る
（
写

真
５
）。
そ
の
瓦
が

分
布
す
る
展
望
所

と
な
っ
て
い
る
山

頂
は
、
一
辺
約
十

ｍ
弱
の
方
形
の
平

坦
面
と
な
っ
て
お

り
、
周
囲
に
も
人

工
的
に
造
成
さ
れ

た
テ
ラ
ス
面
も
確
認
で
き
る
（
図
２
）
。
さ
ら
に
は
そ
の
西
側
に
も
尾
根
地
形
に

沿
う
形
で
一
辺
十
～
二
十
ｍ
の
平
坦
面
二
面
が
造
成
さ
れ
て
い
て
、
石
垣
な
ど

も
所
々
に
築
か
れ
て
い
る
（
写
真
６
）
。
山
頂
の
南
東
側
に
も
細
い
造
成
面
が
斜

面
下
方
に
向
け
て
何
段
か
築
か
れ
て
い
る
が
、
畑
耕
作
地
な
ど
の
後
世
の
改
変

地
形
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
散
布
す
る
丸
瓦
は
コ
ビ
キ
Ｂ
技
法
（
鉄
線
挽

き
）
の
も
の
も
見
ら
れ
、
確
認
で
き
た
軒
丸
瓦
は
、
中
心
か
ら
外
へ
右
向
き
に

広
が
る
三
巴
文
に
十
二
個
の
珠
文
を
持
つ
近
世
通
有
の
瓦
当
文
様
の
も
の
で
あ

る
。
瓦
は
山
頂
部
の
方
形
平
坦
面
周
辺
以
外
に
は
ほ
と
ん
ど
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
ず
、
お
そ
ら
く
山
頂
部
の
方
形
平
坦
面
に
瓦
葺
の
番
所
小
屋
が
立
て
ら
れ

て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
三
）
大
島
遠
見
番
所

　

福
岡
県
最
大
の
島
で
あ
る
宗
像
市
の
大
島
に
所
在
す
る
遠
見
番
所
で
、
「
拾

遺
」
の
大
島
の
御
岳
神
社
の
項
に
、「
御
社
の
前
に
遠
見
番
所
有
。
國
君
よ
り
常

に
斥
候
を
置
て
、
異
国
舩
の
漂
流
に
備
へ
ら
る
」
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
島
内
最

高
所
の
御
岳
山
頂
（
標
高
二
一
四
ｍ
）
に
あ
る
御
嶽
神
社
の
前
に
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
現
在
、
神
社
の
前
は
道
路
や
展
望
台
に
よ
っ
て
大
き
く
改
変

さ
れ
て
お
り
、
詳
細
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
現
地
を
踏
査
し
た

と
こ
ろ
、
近
年
改
修
さ
れ
た
展
望
台
周
辺
の
地
表
に
時
期
不
明
な
が
ら
近
世
に

遡
る
可
能
性
の
あ
る
瓦
片
が
い
く
つ
か
確
認
さ
れ
た
（
写
真
７
）
。
御
嶽
神
社
の

背
後
に
も
、
現
在
の
社
殿
の
前
に
建
て
ら
れ
た
社
殿
に
葺
か
れ
て
い
た
瓦
が
大

量
に
散
布
し
て
い
る
が
、
こ
れ
と
は
明
ら
か
に
離
れ
て
お
り
、
ま
た
瓦
も
異
な

る
種
類
の
よ
う
で
あ
る
た
め
、
念
の
た
め
、
遠
見
番
所
に
関
連
す
る
遺
物
の
可

能
性
と
し
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　

ま
た
、
筑
前
国
絵
図
に
は
、
島
内
に
三
ヶ
所
も
の
番
所
の
建
物
が
描
か
れ
て

い
る
（
写
真
８
）
。
う
ち
最
も
南
側
に
位
置
す
る
一
ヶ
所
は
御
岳
山
頂
の
も
の
で

あ
る
。
そ
の
北
側
と
北
西
側
に
も
そ
れ
ぞ
れ
一
ヶ
所
ず
つ
番
所
が
描
か
れ
て
い

る
。
「
拾
遺
」
に
は
、「
嶋
の
北
壹
里
に
岩
瀬
と
い
ふ
所
有
。
卒
徒
の
番
宅
あ
り
。

又
嶋
の
西
壹
里
に
津
和
瀬
と
い
ふ
所
に
も
、
卒
徒
を
お
か
る
。
共
に
異
舩
の
漂

流
を
察
せ
し
め
ら
れ
る
」
と
あ
り
、
こ
れ
ら
の
番
所
を
指
し
て
い
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
も
現
地
踏
査
を
試
み
た
。
津
和
瀬
の
番
所
は
、

大
島
灯
台
か
ら
上
る
尾
根
筋
の
標
高
約
九
〇
ｍ
の
頂
部
と
想
定
さ
れ
る
が
、
そ

こ
は
厳
重
に
管
理
さ
れ
た
私
有
地
で
あ
り
、
現
地
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
ま
た
、
岩
瀬
の
番
所
は
、
近
代
以
降
の
大
島
砲
台
の
南
側
、
標
高
一

六
三
ｍ
の
三
角
点
の
あ
る
頂
部
と
想
定
さ
れ
る
が
、
そ
こ
は
大
島
砲
台
に
関
連

す
る
構
築
物
が
認
め
ら
れ
、
残
念
な
が
ら
遠
見
番
所
に
関
連
す
る
遺
構
、
遺
物

を
見
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
高
台
に
あ
る
と
も
限
ら
な
い
た
め
、
今
後
さ

ら
な
る
資
料
を
期
待
し
た
い
。

　

な
お
、
先
述
し
た
よ
う
に
『
黒
田
続
家
譜
』
に
は
正
保
二
年
（
あ
る
い
は
そ

れ
以
降
）
に
「
大
嶋
に
番
所
を
立
そ
へ
」
と
あ
り
、
こ
の
時
に
一
ヶ
所
で
あ
っ

た
も
の
が
複
数
箇
所
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、『
浦
嶋
遠
見
番
所

灯
篭
堂
急
用
丸
囲
上
屋
共
図
』
が
描
か
れ
た
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
に
は
大

島
番
所
は
一
ヶ
所
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
幕
末
期
に
は
一
ヶ
所
に
減
ら
さ

れ
て
い
る
か
、
い
わ
ゆ
る
番
士
宅
の
扱
い
に
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ

る
。

（
四
）
沖
ノ
島
遠
見
番
所

　

沖
ノ
島
の
遠
見
番
所
に
つ
い
て
は
、
筑
前
国
絵
図
に
島
の
南
西
麓
に
描
か
れ

て
お
り
（
写
真
９
）
、「
拾
遺
」
に
は
「
嶋
の
南
の
礒
に
嶋
番
の
宅
有
。
卒
徒
数

人
を
差
て
島
中
を
監
守
せ
し
め
ら
る
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
沖
ノ
島

の
港
付
近
に
あ
っ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
が
、
お
そ
ら
く
番
士

宅
の
こ
と
を
記
し
て
い
て
、
物

見
の
遠
見
番
所
の
記
載
で
は
な

く
、
い
わ
ゆ
る
遠
見
番
所
の
建

物
が
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
は

不
明
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

港
の
西
、
標
高
二
〇
ｍ
の
高
台

に
は
、
か
つ
て
正
三
位
社
が
あ

っ
て
、
見
晴
ら
し
の
良
い
平
坦

地
は
こ
こ
く
ら
い
し
か
見
当
た

ら
な
い
と
い
う
。
し
か
し
、
戦
後
に
崩
落
を
起
こ
し
た
た
め
、
現
在
は
旧
状
を

知
る
こ
と
は
難
し
い
。
近
世
の
採
集
遺
物
も
精
査
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
不
明

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
一
度
現
地
を
確
認
し
た
い
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
い

ま
だ
機
会
を
得
な
い
ま
ま
で
あ
る
。

（
五
）
相
島
遠
見
番
所
（
図
３
）

　

相
島
遠
見
番
所
は
、
相
島
の
最
高
所
で
西
端
に
位
置
す
る
高
山
山
頂
（
標
高

七
七
ｍ
）
に
位
置
す
る
。
現
在
、
相
島
灯
台
と
三
角
点
と
の
す
ぐ
横
に
「
物
見

櫓
」
と
呼
ば
れ
る
一
〇
ｍ
弱×

二
～
三
ｍ
、
高
さ
三
ｍ
ほ
ど
の
石
垣
で
築
か
れ

た
高
台
遺
構
が
残
さ
れ
て
い
る
（
写
真
10
）
。
天
端
の
石
垣
が
北
か
ら
南
へ
（
写

真
の
左
か
ら
右
へ
）
ス
ロ
ー
プ
状
に
上
っ
て
お
り
、
伝
承
の
と
お
り
「
物
見
台
」

だ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
近
辺
に
も
石
垣
が
確
認
で
き
る
。
た
だ
、
周
辺
一
帯

は
現
在
も
果
樹
園
や
畑
と
な
っ
て
お
り
、
後
世
の
改
変
が
な
さ
れ
て
い
る
可
能

性
が
高
く
、
す
べ
て
遠
見
番
所
に
関
連
す
る
遺
構
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
、
そ

の
識
別
は
非
常
に
難
し
い
。
し
か
し
、
「
物
見
櫓
」
の
北
側
に
は
一
辺
約
十
五

ｍ
の
石
垣
で
囲
ま
れ
た
方
形
区
画
が
あ
っ
て
、
江
戸
時
代
の
巴
文
軒
丸
瓦
や
近

世
陶
磁
が
散
布
し
て
お
り
（
写
真
11
）
、
こ
の
区
画
内
に
番
所
小
屋
が
置
か
れ

て
い
た
可
能
性
は
高
い
。
ま
た
さ
ら
に
北
側
に
も
不
自
然
な
盛
土
状
の
高
ま
り

な
ど
も
あ
り
、
番
所
と
の
関
連
を
窺
わ
せ
る
。

　

こ
の
相
島
遠
見
番
所
は
、
現
状
に
お
い
て
、
福
岡
藩
の
遠
見
番
所
の
中
で
も

か
な
り
遺
構
が
認
識
で
き
る
番
所
で
あ
ろ
う
。

（
六
）
玄
界
遠
見
番
所

　

博
多
湾
の
入
口
の
北
、
玄
界
島
（
福
岡
市
西
区
）
の
最
高
所
で
あ
る
遠
見
山

山
頂
（
標
高
二
一
八
ｍ
）
に
位
置
す
る
（
図
４
）
。
山
頂
部
に
は
、
一
辺
十
ｍ
弱

の
石
垣
で
囲
ま
れ
た
檀
状
の
方
形
区
画
（
図
中
Ａ
・
写
真
12
）
が
あ
り
、
そ
の

南
側
に
も
石
垣
で
囲
ま
れ
た
長
方
形
区
画
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
周
辺
に
も
石

垣
遺
構
が
多
数
確
認
で
き
る
が
、
近
年
ま
で
耕
作
し
て
い
た
痕
跡
も
あ
っ
て
、

ど
こ
ま
で
が
遠
見
番
所
に
関
わ
る
遺
構
か
を
確
認
す
る
の
は
難
し
い
。
し
か
し
、

山
頂
を
中
心
と
す
る
一
帯
に
は
、
近
世
の
瓦
が
大
量
に
集
積
し
て
お
り
（
写
真

13
）
、
中
に
は
福
岡
藩
黒
田
家
の
家
紋
で
あ
る
藤
巴
文
の
軒
丸
瓦
（
写
真
14―

１
）
や
そ
れ
と
セ
ッ
ト
に
な
る
と
思
わ
れ
る
「
今
宿
」
姓
の
ス
タ
ン
プ
が
押
さ

れ
た
藤
花
文
の
軒
平
瓦
（
写
真
14―

５
）
な
ど
も
確
認
で
き
る
。
こ
れ
ら
は
福

岡
城
な
ど
、
福
岡
藩
の
公
的
施
設
や
藩
が
寄
進
・
奉
納
し
た
寺
社
に
し
か
確
認

で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
福
岡
藩
の
公
的
施
設
で
あ
る
遠
見
番
所
に
用
い
ら
れ

た
瓦
と
考
え
て
差
し
支
え
な
い
。
さ
ら
に
は
、
慶
長
期
頃
ま
で
遡
る
可
能
性
の

あ
る
桐
文
軒
平
瓦
も
あ
り
（
写
真
14―

６
）
、
玄
界
遠
見
番
所
が
最
初
に
設
置

写真 10　相島遠見番所の「物見櫓」の石垣

写真 11　相島遠見番所に散布する

　　　　 瓦・陶磁器

写真 12　玄界遠見番所跡の方形石垣区画

写真 13　玄界遠見番所跡の瓦散布状況

（
４
）



10

は
じ
め
に

　

江
戸
時
代
は
、
天
下
泰
平
の
時
代
と
は
よ
く
言
う
も
の
の
、
本
当
に
そ
の
よ

う
な
穏
や
か
な
時
代
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
確
か
に
元
和
年
間
以
降
、
徳
川
政

権
に
よ
る
安
定
し
た
秩
序
の
下
に
政
権
運
営
が
な
さ
れ
た
の
は
周
知
の
事
実
で

あ
る
。「
世
の
中
が
治
ま
り
、
見
た
目
穏
や
か
な
様
」
と
い
う
意
味
で
は
、
江
戸

時
代
は
「
天
下
泰
平
」
の
時
代
と
い
え
よ
う
。

　

し
か
し
な
が
ら
、「
天
下
泰
平
」
に
は
「
何
の
心
配
事
も
な
く
、
の
ん
び
り
し

て
い
る
さ
ま
」
と
い
う
意
味
も
あ
り
、
必
ず
し
も
江
戸
時
代
は
そ
の
よ
う
な
悠

長
な
こ
と
を
言
っ
て
い
る
場
合
で
は
な
い
状
況
が
続
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

寛
永
十
四
年
（
一
六
三
七
）
に
勃
発
し
た
島
原
・
天
草
一
揆
を
何
と
か
鎮
圧

し
た
幕
府
は
、
こ
れ
以
上
キ
リ
シ
タ
ン
が
増
え
る
こ
と
を
恐
れ
、
さ
ら
な
る
禁

教
を
行
う
た
め
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
の
来
航
を
禁
じ
、
日
葡
関
係
は
最
悪
と
な
っ

た
。
幕
府
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
来
航
に
備
え
、
各
藩
に
遠
見
番
所
と
定
番
の
設
置
、

さ
ら
に
は
番
船
に
よ
る
巡
視
を
義
務
付
け
た
。
そ
の
後
、
中
国
・
オ
ラ
ン
ダ
の

密
貿
易
船
を
取
り
締
ま
る
意
味
合
い
も
加
わ
り
、
幕
末
に
至
る
と
ロ
シ
ア
・
ア

メ
リ
カ
な
ど
の
異
国
船
を
監
視
す
る
と
い
う
役
割
も
出
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、

江
戸
時
代
を
通
じ
、
遠
見
番
に
よ
る
沿
岸
警
備
が
続
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
福

岡
藩
に
お
い
て
も
『
黒
田
続
家
譜
』
に
よ
る
と
、
寛
永
十
七
年
に
領
内
沿
岸
部

に
遠
見
番
所
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
少
な
く
と
も
幕
末
の
嘉
永
年
間
ま
で
は
存

続
し
て
い
た
。

　

福
岡
県
教
育
委
員
会
に
お
い
て
実
施
し
た
福
岡
県
中
近
世
城
館
遺
跡
等
詳
細

分
布
調
査
で
は
、
遠
見
番
所
を
は
じ
め
と
し
て
、
烽
火
台
、
台
場
な
ど
の
近
世

の
海
防
施
設
も
そ
の
対
象
と
し
、
現
地
調
査
や
文
献
調
査
の
成
果
を
踏
ま
え
、

福
岡
県
内
に
お
け
る
概
要
を
報
告
し
た
（
福
岡
県
教
育
委
員
会 

二
〇
一
七
）
。

ま
た
、
そ
の
成
果
を
公
表
し
た
展
覧
会
「
幕
末
の
城―

近
世
の
沿
岸
警
備
と
幕

末
期
城
郭―

」
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
分
布
調
査
に
お
い
て
調
査
し
き
れ
な

か
っ
た
玄
界
遠
見
番
所
な
ど
、
新
た
な
成
果
を
盛
り
込
ん
だ
（
九
州
歴
史
資
料

館 

二
〇
一
八
）
。

こ
れ
ま
で
文
献
上
で
し
か
認
識
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
遠
見

番
所
が
、
考
古
学
的
な
遺
跡
と
し
て
よ
う
や
く
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

宗
像
市
に
お
い
て
も
、
大
島
と
地
島
に
福
岡
藩
の
遠
見
番
所
が
置
か
れ
て
い

た
た
め
、
宗
像
市
の
歴
史
を
考
え
る
上
で
も
非
常
に
重
要
な
要
素
と
と
ら
え
、

本
稿
で
は
宗
像
市
内
に
所
在
す
る
遠
見
番
所
を
は
じ
め
、
福
岡
藩
の
遠
見
番
所

に
つ
い
て
概
要
を
報
告
し
、
福
岡
藩
に
お
け
る
沿
岸
警
備
に
つ
い
て
若
干
の
考

察
を
加
え
る
こ
と
と
し
た
い
。

一
、
福
岡
藩
の
遠
見
番
所

　

先
述
し
た
と
お
り
、
福
岡
藩
に
遠
見
番
所
が
設
置
さ
れ
た
の
は
、
寛
永
十
七

年
で
あ
る
。
『
黒
田
続
家
譜
』
に
は
、

　

此
時
よ
り
九
州
海
嶋
々
に
番
所
を
立
て
、
異
船
が
来
る
を
う
か
が
ひ
望
ま
し

め
ら
れ
る
。
こ
れ
に
依
て
筑
前
の
内
に
も
姫
島
・
西
浦
・
相
島
・
大
嶋
・
岩

屋
右
五
ヶ
所
、
両
使
の
見
立
に
て
番
所
を
構
へ
ら
れ
、
定
番
の
士
を
遣
し
、

足
軽
を
差
添
を
か
る
。
右
之
外
地
嶋
に
も
定
番
を
か
る
。
於
呂
島
・
白
嶋
・

沖
嶋
に
も
番
船
を
つ
か
ハ
し
て
、
毎
日
巡
見
せ
し
め
ら
れ
る
。
又
嶋
々
定
番

の
外
に
も
家
老
・
中
老
の
家
人
馬
乗
分
の
者
を
加
番
と
し
て
差
遣
し
、
其
上

に
四
月
よ
り
九
月
ま
て
の
間
ハ
、
大
身
の
士
を
毎
月
三
度
宛
差
出
さ
れ
、
海

上
を
乗
廻
り
嶋
々
を
見
せ
し
め
ら
れ
る
。

と
記
す
。
す
な
わ
ち
、
寛
永
年
間
に
姫
島
（
糸
島
市
）
、
西
ノ
浦
（
福
岡
市
西
区
）
、

相
島
（
新
宮
町
）
、
大
島
（
宗
像
市
）
、
岩
屋
（
北
九
州
市
若
松
区
）
の
五
ヶ
所

が
設
置
、
後
、
正
保
二
年
（
一
六
四
五
）
に
西
ノ
浦
の
番
所
を
玄
界
島
（
福
岡

市
西
区
）
に
移
し
、
さ
ら
に
芥
屋
（
糸
島
市
）
、
脇
ノ
浦
（
北
九
州
市
若
松
区
）
、

沖
ノ
島
（
宗
像
市
）
に
も
設
置
、
大
島
に
も
立
て
添
え
た
（
増
設
し
た
）
こ
と

が
わ
か
る
。

 

ま
た
、
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
に
書
か
れ
た
『
浦
嶋
遠
見
番
所
灯
篭
堂
急

用
丸
囲
上
屋
共
図
』（
林
（
美
）
文
書
・
九
州
歴
史
資
料
館
所
蔵
）
に
は
、
改
修

さ
れ
た
遠
見
番
所
に
用
い
ら
れ
た
資
材
が
、
建
物
図
面
と
共
に
書
か
れ
て
お
り
、

そ
こ
に
は
こ
れ
ま
で
に
登
場
し
た
相
島
（
藍
嶋
）
、
大
島
（
大
嶋
）
、
岩
屋
、
玄

界
、
姫
島
（
姫
嶋
）
、
芥
屋
、
脇
浦
に
加
え
、
地
島
（
宗
像
市
）
、
小
田
崎
（
北

九
州
市
若
松
区
）
、
名
古
屋
崎
（
北
九
州
市
戸
畑
区
）
の
合
計
十
ヶ
所
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
（
写
真
１
）
。

　

よ
っ
て
、
福
岡
藩
の
遠
見
番
所
は
、
『
浦
嶋
遠
見
番
所
灯
篭
堂
急
用
丸
囲
上

屋
共
図
』
に
掲
載
さ
れ
た
十
ヶ
所
に
加
え
、
西
ノ
浦
、
沖
ノ
島
の
二
ヶ
所
、
さ

ら
に
は
正
保
の
筑
前
国
絵
図
等
に
は
小
呂
島
に
も
遠
見
番
所
が
描
か
れ
て
お

り
、
こ
れ
ら
を
合
わ
せ
る
と
、
合
計
十
三
ヶ
所
で
あ
る
（
図
１
）
。

二
、
遠
見
番
所
の
現
況

　

福
岡
藩
が
設
置
し
た
遠
見
番
所
の
う
ち
、
分
布
調
査
や
そ
の
後
の
調
査
に
お

い
て
、
筆
者
は
沖
ノ
島
、
小
呂
島
、
西
ノ
浦
と
、
港
湾
開
発
に
よ
り
消
滅
し
た

も
の
以
外
に
つ
い
て
は
、
現
地
を
全
て
確
認
し
た
。

　

現
地
に
て
遺
構
・
遺
物
が
確
認
で
き
な
か
っ
た
、
あ
る
い
は
も
う
で
き
な
い

で
あ
ろ
う
も
の
に
つ
い
て
、
以
下
に
列
挙
す
る
。

　

名
古
屋
崎
遠
見
番
所
は
、
名
古
屋
崎
の
岬
自
体
が
新
日
鉄
の
工
業
地
帯
と
な

っ
て
お
り
、
全
く
消
滅
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
小
田
崎
遠
見
番
所

は
、
小
田
崎
の
旧
地
形
は
残
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
近
代
以
降
の
高
射
砲
台
跡

な
ど
が
築
か
れ
た
た
め
か
、
遠
見
番
所
に
関
わ
る
遺
構
や
遺
物
を
確
認
す
る
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
。
脇
ノ
浦
遠
見
番
所
に
つ
い
て
も
、
同
様
に
、
現
地
に
遠

見
番
所
に
関
わ
る
地
物
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

　

た
だ
、
こ
れ
ら
以
外
の
遠
見
番
所
に
つ
い
て
は
現
地
に
は
何
ら
か
の
遺
構
あ

る
い
は
遺
物
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
ら
の
状
況
に
つ
い
て
、
以
下

に
述
べ
て
い
き
た
い
。

（
一
）
岩
屋
遠
見
番
所

　

岩
屋
遠
見
番
所
は
、
若
松
半
島
の
西
、
北
九
州
市
若
松
区
有
毛
の
響
灘
に
突

き
出
た
遠
見
ノ
鼻
（
妙
見
崎
）
に
あ

っ
た
番
所
で
、
現
在
は
妙
見
崎
灯
台

や
宿
泊
施
設
な
ど
が
建
っ
て
い
る
。

筑
前
国
絵
図
な
ど
に
は
、
遠
見
ノ
鼻

の
突
端
に
「
番
所
」
と
記
さ
れ
、
建
物

が
描
か
れ
て
い
る
（
写
真
２
）
。
ま
た
、

『
筑
前
国
続
風
土
記
拾
遺
』
（
以
下
、

「
拾
遺
」
と
い
う
）
の
「
岩
屋
浦
」
の
項

に
は
、「
境
内
に
遠
見
番
所　

灯
籠
堂

定
番
の
士
宅
二
区
有
」と
あ
る
。

　

岬
周
辺
を
踏
査
し
た
と
こ
ろ
、
妙
見
崎
灯
台
の
背
後
に
あ
る
四
阿
近
辺
の
地

表
に
近
世
の
も
の
と
思
わ
れ
る
瓦
片
が
い
く
つ
か
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た

（
写
真
３
）
。
海
岸
線
か
ら
二
十
ｍ
以
内
で
、
標
高
も
数
ｍ
で
あ
り
、
恒
久
施
設

を
置
く
に
は
や
や
条
件
が
厳
し
く
、
絵
図
で
は
さ
ら
に
陸
地
側
の
高
地
に
描
か

れ
て
い
る
よ
う
な
印
象
も
受
け
る
が
、
現
状
で
は
こ
こ
を
遠
見
番
所
の
跡
地
と

す
る
の
が
妥
当
と
考
え
て
い
る
。

（
二
）
地
島
遠
見
番
所

　

宗
像
市
の
地
島
の
遠
見
番
所
に
つ
い
て
は
、

 

「
拾
遺
」
に
「
泊
（
島
の
南
側
に

あ
る
集
落
）
の
艮
（
北
東
）
の
高
峰
頂
に
遠
見
番
所
有
。
常
に
異
国
舩
の
斥
候

に
備
ら
る
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
島
の
最
高
所
で
あ
る
遠
見
山
山
頂
（
標
高
一

八
六
ｍ
）
は
、
泊
集
落
の
北
北
西
に
あ
た
り
、
文
書
記
載
と
や
や
齟
齬
を
き
た

し
て
い
る
が
、「
遠
見
」
が
つ
い
た
山
の
名
称
や
地
元
の
伝
承
、
さ
ら
に
は
筑
前

国
絵
図
に
も
「
番
所
」
の
記
載
は
な
い
も
の
の
、
建
物
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
（
写
真
４
）
、
そ
こ
が
遠
見
番
所
が
置
か
れ
て
い
た
場
所
と
認
識
で
き
る
。

現
地
は
世
界
遺
産
・
沖
ノ
島
が
見
え
る
展
望
所
と
し
て
散
策
コ
ー
ス
の
一
角
と

も
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
展
望
所
の
周
囲
に
は
、
近
世
の
巴
文
軒
丸
瓦
を
含
む

多
く
の
瓦
片
が
散

布
し
て
い
る
（
写

真
５
）。
そ
の
瓦
が

分
布
す
る
展
望
所

と
な
っ
て
い
る
山

頂
は
、
一
辺
約
十

ｍ
弱
の
方
形
の
平

坦
面
と
な
っ
て
お

り
、
周
囲
に
も
人

工
的
に
造
成
さ
れ

た
テ
ラ
ス
面
も
確
認
で
き
る
（
図
２
）
。
さ
ら
に
は
そ
の
西
側
に
も
尾
根
地
形
に

沿
う
形
で
一
辺
十
～
二
十
ｍ
の
平
坦
面
二
面
が
造
成
さ
れ
て
い
て
、
石
垣
な
ど

も
所
々
に
築
か
れ
て
い
る
（
写
真
６
）
。
山
頂
の
南
東
側
に
も
細
い
造
成
面
が
斜

面
下
方
に
向
け
て
何
段
か
築
か
れ
て
い
る
が
、
畑
耕
作
地
な
ど
の
後
世
の
改
変

地
形
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
散
布
す
る
丸
瓦
は
コ
ビ
キ
Ｂ
技
法
（
鉄
線
挽

き
）
の
も
の
も
見
ら
れ
、
確
認
で
き
た
軒
丸
瓦
は
、
中
心
か
ら
外
へ
右
向
き
に

広
が
る
三
巴
文
に
十
二
個
の
珠
文
を
持
つ
近
世
通
有
の
瓦
当
文
様
の
も
の
で
あ

る
。
瓦
は
山
頂
部
の
方
形
平
坦
面
周
辺
以
外
に
は
ほ
と
ん
ど
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
ず
、
お
そ
ら
く
山
頂
部
の
方
形
平
坦
面
に
瓦
葺
の
番
所
小
屋
が
立
て
ら
れ

て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
三
）
大
島
遠
見
番
所

　

福
岡
県
最
大
の
島
で
あ
る
宗
像
市
の
大
島
に
所
在
す
る
遠
見
番
所
で
、
「
拾

遺
」
の
大
島
の
御
岳
神
社
の
項
に
、「
御
社
の
前
に
遠
見
番
所
有
。
國
君
よ
り
常

に
斥
候
を
置
て
、
異
国
舩
の
漂
流
に
備
へ
ら
る
」
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
島
内
最

高
所
の
御
岳
山
頂
（
標
高
二
一
四
ｍ
）
に
あ
る
御
嶽
神
社
の
前
に
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
現
在
、
神
社
の
前
は
道
路
や
展
望
台
に
よ
っ
て
大
き
く
改
変

さ
れ
て
お
り
、
詳
細
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
現
地
を
踏
査
し
た

と
こ
ろ
、
近
年
改
修
さ
れ
た
展
望
台
周
辺
の
地
表
に
時
期
不
明
な
が
ら
近
世
に

遡
る
可
能
性
の
あ
る
瓦
片
が
い
く
つ
か
確
認
さ
れ
た
（
写
真
７
）
。
御
嶽
神
社
の

背
後
に
も
、
現
在
の
社
殿
の
前
に
建
て
ら
れ
た
社
殿
に
葺
か
れ
て
い
た
瓦
が
大

量
に
散
布
し
て
い
る
が
、
こ
れ
と
は
明
ら
か
に
離
れ
て
お
り
、
ま
た
瓦
も
異
な

る
種
類
の
よ
う
で
あ
る
た
め
、
念
の
た
め
、
遠
見
番
所
に
関
連
す
る
遺
物
の
可

能
性
と
し
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　

ま
た
、
筑
前
国
絵
図
に
は
、
島
内
に
三
ヶ
所
も
の
番
所
の
建
物
が
描
か
れ
て

い
る
（
写
真
８
）
。
う
ち
最
も
南
側
に
位
置
す
る
一
ヶ
所
は
御
岳
山
頂
の
も
の
で

あ
る
。
そ
の
北
側
と
北
西
側
に
も
そ
れ
ぞ
れ
一
ヶ
所
ず
つ
番
所
が
描
か
れ
て
い

る
。
「
拾
遺
」
に
は
、「
嶋
の
北
壹
里
に
岩
瀬
と
い
ふ
所
有
。
卒
徒
の
番
宅
あ
り
。

又
嶋
の
西
壹
里
に
津
和
瀬
と
い
ふ
所
に
も
、
卒
徒
を
お
か
る
。
共
に
異
舩
の
漂

流
を
察
せ
し
め
ら
れ
る
」
と
あ
り
、
こ
れ
ら
の
番
所
を
指
し
て
い
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
も
現
地
踏
査
を
試
み
た
。
津
和
瀬
の
番
所
は
、

大
島
灯
台
か
ら
上
る
尾
根
筋
の
標
高
約
九
〇
ｍ
の
頂
部
と
想
定
さ
れ
る
が
、
そ

こ
は
厳
重
に
管
理
さ
れ
た
私
有
地
で
あ
り
、
現
地
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
ま
た
、
岩
瀬
の
番
所
は
、
近
代
以
降
の
大
島
砲
台
の
南
側
、
標
高
一

六
三
ｍ
の
三
角
点
の
あ
る
頂
部
と
想
定
さ
れ
る
が
、
そ
こ
は
大
島
砲
台
に
関
連

す
る
構
築
物
が
認
め
ら
れ
、
残
念
な
が
ら
遠
見
番
所
に
関
連
す
る
遺
構
、
遺
物

を
見
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
高
台
に
あ
る
と
も
限
ら
な
い
た
め
、
今
後
さ

ら
な
る
資
料
を
期
待
し
た
い
。

　

な
お
、
先
述
し
た
よ
う
に
『
黒
田
続
家
譜
』
に
は
正
保
二
年
（
あ
る
い
は
そ

れ
以
降
）
に
「
大
嶋
に
番
所
を
立
そ
へ
」
と
あ
り
、
こ
の
時
に
一
ヶ
所
で
あ
っ

た
も
の
が
複
数
箇
所
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、『
浦
嶋
遠
見
番
所

灯
篭
堂
急
用
丸
囲
上
屋
共
図
』
が
描
か
れ
た
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
に
は
大

島
番
所
は
一
ヶ
所
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
幕
末
期
に
は
一
ヶ
所
に
減
ら
さ

れ
て
い
る
か
、
い
わ
ゆ
る
番
士
宅
の
扱
い
に
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ

る
。

（
四
）
沖
ノ
島
遠
見
番
所

　

沖
ノ
島
の
遠
見
番
所
に
つ
い
て
は
、
筑
前
国
絵
図
に
島
の
南
西
麓
に
描
か
れ

て
お
り
（
写
真
９
）
、「
拾
遺
」
に
は
「
嶋
の
南
の
礒
に
嶋
番
の
宅
有
。
卒
徒
数

人
を
差
て
島
中
を
監
守
せ
し
め
ら
る
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
沖
ノ
島

の
港
付
近
に
あ
っ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
が
、
お
そ
ら
く
番
士

宅
の
こ
と
を
記
し
て
い
て
、
物

見
の
遠
見
番
所
の
記
載
で
は
な

く
、
い
わ
ゆ
る
遠
見
番
所
の
建

物
が
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
は

不
明
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

港
の
西
、
標
高
二
〇
ｍ
の
高
台

に
は
、
か
つ
て
正
三
位
社
が
あ

っ
て
、
見
晴
ら
し
の
良
い
平
坦

地
は
こ
こ
く
ら
い
し
か
見
当
た

ら
な
い
と
い
う
。
し
か
し
、
戦
後
に
崩
落
を
起
こ
し
た
た
め
、
現
在
は
旧
状
を

知
る
こ
と
は
難
し
い
。
近
世
の
採
集
遺
物
も
精
査
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
不
明

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
一
度
現
地
を
確
認
し
た
い
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
い

ま
だ
機
会
を
得
な
い
ま
ま
で
あ
る
。

（
五
）
相
島
遠
見
番
所
（
図
３
）

　

相
島
遠
見
番
所
は
、
相
島
の
最
高
所
で
西
端
に
位
置
す
る
高
山
山
頂
（
標
高

七
七
ｍ
）
に
位
置
す
る
。
現
在
、
相
島
灯
台
と
三
角
点
と
の
す
ぐ
横
に
「
物
見

櫓
」
と
呼
ば
れ
る
一
〇
ｍ
弱×

二
～
三
ｍ
、
高
さ
三
ｍ
ほ
ど
の
石
垣
で
築
か
れ

た
高
台
遺
構
が
残
さ
れ
て
い
る
（
写
真
10
）
。
天
端
の
石
垣
が
北
か
ら
南
へ
（
写

真
の
左
か
ら
右
へ
）
ス
ロ
ー
プ
状
に
上
っ
て
お
り
、
伝
承
の
と
お
り
「
物
見
台
」

だ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
近
辺
に
も
石
垣
が
確
認
で
き
る
。
た
だ
、
周
辺
一
帯

は
現
在
も
果
樹
園
や
畑
と
な
っ
て
お
り
、
後
世
の
改
変
が
な
さ
れ
て
い
る
可
能

性
が
高
く
、
す
べ
て
遠
見
番
所
に
関
連
す
る
遺
構
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
、
そ

の
識
別
は
非
常
に
難
し
い
。
し
か
し
、
「
物
見
櫓
」
の
北
側
に
は
一
辺
約
十
五

ｍ
の
石
垣
で
囲
ま
れ
た
方
形
区
画
が
あ
っ
て
、
江
戸
時
代
の
巴
文
軒
丸
瓦
や
近

世
陶
磁
が
散
布
し
て
お
り
（
写
真
11
）
、
こ
の
区
画
内
に
番
所
小
屋
が
置
か
れ

て
い
た
可
能
性
は
高
い
。
ま
た
さ
ら
に
北
側
に
も
不
自
然
な
盛
土
状
の
高
ま
り

な
ど
も
あ
り
、
番
所
と
の
関
連
を
窺
わ
せ
る
。

　

こ
の
相
島
遠
見
番
所
は
、
現
状
に
お
い
て
、
福
岡
藩
の
遠
見
番
所
の
中
で
も

か
な
り
遺
構
が
認
識
で
き
る
番
所
で
あ
ろ
う
。

（
六
）
玄
界
遠
見
番
所

　

博
多
湾
の
入
口
の
北
、
玄
界
島
（
福
岡
市
西
区
）
の
最
高
所
で
あ
る
遠
見
山

山
頂
（
標
高
二
一
八
ｍ
）
に
位
置
す
る
（
図
４
）
。
山
頂
部
に
は
、
一
辺
十
ｍ
弱

の
石
垣
で
囲
ま
れ
た
檀
状
の
方
形
区
画
（
図
中
Ａ
・
写
真
12
）
が
あ
り
、
そ
の

南
側
に
も
石
垣
で
囲
ま
れ
た
長
方
形
区
画
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
周
辺
に
も
石

垣
遺
構
が
多
数
確
認
で
き
る
が
、
近
年
ま
で
耕
作
し
て
い
た
痕
跡
も
あ
っ
て
、

ど
こ
ま
で
が
遠
見
番
所
に
関
わ
る
遺
構
か
を
確
認
す
る
の
は
難
し
い
。
し
か
し
、

山
頂
を
中
心
と
す
る
一
帯
に
は
、
近
世
の
瓦
が
大
量
に
集
積
し
て
お
り
（
写
真

13
）
、
中
に
は
福
岡
藩
黒
田
家
の
家
紋
で
あ
る
藤
巴
文
の
軒
丸
瓦
（
写
真
14―

１
）
や
そ
れ
と
セ
ッ
ト
に
な
る
と
思
わ
れ
る
「
今
宿
」
姓
の
ス
タ
ン
プ
が
押
さ

れ
た
藤
花
文
の
軒
平
瓦
（
写
真
14―

５
）
な
ど
も
確
認
で
き
る
。
こ
れ
ら
は
福

岡
城
な
ど
、
福
岡
藩
の
公
的
施
設
や
藩
が
寄
進
・
奉
納
し
た
寺
社
に
し
か
確
認

で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
福
岡
藩
の
公
的
施
設
で
あ
る
遠
見
番
所
に
用
い
ら
れ

た
瓦
と
考
え
て
差
し
支
え
な
い
。
さ
ら
に
は
、
慶
長
期
頃
ま
で
遡
る
可
能
性
の

あ
る
桐
文
軒
平
瓦
も
あ
り
（
写
真
14―

６
）
、
玄
界
遠
見
番
所
が
最
初
に
設
置

写真 14　玄界遠見番所跡採集軒瓦

（福岡市埋蔵文化財センター所蔵）　

　　　　

写真 15　玄界遠見番所跡に散布する軒平瓦

　　　　（一番下は写真 14-5 に同じ）

　　　　

図４　玄界遠見番所跡平面図（岡寺作成）

1 2

3 4

5

6

石
垣
・
石
段
多
数
あ
り
（
後
世
の
も
の
か
）

石垣あり

�
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さ
れ
た
正
保
年
間
よ
り
も
古
い
瓦
が
含
ま
れ
て
い
る
。
福
岡
城
な
ど
で
使
用
し

て
い
た
瓦
を
、
遠
見
番
所
に
転
用
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

ま
た
、
今
回
採
集
し
て
い
な
い
が
、
写
真
14
の
瓦
の
他
に
も
様
々
な
瓦
当
文

様
の
瓦
も
多
数
確
認
で
き
た
（
写
真
15
）
。
こ
れ
ら
散
布
す
る
瓦
は
一
時
期
に

使
用
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
よ
り
は
、
何
度
か
建
て
替
え
の
た
び
に
葺
き
替
え

ら
れ
た
集
積
で
あ
ろ
う
。

（
七
）
芥
屋
遠
見
番
所

　

芥
屋
遠
見
番
所
は
、
筑
前
国
絵
図
な
ど
に
は
、
糸
島
半
島
の
西
北
端
、
国
指

定
天
然
記
念
物
の
芥
屋
の
大
門
の
南
側
に
連
な
る
尾
根
上
に
描
か
れ
て
い
る

（
写
真
16
）
。
「
拾
遺
」
に
は
「
大
門
山
の
南
土
山
の
峯
に
遠
見
番
所
有
」
と
す

る
。
実
際
、
芥
屋
の
大
門
の
南
、
標
高
約
四
五
ｍ
の
頂
部
は
、
現
在
も
展
望
所

と
な
っ
て
お
り
（
写
真
17
）
、
そ
こ
か
ら
は
、
玄
界
灘
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

姫
島
、
玄
界
島
な
ど
、
近
隣
の

遠
見
番
所
の
あ
る
島
々
を
視
野

に
収
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ

の
展
望
所
が
あ
る
場
所
は
、
五

ｍ
四
方
ほ
ど
の
平
坦
地
形
が
あ

り
、
ち
ょ
う
ど
建
物
が
一
棟
く

ら
い
建
つ
余
地
が
あ
る
。
現
地

を
詳
細
に
観
察
し
た
と
こ
ろ
、

石
垣
な
ど
の
遺
構
は
確
認
で
き

な
か
っ
た
が
、
近
世
の
瓦
が
散

布
し
て
い
た
。
そ
れ
ら
の
中
に
は
、
玄
界
遠
見
番
所
で
確
認
さ
れ
た
も
の
と
、

同
笵
あ
る
い
は
同
文
の
藤
巴
文
軒
丸
瓦
の
破
片
や
、
そ
れ
と
セ
ッ
ト
に
な
る

「
今
宿
」
姓
の
ス
タ
ン
プ
が
押
さ
れ
た
藤
花
文
軒
平
瓦
の
破
片
を
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
（
写
真
18
）
、
こ
れ
も
ま
た
遠
見
番
所
に
用
い
ら
れ
た
瓦
で
あ
る
と

判
断
さ
れ
る
。
他
に
も
、
大
に
〇
印
の
ス
タ
ン
プ
を
押
し
た
瓦
も
確
認
さ
れ
て

い
る
。
現
在
展
望
所
が
あ
る
場
所
に
瓦
葺
の
番
所
小
屋
が
建
て
ら
れ
て
い
た
の

で
あ
ろ
う
。

（
八
）
姫
島
遠
見
番
所

　

糸
島
半
島
の
西
に
浮
か
ぶ
姫
島
は
幕
末
の
志
士
を
援
助
し
た
野
村
望
東
尼
の

幽
閉
地
と
し
て
も
知
ら
れ
る
福
岡
藩
の
流
刑
地
で
あ
っ
た
離
島
で
あ
る
。
島
の

最
高
所
の
鎮
山
山
頂
（
標
高
一
八
六
ｍ
）
に
姫
島
遠
見
番
所
が
置
か
れ
て
い
た

と
伝
わ
り
、「
拾
遺
」
に
も
「
嶺
に
遠
見
番
所
有
」
の
記
載
が
見
ら
れ
る
。
山
頂

か
ら
は
芥
屋
、
西
ノ
浦
、
玄
界
島
な
ど
の
近
隣
の
遠
見
番
所
が
置
か
れ
た
場
所

や
壱
岐
な
ど
も
遠
望
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
写
真
19
）
。
山
頂
一
帯
は
、
平
坦

な
地
形
が
広
く
広
が
っ
て
お
り
、
所
々
に
石
列
な
ど
の
人
工
的
な
構
築
物
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
近
代
以
降
の
耕
作
の
可
能
性
も
あ
っ
て
、
遠
見
番

所
の
構
築
に
よ
る
も
の
と
断
定
す
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、

山
頂
周
辺
を
踏
査
し
た
と
こ
ろ
、
山
頂
の
北
側
斜
面
を
中
心
に
、
近
世
の
瓦
が

多
く
散
布
し
て
い
た
。
限
定
的
な
踏
査
で
あ
っ
た
た
め
、
軒
瓦
を
確
認
す
る
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
平
瓦
や
丸
瓦
が
多
数
あ
り
（
写
真
20
）
、
丸
瓦
は
コ

ビ
キ
Ｂ
技
法
に
よ
り
製
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
遠
見
番
所
に
用

い
ら
れ
た
瓦
で
あ
る
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

三
、
ま
と
め

　

以
上
、
福
岡
藩
の
遠
見
番
所
の
う
ち
、
遺
物
や
遺
構
が
確
認
で
き
る
も
の
を

中
心
に
概
説
し
た
。

　

ま
ず
、
立
地
の
観
点
か
ら
見
る
と
、
島
に
立
地
す
る
番
所
と
岬
に
立
地
す
る

番
所
が
あ
る
が
、
島
に
立
地
す
る
も
の
は
、
四
方
を
見
渡
せ
る
よ
う
に
す
る
た

め
か
、
島
の
最
高
所
に
置
か
れ
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
一
方
、
岬
に
立

地
す
る
も
の
は
、
可
能
な
限
り
岬
の
突
端
に
置
か
れ
、
標
高
は
あ
ま
り
重
視
し

な
い
よ
う
で
あ
る
。

　

ま
た
、『
浦
嶋
遠
見
番
所
灯
篭
堂
急
用
丸
囲
上
屋
共
図
』
の
記
載
か
ら
、
番

所
の
建
物
は
、
約
二
～
四
ｍ
四
方
の
瓦
葺
き
の
板
塀
あ
る
い
は
練
塀
で
、
土
間
、

囲
炉
裏
、
板
張
床
、
窓
を
備
え
た
一
層
構
造
（
他
の
絵
図
に
は
二
層
構
造
に
描

く
も
の
も
あ
る
）
と
い
う
簡
素
な
が
ら
も
耐
久
性
を
重
視
し
た
構
造
で
あ
っ
た

こ
と
が
わ
か
る
が
、
今
回
の
踏
査
に
よ
り
、
建
物
が
建
て
ら
れ
た
近
辺
に
は
、

石
垣
の
区
画
で
あ
っ
た
り
、
物
見
台
と
考
え
ら
れ
る
石
垣
で
組
ま
れ
た
櫓
（
タ

ワ
ー
）
の
よ
う
な
構
築
物
な
ど
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

　

さ
ら
に
、
現
地
に
は
瓦
や
陶
磁
器
な
ど
が
散
布
し
、
瓦
は
遠
見
番
所
に
用
い

ら
れ
て
い
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
中
で
も
、
玄
界
遠
見
番
所
と
芥
屋
遠
見
番

所
で
確
認
さ
れ
た
藤
巴
文
軒
丸
瓦
、
藤
花
文
軒
平
瓦
の
存
在
は
、
福
岡
藩
の
公

的
施
設
で
あ
る
こ
と
を
示
す
の
み
な
ら
ず
、
福
岡
城
な
ど
で
使
用
さ
れ
て
い
た

瓦
の
転
用
な
ど
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
り
、
福
岡
藩
内
の
公
的
施
設
の
瓦
の
流

通
を
考
え
る
上
で
も
非
常
に
興
味
深
い
資
料
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

こ
れ
ま
で
江
戸
時
代
の
遠
見
番
所
は
、
史
料
上
あ
る
い
は
地
名
な
ど
で
は
扱

わ
れ
て
き
た
も
の
の
、
遺
跡
と
し
て
の
認
識
は
、
一
部
を
除
い
て
は
ほ
ぼ
な
か
っ

た
と
い
っ
て
も
よ
い
。
た
だ
今
回
の
検
討
に
よ
り
、
さ
ら
に
考
古
学
的
な
実
態

を
も
っ
て
明
ら
か
と
な
っ
て
き
た
。

　

こ
の
よ
う
に
福
岡
藩
の
遠
見
番
所
が
、
考
古
遺
跡
と
し
て
も
認
識
で
き
る
こ

と
か
ら
、
福
岡
藩
の
玄
界
灘
沿
岸
警
備
は
単
な
る
絵
空
事
な
ど
で
は
な
く
、
ま

さ
し
く
藩
内
に
お
け
る
一
大
事
業
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

そ
の
よ
う
な
意
味
で
も
、
宗
像
市
の
地
島
、
大
島
、
沖
ノ
島
に
あ
っ
た
遠
見

番
所
は
、
福
岡
藩
の
玄
界
灘
沿
岸
警
備
の
実
態
を
物
語
る
重
要
な
遺
跡
で
あ
る

と
言
え
る
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　

福
岡
藩
で
は
寛
永
年
間
以
降
、
玄
界
灘
沿
岸
警
備
の
た
め
、
沿
岸
部
や
島
嶼

部
の
各
所
に
遠
見
番
所
を
築
き
、
そ
の
任
に
当
た
っ
た
。
ま
た
、
長
崎
有
事
に

備
え
た
情
報
伝
達
手
段
の
施
設
と
し
て
烽
火
台
を
構
築
、
文
化
年
間
以
降
に
も

復
活
さ
せ
て
い
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
文
久
年
間
に
は
沿
岸
防
備
の
た
め
に
、
台

場
（
砲
台
）
を
藩
内
各
所
に
構
築
し
て
お
り
、こ
れ
ら
の
施
設
は
遠
見
番
所
同
様
、

遺
跡
と
し
て
は
ほ
と
ん
ど
顧
み
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
今
後
は
、
こ
れ
ら

を
「
近
世
海
防
遺
跡
」
と
位
置
付
け
、
さ
ら
な
る
現
地
調
査
を
進
め
て
い
く
こ

と
で
、
近
世
期
、
江
戸
幕
府
の
主
導
の
下
に
な
さ
れ
た
各
藩
に
お
け
る
海
防
政

策
の
実
態
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
今
後
は
、
さ
ら
な
る
調

査
と
そ
の
成
果
の
周
知
、
そ
し
て
保
護
が
よ
り
一
層
必
要
と
な
ろ
う
。

[

付
記]

　

小
田
崎
遠
見
番
所
の
踏
査
に
お
い
て
は
原
田
智
也
氏
、
大
島
遠
見
番
所
・
地

島
遠
見
番
所
・
玄
界
遠
見
番
所
の
踏
査
に
お
い
て
は
若
杦
善
満
氏
、
芥
屋
遠
見

番
所
・
姫
島
遠
見
番
所
の
踏
査
に
お
い
て
は
河
合
修
氏
、
有
田
和
樹
氏
に
同
行

い
た
だ
い
た
。
感
謝
し
た
い
。

【
註
】

（
１
）
な
お
、『
玄
海
町
誌
』（
玄
海
町
町
誌
編
纂
委
員
会 

一
九
七
九
）
に
は
、
宗
像
市

の
勝
島
に
遠
見
番
所
が
あ
っ
た
と
す
る
記
載
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は

『
筑
前
国
続
風
土
記
拾
遺
』
に
正
徳
享
保
年
間
に
南
京
姦
商
の
仲
買
禁
止
に
伴
い
、

番
士
を
遣
わ
し
た
屋
敷
「
加
子
屋
敷
」
が
あ
っ
た
と
す
る
他
に
は
文
献
記
載
は
見

ら
れ
ず
、
い
わ
ゆ
る
遠
見
番
所
で
は
な
い
と
判
断
さ
れ
る
。ま
た
、『
北
九
州
市
史

近
世
』
（
北
九
州
市
史
編
さ
ん
委
員
会 

一
九
九
〇
）
に
は
、
若
松
浦
に
寛
永
十
七

年
に
番
所
を
置
い
た
と
の
記
載
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
岩
屋
の
遠
見
番
所
を
指
し
て

い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
除
外
し
た
。

（
２
）
写
真
４
の
絵
図
に
は
、
番
所
と
思
わ
れ
る
建
物
の
側
に
「
地
島
大
明
神
」
と
い

う
記
載
が
み
ら
れ
、
一
見
、
そ
の
建
物
か
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
絵

図
で
は
、
神
社
建
物
は
必
ず
赤
色
で
塗
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
赤
色

に
塗
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
や
は
り
番
所
の
建
物
を
描
い
た
も
の
と
考
え
て
差
し

支
え
な
い
だ
ろ
う
。

（
３
）
岡
寺
未
幾
氏
（
福
岡
県
世
界
遺
産
室
宗
像
沖
ノ
島
遺
産
係
）
の
御
教
示
に
よ
る
。

（
４
）
他
の
番
所
の
名
称
か
ら
考
え
れ
ば
、「
玄
界
島
遠
見
番
所
」
と
称
す
る
べ
き
な
の

か
も
し
れ
な
い
が
、
『
浦
嶋
遠
見
番
所
灯
篭
堂
急
用
丸
囲
上
屋
共
図
』
に
は
「
玄

界
遠
見
番
所
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
当
時
は
そ
の
よ
う
に
呼
ば
れ
て
い
た
可
能
性

が
高
い
た
め
、
そ
ち
ら
を
採
用
し
て
い
る
。

【
参
考
文
献
】

福
岡
県
教
育
委
員
会　

二
〇
一
七
『
福
岡
県
の
中
近
世
城
館
跡
』
Ⅳ
筑
後
地
域
・
総
括

　

編　

附
．
福
岡
県
の
近
世
台
場
・
遠
見
番
所
・
烽
火
台
跡
（
福
岡
県
中
近
世
城
館
遺

　

跡
等
詳
細
分
布
調
査
報
告
書
四　

福
岡
県
文
化
財
調
査
報
告
書
第
二
六
〇
集
）

九
州
歴
史
資
料
館　

二
〇
一
八
『
幕
末
の
城―

近
世
の
沿
岸
警
備
と
幕
末
期
城
郭―

』

玄
海
町
町
誌
編
纂
委
員
会　

一
九
七
九
『
玄
海
町
誌
』
玄
海
町

北
九
州
市
史
編
さ
ん
委
員
会　

一
九
九
〇
『
北
九
州
市
史　

近
世
』
北
九
州
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　
　

（
お
か
で
ら
り
ょ
う　

原
始
・
古
代
部
会
）

写真 18　芥屋遠見番所跡採集軒瓦

　　　　（糸島市立志摩歴史資料館所蔵）

写真 16　『筑前国絵図』（九州歴史資料館所

　　　　蔵）に描かれた芥屋遠見番所

写真 17　芥屋遠見番所跡（左奥に玄界島が見

　　　　える）
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さ
れ
た
正
保
年
間
よ
り
も
古
い
瓦
が
含
ま
れ
て
い
る
。
福
岡
城
な
ど
で
使
用
し

て
い
た
瓦
を
、
遠
見
番
所
に
転
用
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

ま
た
、
今
回
採
集
し
て
い
な
い
が
、
写
真
14
の
瓦
の
他
に
も
様
々
な
瓦
当
文

様
の
瓦
も
多
数
確
認
で
き
た
（
写
真
15
）
。
こ
れ
ら
散
布
す
る
瓦
は
一
時
期
に

使
用
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
よ
り
は
、
何
度
か
建
て
替
え
の
た
び
に
葺
き
替
え

ら
れ
た
集
積
で
あ
ろ
う
。

（
七
）
芥
屋
遠
見
番
所

　

芥
屋
遠
見
番
所
は
、
筑
前
国
絵
図
な
ど
に
は
、
糸
島
半
島
の
西
北
端
、
国
指

定
天
然
記
念
物
の
芥
屋
の
大
門
の
南
側
に
連
な
る
尾
根
上
に
描
か
れ
て
い
る

（
写
真
16
）
。
「
拾
遺
」
に
は
「
大
門
山
の
南
土
山
の
峯
に
遠
見
番
所
有
」
と
す

る
。
実
際
、
芥
屋
の
大
門
の
南
、
標
高
約
四
五
ｍ
の
頂
部
は
、
現
在
も
展
望
所

と
な
っ
て
お
り
（
写
真
17
）
、
そ
こ
か
ら
は
、
玄
界
灘
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

姫
島
、
玄
界
島
な
ど
、
近
隣
の

遠
見
番
所
の
あ
る
島
々
を
視
野

に
収
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ

の
展
望
所
が
あ
る
場
所
は
、
五

ｍ
四
方
ほ
ど
の
平
坦
地
形
が
あ

り
、
ち
ょ
う
ど
建
物
が
一
棟
く

ら
い
建
つ
余
地
が
あ
る
。
現
地

を
詳
細
に
観
察
し
た
と
こ
ろ
、

石
垣
な
ど
の
遺
構
は
確
認
で
き

な
か
っ
た
が
、
近
世
の
瓦
が
散

布
し
て
い
た
。
そ
れ
ら
の
中
に
は
、
玄
界
遠
見
番
所
で
確
認
さ
れ
た
も
の
と
、

同
笵
あ
る
い
は
同
文
の
藤
巴
文
軒
丸
瓦
の
破
片
や
、
そ
れ
と
セ
ッ
ト
に
な
る

「
今
宿
」
姓
の
ス
タ
ン
プ
が
押
さ
れ
た
藤
花
文
軒
平
瓦
の
破
片
を
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
（
写
真
18
）
、
こ
れ
も
ま
た
遠
見
番
所
に
用
い
ら
れ
た
瓦
で
あ
る
と

判
断
さ
れ
る
。
他
に
も
、
大
に
〇
印
の
ス
タ
ン
プ
を
押
し
た
瓦
も
確
認
さ
れ
て

い
る
。
現
在
展
望
所
が
あ
る
場
所
に
瓦
葺
の
番
所
小
屋
が
建
て
ら
れ
て
い
た
の

で
あ
ろ
う
。

（
八
）
姫
島
遠
見
番
所

　

糸
島
半
島
の
西
に
浮
か
ぶ
姫
島
は
幕
末
の
志
士
を
援
助
し
た
野
村
望
東
尼
の

幽
閉
地
と
し
て
も
知
ら
れ
る
福
岡
藩
の
流
刑
地
で
あ
っ
た
離
島
で
あ
る
。
島
の

最
高
所
の
鎮
山
山
頂
（
標
高
一
八
六
ｍ
）
に
姫
島
遠
見
番
所
が
置
か
れ
て
い
た

と
伝
わ
り
、「
拾
遺
」
に
も
「
嶺
に
遠
見
番
所
有
」
の
記
載
が
見
ら
れ
る
。
山
頂

か
ら
は
芥
屋
、
西
ノ
浦
、
玄
界
島
な
ど
の
近
隣
の
遠
見
番
所
が
置
か
れ
た
場
所

や
壱
岐
な
ど
も
遠
望
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
写
真
19
）
。
山
頂
一
帯
は
、
平
坦

な
地
形
が
広
く
広
が
っ
て
お
り
、
所
々
に
石
列
な
ど
の
人
工
的
な
構
築
物
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
近
代
以
降
の
耕
作
の
可
能
性
も
あ
っ
て
、
遠
見
番

所
の
構
築
に
よ
る
も
の
と
断
定
す
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、

山
頂
周
辺
を
踏
査
し
た
と
こ
ろ
、
山
頂
の
北
側
斜
面
を
中
心
に
、
近
世
の
瓦
が

多
く
散
布
し
て
い
た
。
限
定
的
な
踏
査
で
あ
っ
た
た
め
、
軒
瓦
を
確
認
す
る
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
平
瓦
や
丸
瓦
が
多
数
あ
り
（
写
真
20
）
、
丸
瓦
は
コ

ビ
キ
Ｂ
技
法
に
よ
り
製
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
遠
見
番
所
に
用

い
ら
れ
た
瓦
で
あ
る
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

三
、
ま
と
め

　

以
上
、
福
岡
藩
の
遠
見
番
所
の
う
ち
、
遺
物
や
遺
構
が
確
認
で
き
る
も
の
を

中
心
に
概
説
し
た
。

　

ま
ず
、
立
地
の
観
点
か
ら
見
る
と
、
島
に
立
地
す
る
番
所
と
岬
に
立
地
す
る

番
所
が
あ
る
が
、
島
に
立
地
す
る
も
の
は
、
四
方
を
見
渡
せ
る
よ
う
に
す
る
た

め
か
、
島
の
最
高
所
に
置
か
れ
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
一
方
、
岬
に
立

地
す
る
も
の
は
、
可
能
な
限
り
岬
の
突
端
に
置
か
れ
、
標
高
は
あ
ま
り
重
視
し

な
い
よ
う
で
あ
る
。

　

ま
た
、『
浦
嶋
遠
見
番
所
灯
篭
堂
急
用
丸
囲
上
屋
共
図
』
の
記
載
か
ら
、
番

所
の
建
物
は
、
約
二
～
四
ｍ
四
方
の
瓦
葺
き
の
板
塀
あ
る
い
は
練
塀
で
、
土
間
、

囲
炉
裏
、
板
張
床
、
窓
を
備
え
た
一
層
構
造
（
他
の
絵
図
に
は
二
層
構
造
に
描

く
も
の
も
あ
る
）
と
い
う
簡
素
な
が
ら
も
耐
久
性
を
重
視
し
た
構
造
で
あ
っ
た

こ
と
が
わ
か
る
が
、
今
回
の
踏
査
に
よ
り
、
建
物
が
建
て
ら
れ
た
近
辺
に
は
、

石
垣
の
区
画
で
あ
っ
た
り
、
物
見
台
と
考
え
ら
れ
る
石
垣
で
組
ま
れ
た
櫓
（
タ

ワ
ー
）
の
よ
う
な
構
築
物
な
ど
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

　

さ
ら
に
、
現
地
に
は
瓦
や
陶
磁
器
な
ど
が
散
布
し
、
瓦
は
遠
見
番
所
に
用
い

ら
れ
て
い
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
中
で
も
、
玄
界
遠
見
番
所
と
芥
屋
遠
見
番

所
で
確
認
さ
れ
た
藤
巴
文
軒
丸
瓦
、
藤
花
文
軒
平
瓦
の
存
在
は
、
福
岡
藩
の
公

的
施
設
で
あ
る
こ
と
を
示
す
の
み
な
ら
ず
、
福
岡
城
な
ど
で
使
用
さ
れ
て
い
た

瓦
の
転
用
な
ど
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
り
、
福
岡
藩
内
の
公
的
施
設
の
瓦
の
流

通
を
考
え
る
上
で
も
非
常
に
興
味
深
い
資
料
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

こ
れ
ま
で
江
戸
時
代
の
遠
見
番
所
は
、
史
料
上
あ
る
い
は
地
名
な
ど
で
は
扱

わ
れ
て
き
た
も
の
の
、
遺
跡
と
し
て
の
認
識
は
、
一
部
を
除
い
て
は
ほ
ぼ
な
か
っ

た
と
い
っ
て
も
よ
い
。
た
だ
今
回
の
検
討
に
よ
り
、
さ
ら
に
考
古
学
的
な
実
態

を
も
っ
て
明
ら
か
と
な
っ
て
き
た
。

　

こ
の
よ
う
に
福
岡
藩
の
遠
見
番
所
が
、
考
古
遺
跡
と
し
て
も
認
識
で
き
る
こ

と
か
ら
、
福
岡
藩
の
玄
界
灘
沿
岸
警
備
は
単
な
る
絵
空
事
な
ど
で
は
な
く
、
ま

さ
し
く
藩
内
に
お
け
る
一
大
事
業
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

そ
の
よ
う
な
意
味
で
も
、
宗
像
市
の
地
島
、
大
島
、
沖
ノ
島
に
あ
っ
た
遠
見

番
所
は
、
福
岡
藩
の
玄
界
灘
沿
岸
警
備
の
実
態
を
物
語
る
重
要
な
遺
跡
で
あ
る

と
言
え
る
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　

福
岡
藩
で
は
寛
永
年
間
以
降
、
玄
界
灘
沿
岸
警
備
の
た
め
、
沿
岸
部
や
島
嶼

部
の
各
所
に
遠
見
番
所
を
築
き
、
そ
の
任
に
当
た
っ
た
。
ま
た
、
長
崎
有
事
に

備
え
た
情
報
伝
達
手
段
の
施
設
と
し
て
烽
火
台
を
構
築
、
文
化
年
間
以
降
に
も

復
活
さ
せ
て
い
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
文
久
年
間
に
は
沿
岸
防
備
の
た
め
に
、
台

場
（
砲
台
）
を
藩
内
各
所
に
構
築
し
て
お
り
、こ
れ
ら
の
施
設
は
遠
見
番
所
同
様
、

遺
跡
と
し
て
は
ほ
と
ん
ど
顧
み
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
今
後
は
、
こ
れ
ら

を
「
近
世
海
防
遺
跡
」
と
位
置
付
け
、
さ
ら
な
る
現
地
調
査
を
進
め
て
い
く
こ

と
で
、
近
世
期
、
江
戸
幕
府
の
主
導
の
下
に
な
さ
れ
た
各
藩
に
お
け
る
海
防
政

策
の
実
態
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
今
後
は
、
さ
ら
な
る
調

査
と
そ
の
成
果
の
周
知
、
そ
し
て
保
護
が
よ
り
一
層
必
要
と
な
ろ
う
。

[

付
記]

　

小
田
崎
遠
見
番
所
の
踏
査
に
お
い
て
は
原
田
智
也
氏
、
大
島
遠
見
番
所
・
地

島
遠
見
番
所
・
玄
界
遠
見
番
所
の
踏
査
に
お
い
て
は
若
杦
善
満
氏
、
芥
屋
遠
見

番
所
・
姫
島
遠
見
番
所
の
踏
査
に
お
い
て
は
河
合
修
氏
、
有
田
和
樹
氏
に
同
行

い
た
だ
い
た
。
感
謝
し
た
い
。

【
註
】

（
１
）
な
お
、『
玄
海
町
誌
』（
玄
海
町
町
誌
編
纂
委
員
会 

一
九
七
九
）
に
は
、
宗
像
市

の
勝
島
に
遠
見
番
所
が
あ
っ
た
と
す
る
記
載
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は

『
筑
前
国
続
風
土
記
拾
遺
』
に
正
徳
享
保
年
間
に
南
京
姦
商
の
仲
買
禁
止
に
伴
い
、

番
士
を
遣
わ
し
た
屋
敷
「
加
子
屋
敷
」
が
あ
っ
た
と
す
る
他
に
は
文
献
記
載
は
見

ら
れ
ず
、
い
わ
ゆ
る
遠
見
番
所
で
は
な
い
と
判
断
さ
れ
る
。ま
た
、『
北
九
州
市
史

近
世
』
（
北
九
州
市
史
編
さ
ん
委
員
会 

一
九
九
〇
）
に
は
、
若
松
浦
に
寛
永
十
七

年
に
番
所
を
置
い
た
と
の
記
載
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
岩
屋
の
遠
見
番
所
を
指
し
て

い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
除
外
し
た
。

（
２
）
写
真
４
の
絵
図
に
は
、
番
所
と
思
わ
れ
る
建
物
の
側
に
「
地
島
大
明
神
」
と
い

う
記
載
が
み
ら
れ
、
一
見
、
そ
の
建
物
か
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
絵

図
で
は
、
神
社
建
物
は
必
ず
赤
色
で
塗
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
赤
色

に
塗
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
や
は
り
番
所
の
建
物
を
描
い
た
も
の
と
考
え
て
差
し

支
え
な
い
だ
ろ
う
。

（
３
）
岡
寺
未
幾
氏
（
福
岡
県
世
界
遺
産
室
宗
像
沖
ノ
島
遺
産
係
）
の
御
教
示
に
よ
る
。

（
４
）
他
の
番
所
の
名
称
か
ら
考
え
れ
ば
、「
玄
界
島
遠
見
番
所
」
と
称
す
る
べ
き
な
の

か
も
し
れ
な
い
が
、
『
浦
嶋
遠
見
番
所
灯
篭
堂
急
用
丸
囲
上
屋
共
図
』
に
は
「
玄

界
遠
見
番
所
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
当
時
は
そ
の
よ
う
に
呼
ば
れ
て
い
た
可
能
性

が
高
い
た
め
、
そ
ち
ら
を
採
用
し
て
い
る
。

【
参
考
文
献
】

福
岡
県
教
育
委
員
会　

二
〇
一
七
『
福
岡
県
の
中
近
世
城
館
跡
』
Ⅳ
筑
後
地
域
・
総
括

　

編　

附
．
福
岡
県
の
近
世
台
場
・
遠
見
番
所
・
烽
火
台
跡
（
福
岡
県
中
近
世
城
館
遺

　

跡
等
詳
細
分
布
調
査
報
告
書
四　

福
岡
県
文
化
財
調
査
報
告
書
第
二
六
〇
集
）

九
州
歴
史
資
料
館　

二
〇
一
八
『
幕
末
の
城―

近
世
の
沿
岸
警
備
と
幕
末
期
城
郭―

』

玄
海
町
町
誌
編
纂
委
員
会　

一
九
七
九
『
玄
海
町
誌
』
玄
海
町

北
九
州
市
史
編
さ
ん
委
員
会　

一
九
九
〇
『
北
九
州
市
史　

近
世
』
北
九
州
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　
　
（
お
か
で
ら
り
ょ
う　

原
始
・
古
代
部
会
）

写真 19　姫島からみた芥屋と玄界島

写真 20　姫島遠見番所跡瓦散布状況
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さ
れ
た
正
保
年
間
よ
り
も
古
い
瓦
が
含
ま
れ
て
い
る
。
福
岡
城
な
ど
で
使
用
し

て
い
た
瓦
を
、
遠
見
番
所
に
転
用
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

ま
た
、
今
回
採
集
し
て
い
な
い
が
、
写
真
14
の
瓦
の
他
に
も
様
々
な
瓦
当
文

様
の
瓦
も
多
数
確
認
で
き
た
（
写
真
15
）
。
こ
れ
ら
散
布
す
る
瓦
は
一
時
期
に

使
用
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
よ
り
は
、
何
度
か
建
て
替
え
の
た
び
に
葺
き
替
え

ら
れ
た
集
積
で
あ
ろ
う
。

（
七
）
芥
屋
遠
見
番
所

　

芥
屋
遠
見
番
所
は
、
筑
前
国
絵
図
な
ど
に
は
、
糸
島
半
島
の
西
北
端
、
国
指

定
天
然
記
念
物
の
芥
屋
の
大
門
の
南
側
に
連
な
る
尾
根
上
に
描
か
れ
て
い
る

（
写
真
16
）
。
「
拾
遺
」
に
は
「
大
門
山
の
南
土
山
の
峯
に
遠
見
番
所
有
」
と
す

る
。
実
際
、
芥
屋
の
大
門
の
南
、
標
高
約
四
五
ｍ
の
頂
部
は
、
現
在
も
展
望
所

と
な
っ
て
お
り
（
写
真
17
）
、
そ
こ
か
ら
は
、
玄
界
灘
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

姫
島
、
玄
界
島
な
ど
、
近
隣
の

遠
見
番
所
の
あ
る
島
々
を
視
野

に
収
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ

の
展
望
所
が
あ
る
場
所
は
、
五

ｍ
四
方
ほ
ど
の
平
坦
地
形
が
あ

り
、
ち
ょ
う
ど
建
物
が
一
棟
く

ら
い
建
つ
余
地
が
あ
る
。
現
地

を
詳
細
に
観
察
し
た
と
こ
ろ
、

石
垣
な
ど
の
遺
構
は
確
認
で
き

な
か
っ
た
が
、
近
世
の
瓦
が
散

布
し
て
い
た
。
そ
れ
ら
の
中
に
は
、
玄
界
遠
見
番
所
で
確
認
さ
れ
た
も
の
と
、

同
笵
あ
る
い
は
同
文
の
藤
巴
文
軒
丸
瓦
の
破
片
や
、
そ
れ
と
セ
ッ
ト
に
な
る

「
今
宿
」
姓
の
ス
タ
ン
プ
が
押
さ
れ
た
藤
花
文
軒
平
瓦
の
破
片
を
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
（
写
真
18
）
、
こ
れ
も
ま
た
遠
見
番
所
に
用
い
ら
れ
た
瓦
で
あ
る
と

判
断
さ
れ
る
。
他
に
も
、
大
に
〇
印
の
ス
タ
ン
プ
を
押
し
た
瓦
も
確
認
さ
れ
て

い
る
。
現
在
展
望
所
が
あ
る
場
所
に
瓦
葺
の
番
所
小
屋
が
建
て
ら
れ
て
い
た
の

で
あ
ろ
う
。

（
八
）
姫
島
遠
見
番
所

　

糸
島
半
島
の
西
に
浮
か
ぶ
姫
島
は
幕
末
の
志
士
を
援
助
し
た
野
村
望
東
尼
の

幽
閉
地
と
し
て
も
知
ら
れ
る
福
岡
藩
の
流
刑
地
で
あ
っ
た
離
島
で
あ
る
。
島
の

最
高
所
の
鎮
山
山
頂
（
標
高
一
八
六
ｍ
）
に
姫
島
遠
見
番
所
が
置
か
れ
て
い
た

と
伝
わ
り
、「
拾
遺
」
に
も
「
嶺
に
遠
見
番
所
有
」
の
記
載
が
見
ら
れ
る
。
山
頂

か
ら
は
芥
屋
、
西
ノ
浦
、
玄
界
島
な
ど
の
近
隣
の
遠
見
番
所
が
置
か
れ
た
場
所

や
壱
岐
な
ど
も
遠
望
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
写
真
19
）
。
山
頂
一
帯
は
、
平
坦

な
地
形
が
広
く
広
が
っ
て
お
り
、
所
々
に
石
列
な
ど
の
人
工
的
な
構
築
物
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
近
代
以
降
の
耕
作
の
可
能
性
も
あ
っ
て
、
遠
見
番

所
の
構
築
に
よ
る
も
の
と
断
定
す
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、

山
頂
周
辺
を
踏
査
し
た
と
こ
ろ
、
山
頂
の
北
側
斜
面
を
中
心
に
、
近
世
の
瓦
が

多
く
散
布
し
て
い
た
。
限
定
的
な
踏
査
で
あ
っ
た
た
め
、
軒
瓦
を
確
認
す
る
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
平
瓦
や
丸
瓦
が
多
数
あ
り
（
写
真
20
）
、
丸
瓦
は
コ

ビ
キ
Ｂ
技
法
に
よ
り
製
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
遠
見
番
所
に
用

い
ら
れ
た
瓦
で
あ
る
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

三
、
ま
と
め

　

以
上
、
福
岡
藩
の
遠
見
番
所
の
う
ち
、
遺
物
や
遺
構
が
確
認
で
き
る
も
の
を

中
心
に
概
説
し
た
。

　

ま
ず
、
立
地
の
観
点
か
ら
見
る
と
、
島
に
立
地
す
る
番
所
と
岬
に
立
地
す
る

番
所
が
あ
る
が
、
島
に
立
地
す
る
も
の
は
、
四
方
を
見
渡
せ
る
よ
う
に
す
る
た

め
か
、
島
の
最
高
所
に
置
か
れ
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
一
方
、
岬
に
立

地
す
る
も
の
は
、
可
能
な
限
り
岬
の
突
端
に
置
か
れ
、
標
高
は
あ
ま
り
重
視
し

な
い
よ
う
で
あ
る
。

　

ま
た
、『
浦
嶋
遠
見
番
所
灯
篭
堂
急
用
丸
囲
上
屋
共
図
』
の
記
載
か
ら
、
番

所
の
建
物
は
、
約
二
～
四
ｍ
四
方
の
瓦
葺
き
の
板
塀
あ
る
い
は
練
塀
で
、
土
間
、

囲
炉
裏
、
板
張
床
、
窓
を
備
え
た
一
層
構
造
（
他
の
絵
図
に
は
二
層
構
造
に
描

く
も
の
も
あ
る
）
と
い
う
簡
素
な
が
ら
も
耐
久
性
を
重
視
し
た
構
造
で
あ
っ
た

こ
と
が
わ
か
る
が
、
今
回
の
踏
査
に
よ
り
、
建
物
が
建
て
ら
れ
た
近
辺
に
は
、

石
垣
の
区
画
で
あ
っ
た
り
、
物
見
台
と
考
え
ら
れ
る
石
垣
で
組
ま
れ
た
櫓
（
タ

ワ
ー
）
の
よ
う
な
構
築
物
な
ど
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

　

さ
ら
に
、
現
地
に
は
瓦
や
陶
磁
器
な
ど
が
散
布
し
、
瓦
は
遠
見
番
所
に
用
い

ら
れ
て
い
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
中
で
も
、
玄
界
遠
見
番
所
と
芥
屋
遠
見
番

所
で
確
認
さ
れ
た
藤
巴
文
軒
丸
瓦
、
藤
花
文
軒
平
瓦
の
存
在
は
、
福
岡
藩
の
公

的
施
設
で
あ
る
こ
と
を
示
す
の
み
な
ら
ず
、
福
岡
城
な
ど
で
使
用
さ
れ
て
い
た

瓦
の
転
用
な
ど
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
り
、
福
岡
藩
内
の
公
的
施
設
の
瓦
の
流

通
を
考
え
る
上
で
も
非
常
に
興
味
深
い
資
料
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

こ
れ
ま
で
江
戸
時
代
の
遠
見
番
所
は
、
史
料
上
あ
る
い
は
地
名
な
ど
で
は
扱

わ
れ
て
き
た
も
の
の
、
遺
跡
と
し
て
の
認
識
は
、
一
部
を
除
い
て
は
ほ
ぼ
な
か
っ

た
と
い
っ
て
も
よ
い
。
た
だ
今
回
の
検
討
に
よ
り
、
さ
ら
に
考
古
学
的
な
実
態

を
も
っ
て
明
ら
か
と
な
っ
て
き
た
。

　

こ
の
よ
う
に
福
岡
藩
の
遠
見
番
所
が
、
考
古
遺
跡
と
し
て
も
認
識
で
き
る
こ

と
か
ら
、
福
岡
藩
の
玄
界
灘
沿
岸
警
備
は
単
な
る
絵
空
事
な
ど
で
は
な
く
、
ま

さ
し
く
藩
内
に
お
け
る
一
大
事
業
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

そ
の
よ
う
な
意
味
で
も
、
宗
像
市
の
地
島
、
大
島
、
沖
ノ
島
に
あ
っ
た
遠
見

番
所
は
、
福
岡
藩
の
玄
界
灘
沿
岸
警
備
の
実
態
を
物
語
る
重
要
な
遺
跡
で
あ
る

と
言
え
る
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　

福
岡
藩
で
は
寛
永
年
間
以
降
、
玄
界
灘
沿
岸
警
備
の
た
め
、
沿
岸
部
や
島
嶼

部
の
各
所
に
遠
見
番
所
を
築
き
、
そ
の
任
に
当
た
っ
た
。
ま
た
、
長
崎
有
事
に

備
え
た
情
報
伝
達
手
段
の
施
設
と
し
て
烽
火
台
を
構
築
、
文
化
年
間
以
降
に
も

復
活
さ
せ
て
い
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
文
久
年
間
に
は
沿
岸
防
備
の
た
め
に
、
台

場
（
砲
台
）
を
藩
内
各
所
に
構
築
し
て
お
り
、こ
れ
ら
の
施
設
は
遠
見
番
所
同
様
、

遺
跡
と
し
て
は
ほ
と
ん
ど
顧
み
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
今
後
は
、
こ
れ
ら

を
「
近
世
海
防
遺
跡
」
と
位
置
付
け
、
さ
ら
な
る
現
地
調
査
を
進
め
て
い
く
こ

と
で
、
近
世
期
、
江
戸
幕
府
の
主
導
の
下
に
な
さ
れ
た
各
藩
に
お
け
る
海
防
政

策
の
実
態
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
今
後
は
、
さ
ら
な
る
調

査
と
そ
の
成
果
の
周
知
、
そ
し
て
保
護
が
よ
り
一
層
必
要
と
な
ろ
う
。

[

付
記]

　

小
田
崎
遠
見
番
所
の
踏
査
に
お
い
て
は
原
田
智
也
氏
、
大
島
遠
見
番
所
・
地

島
遠
見
番
所
・
玄
界
遠
見
番
所
の
踏
査
に
お
い
て
は
若
杦
善
満
氏
、
芥
屋
遠
見

番
所
・
姫
島
遠
見
番
所
の
踏
査
に
お
い
て
は
河
合
修
氏
、
有
田
和
樹
氏
に
同
行

い
た
だ
い
た
。
感
謝
し
た
い
。

【
註
】

（
１
）
な
お
、『
玄
海
町
誌
』（
玄
海
町
町
誌
編
纂
委
員
会 

一
九
七
九
）
に
は
、
宗
像
市

の
勝
島
に
遠
見
番
所
が
あ
っ
た
と
す
る
記
載
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は

『
筑
前
国
続
風
土
記
拾
遺
』
に
正
徳
享
保
年
間
に
南
京
姦
商
の
仲
買
禁
止
に
伴
い
、

番
士
を
遣
わ
し
た
屋
敷
「
加
子
屋
敷
」
が
あ
っ
た
と
す
る
他
に
は
文
献
記
載
は
見

ら
れ
ず
、
い
わ
ゆ
る
遠
見
番
所
で
は
な
い
と
判
断
さ
れ
る
。ま
た
、『
北
九
州
市
史

近
世
』
（
北
九
州
市
史
編
さ
ん
委
員
会 

一
九
九
〇
）
に
は
、
若
松
浦
に
寛
永
十
七

年
に
番
所
を
置
い
た
と
の
記
載
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
岩
屋
の
遠
見
番
所
を
指
し
て

い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
除
外
し
た
。

（
２
）
写
真
４
の
絵
図
に
は
、
番
所
と
思
わ
れ
る
建
物
の
側
に
「
地
島
大
明
神
」
と
い

う
記
載
が
み
ら
れ
、
一
見
、
そ
の
建
物
か
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
絵

図
で
は
、
神
社
建
物
は
必
ず
赤
色
で
塗
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
赤
色

に
塗
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
や
は
り
番
所
の
建
物
を
描
い
た
も
の
と
考
え
て
差
し

支
え
な
い
だ
ろ
う
。

（
３
）
岡
寺
未
幾
氏
（
福
岡
県
世
界
遺
産
室
宗
像
沖
ノ
島
遺
産
係
）
の
御
教
示
に
よ
る
。

（
４
）
他
の
番
所
の
名
称
か
ら
考
え
れ
ば
、「
玄
界
島
遠
見
番
所
」
と
称
す
る
べ
き
な
の

か
も
し
れ
な
い
が
、
『
浦
嶋
遠
見
番
所
灯
篭
堂
急
用
丸
囲
上
屋
共
図
』
に
は
「
玄

界
遠
見
番
所
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
当
時
は
そ
の
よ
う
に
呼
ば
れ
て
い
た
可
能
性

が
高
い
た
め
、
そ
ち
ら
を
採
用
し
て
い
る
。
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